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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　クリック？

　クラック！




　さあ、今日は『赤ずきん』のお話をしましょうか。




　昔あるところに、見た人誰にでも可愛かわいがられるほど可愛らしい小さな女の子がいました。

　なかでもその子をいちばん可愛がっていたのはおばあさん。女の子はおばあさんからプレゼントされた赤いずきんをいつもかぶっていたので、みんなに『赤ずきんちゃん』と呼ばれていました。

　ある日、お母さんが赤ずきんに言いました。

「おばあちゃんがご病気だから、森の中のおばあちゃんのおうちに、お菓か子しとぶどう酒を持って行ってあげて。寄り道してはいけませんよ」

「はあい」

　返事をした赤ずきんは森へ行きました。しばらく歩いてゆくと、狼おおかみに出会いました。

「どこへ行くんだい？　赤ずきんちゃん」

　狼は声をかけました。赤ずきんは狼が怖い獣けものだと知らないので、答えて言います。

「森の奥のおうちのおばあちゃんがご病気だから、ぶどう酒とお菓か子しを届けに行くの」

　赤ずきんの答えを聞いて、狼おおかみはしめしめと思いました。なぜなら先回りしておばあさんの家に行けば、おばあさんと赤ずきんを二人とも食べてしまえるからです。

「おじょうちゃん、どうせ行くのなら、このあたりに咲いている花をつんで行けばいいよ」

　狼はいかにも親切そうに言いました。赤ずきんはそのとおりだと思いました。

「ありがとう。そうするわ、おおかみさん」

　赤ずきんはさっそく、森の花をつみはじめました。狼はそれを見るなり大急ぎで走って、おばあさんの家へと先回りして戸を叩たたき、赤ずきんの声をまねして言いました。

「おばあちゃん、赤ずきんよ。お菓子とぶどう酒をもってきたの。あけてちょうだいな」

「鍵かぎはかかっていないから、ドアを押して中におはいり」

　狼が取っ手を押すと、戸が開きました。狼は家に入っておばあさんのベッドに近寄ると、そのまま寝ているおばあさんを丸まる吞のみにしてしまいました。

　狼はおばあさんの服とずきんを着ると、何食わぬ顔でベッドに入りました。

　そうして待っていると、やがて赤ずきんがやってきました。

「おばあちゃん、お菓子とぶどう酒と、それからお花を持ってきたわ」

「鍵はかかっていないから、ドアを押して中におはいり」

　狼がおばあさんの声をまねして言ったので、赤ずきんは家に入りました。赤ずきんはベッドのそばに行きましたが、なんだかいつものおばあさんと様子がちがう気がします。

　おばあさんはずきんを深くかぶって、変なかっこうで寝ていました。

　赤ずきんはたずねました。

「まあ、おばあちゃん。おばあちゃんのお耳は、なんでそんなに大きいの？」

「それはおまえの声が、よく聞こえるようにさ」

「おばあちゃんのおめめは、どうしてそんなに大きいの？」

「おまえの姿が、よく見えるようにさ」

「おばあちゃんのおてては、どうしてそんなに大きいの？」

「おまえを、よくつかめるようにさ」

「おばあちゃんのお口は、どうしてそんなに大きいの？」

「おまえをよく食べるためさ！」

　そう答えたが早いか狼はベッドから飛び起きて、かわいそうな赤ずきんをペロリとのみこんでしまいました。

　狼はおなかがいっぱいになったので、そのままおばあさんのベッドで大いびきをかいて寝てしまいました。ちょうどそのとき、一人の狩人かりうどが家の前を通りかかりました。

「おや？　おばあさんがものすごいいびきをかいているぞ。様子をみていこう」

　狩人がそう思って家に入ると、おばあさんのベッドに狼が寝ていました。

「やや、こいつはここいらを荒らしまわっている狼おおかみだ」

　狩人かりうどは狼に鉄てつ砲ぽうを向けましたが、もしかしたらこの狼はおばあさんを食べたのかもしれないと思いついて、もしかしたらまだ命が助かるかもしれないと、鉄砲をうつのをやめて、はさみで狼のおなかをじょきじょきと切りました。

　すると狼のおなかから赤ずきんが飛び出してきました。

　つぎにおばあさんも出てきました。

　狼はおなかを切られてもまだ眠ねむっています。赤ずきんは石をたくさん持ってくると、狼のおなかにみんなでつめこんで、糸でぬいあわせておきました。

　やがて狼は目をさましましたが、おなかの石が重くて死んでしまいました。

　三人は大喜び。おばあさんもお菓か子しとぶどう酒で元気を取り戻し、赤ずきんは、これからはけっして寄り道をするのはやめようと思ったのでした。




　………………







　　　序章　　赤ずきんは森のなか







　僕たち人間とこの世界は、〈神の悪夢〉によって常に脅おびやかされている。

　神は実在する。全すべての人間の意識の遙はるか奥、集合無意識の海の深みに、神は確かに存在している。

　この概がい念ねん上じよう『神』と呼ばれるものに最も近い絶対存在は、僕ら人間の意識の遙か奥底で有史以来ずっと眠ねむり続けている。眠っているから僕たち人間には全くの無関心で、それゆえ無慈悲で公平だ。

　ある時、神は悪夢を見た。

　神は全知なので、この世に存在するありとあらゆる恐怖を一度に夢に見てしまった。

　そして神は全能なので、眠りの邪じや魔まになる、この人間の小さな意識では見ることすらできないほどの巨大な悪夢を、切り離して捨ててしまった。捨てられた悪夢は集合無意識の海の底から泡あわとなって、いくつもの小さな泡に分かれながら、上へ上へと浮かび上がっていった。

　上へ────僕たちの、意識へ向かって。

　僕らの意識へと浮かび上がった〈悪夢の泡〉は、その『全知』と称される普ふ遍へん性せいゆえに僕らの意識に溶とけ出して、個人の抱かかえる固有の恐怖と混じりあう。

　そしてその〈悪夢の泡〉が僕らの意識よりも大きかった時、悪夢は器をあふれて現実へと漏もれ出すのだ。

　かくして神の悪夢と混じりあった僕らの悪夢は、現実のモノとなる。




　　　　†




　………………




　ざあっ、




　と空気を、無数の木この葉が立てる、唸うなるような音が覆おおい尽くした。

　そこは小さな森の中。小さな神社へと続いている、冷たい土と石が剝むき出しになった、細くて狭い、暗い道。

　枝々によって陽ひが遮さえぎられて、一面の影と、冷めた空気が広がる森の中の小道。

　まだ明るい夕刻の、しかし蔭に覆われてほの暗いこの小道を、このとき二つの人影が、神社へと向かって歩いていた。

　人影はこの近くにある中学校のセーラー服を着た、二人の少女。

　二人は友達同士。背が高く、いかにもスポーツが好きそうな快活な足取りをした少女と、それをかなり遅れて追いかける、見るからにおぼつかない足取りをした少女の二人。

　この追いかけている少女は、先を行く少女とは対照的と言えるほどに背が低く、地味で、どんくさそうな印象をしていた。

　真まっ直すぐなセミロングの髪かみに、フレームの大きな垢あか抜ぬけない眼鏡めがね。彼女が持っている、どこか垢抜けない印象を決定的にしているこの眼鏡は、石や木の根が剝むき出しになった悪路を早足で進もうとしているたどたどしい足取りに揺らされて、彼女の低めの鼻から心なしかずり落ちていた。




　────はあっ……はあっ……




　小道の空気には、すっかり上がった少女の呼吸の音が小さく広がっていた。

　少女の顔色は疲労で少しだけ上気していたが、しかし同時に酸欠気味で、その下地は蒼そう白はくになっている。

　少女は必死で急ごうとしていたが、その努力とは裏うら腹はらに、彼女の身のこなしはどうしようもなく不器用で足が遅かった。

　力の抜けた手足を振り回しているような不器用な歩き方。剝き出しで未み舗ほ装そうだが、普通の人間ならそれほど苦にはしないだろうこの道で、彼女は石に次々と足を取られ続けて、それこそ今にも転んでしまいそうなほどの危なっかしい歩みで足を進めていた。




　────はあっ……はあっ……




　苦しげに、口で息をしながら。

　少女は意識ばかり必死で、友達に追いつこうと、ひたすら前へと進む。

　しかし前を行く友達の背中は、後続の遅れには全く気付いていない様子だった。

　前を行く長身の少女は待つどころか振り向くそぶりさえ見せずに、悪路を意に介かいさず、むしろ楽しんでいる様子の器用な足取りで道を進んでいた。

　無自覚に少女を、少しずつ引き離しながら。

　スポーツ万能の身のこなし。対してそれを追いかける少女は、傍はた目めに見ても、運動神経は底辺と言ってよかった。

　先を行く友達の背中を追いかけて、少女は必死で進んでいた。

　少女は走ろうとしては石に足を取られ、そして何度も「待って」と言おうとしていたが、しかしその言葉さえも口に出そうとするたびに、乱れて上がった呼吸の中で、全すべて言葉にならずに消えていた。

　少女にできるのは、絶望的に遅れながら、友達を追いかけることだけ。

　森の中を通る、小さく細い、薄うす暗ぐらい道を。

　心の中を満たすのは焦あせり。

　そして孤独。

　友達と一緒のはずなのに、少女の心の中には、どこかひどく現実感を欠いた、暗い孤独感が広がっていた。




　ざあーっ、




　と鬱うつ蒼そうとした枝葉が立てる、雨のような音に覆おおわれた世界の中で。

　少女は夢の中のように進まないもどかしい足を進めて、たった一人、歩いていた。

　周囲には渦うず巻まくように満ちる、森と風の音。

　枝葉を揺らし、音で空気を埋うめ尽くしている外の世界の風は、樹々と枝々に散り散りにされながら、森の中へと、微かすかに吹き込んでいる。

　森の中の空気は、微かに渦巻く。

　そして空気は渦巻きながら肌はだを撫なで、少女の不安と孤独を煽あおるように、胸騒ぎのような不安定さでざわざわと揺らいでいた。

　揺らぐ空気が、髪かみを、セーラー服の襟えりとリボンを、そしてスカートの裾すそを、揺らす。

　そんな空気の中を、少女はずっと前を行く、背の高い友達の後ろ姿に揺れている、髪を縛しばった赤いヘアゴムを、目印のようにして追いかけていた。

　虚うつろな空気の中に、乱れた自分の呼吸の音を響かせながら。

　石混じりの土を踏む音を、させながら。

　口の中から耳の奥に響くのは、自分の呼吸の音。

　そして、




　────ざりっ、ざりっ、




　と妙みように遠く聞こえる、引きずっているような、自分の足音。




　────はあ、はあ、




　呼吸が胸を、疲労が脚を、そして焦しよう燥そうが心を、それぞれ締め上げていた。

　苦痛と焦あせりに縛しばられ、そして締め上げられて、必死に前を見る目の前は、視野が狭せまく狭きよう窄さくしていた。

　目の前にあるのは暗く細く続く道と、その先を行くセーラー服の背中。

　それらの光景を見ている自分の、余よ裕ゆうのない狭せばまった視野は、たどたどしい足取りに合わせて、カメラの画面のように、たどたどしく揺れている。

「ま……」

　待って……！　と、もう一度そう言おうとして、やはりできずに、咳せき込むように喘あえいだ。

　そんな少女の様子に目もくれずに前を行く友達は、軽やかな身のこなしで、小道を先へと進んでゆく。

　石と根だらけの小道を。

　そしてその先の、神社を目前にした石段を。

　こんな今にも転びそうになって、こんなにも息を切らせている、自分とはあまりにも対照的な、身体からだを動かすことが楽しくて仕方がないといった快活な動作で。




　とん、とん、




　と、彼女は、石段を登り始める。

　少女をさらに、さらに、引き離して。

　両手を広げて、おどけたようにバランスを取りながら。

　待って……！　心の中で叫ぶ。しかしそんな心の叫びが頭の中を一杯にする中を、視界の中の友達は、当然そんなものには気付くことなく、先へ先へと進んでいった。




　とん、とん、




　と石段を登ってゆく。

　そのまま一気に、石段を登りきる。

　そして石段の一番上に聳そびえる、朽くちた赤色をした鳥居の下に差し掛かって────




「……えっ？」




　それを追いかけていた少女は急に立ち止まった。

　足がもげそうな痛みのせいではない。肺と気管が摑つかみ上げられたような、息切れのせいでもない。ここから見上げる石段の一番上、友達の頭上にかかる鳥居から────何か白いものがぶら下がっているのが見えたような、そんな気がしたからだった。

「……」

　疲労で狭きよう窄さくし、揺れる視界の中に、ちらっと。

　何かが見えた。そして思わず立ち止まってしまったその途と端たん、足の痛みが瞬またたく間に脛すねからふくらはぎに、そして腿ももにまで広がって、そこから一歩も進めなくなった。

「あっ……！」

　痛みに足を上げることさえできなくなって、少女は思わず膝ひざを折って、石だらけの道に倒れ込んだ。膝小こ僧ぞうに、そして地面に突いた手のひらに、冷たい石の感かん触しよくが突き刺さって、しかしその痛みに顔をしかめることもできずに、はあはあと胸の中を削けずられるような、荒い呼吸を繰り返した。

　遠くから、声が聞こえた。

「…………あれっ？　マナ？」

　それはようやく気付いたらしい先を行っていた友達の、自分の名前を呼ぶ声だった。

「…………!!」

　その声を聞いた瞬しゆん間かん、安あん堵どや抗議や怒りや悲しみがごちゃ混ぜになった感情が、胸の中に湧わき上がった。あっという間に激しい心の中を感情が満たし、胸の中身を押し上げて、そのまま涙なみだまでが出そうになって、ほとんど泣きそうになりながら、地面に手を突いたままで視線だけを石段の上に向けた。

「マナ、大丈夫ー？」

　涙で少し霞かすんだ視界の中を、ずっと続く石段の上に、友達の姿があった。

　石段の上の友達は両膝に手をやってかがみ込み、遠く遅れてしまっていた少女を、ばつが悪そうな表情で見下ろしていた。

「ごめんねー」

「……」

　そんな友達に、泣き言を言おうとして。

　顔を上げて────




　その瞬間、友達へと向けた視線が一気に友達の顔を通り過ぎ、その頭上にかかる鳥居の上からだらんと垂れ下がっている、完全に死体の色をした真っ白な〝腕うで〟へと焦しよう点てんが合った。




「…………………………!!」

　ぞわっ、と〝それ〟を認識した瞬間、全身の毛がおぞましい悪お寒かんと共に逆さか立だった。

　大きく目が見開かれ、瞳どう孔こうが開き、心の中に溢あふれていた感情がすうっと引いて、思考が凍こおりついた。

　石段の上から自分を見下ろす友達の顔の背後に、赤あか錆さび色いろの鳥居と、そして頭上を覆おおう暗緑色の樹木の景色。その暗い色彩の中に、そのあまりにも生白い〝異物〟は、にゅーっ、と浮かび上がって、友達の頭へと手を伸ばしていた。

「…………………………!!」

　いつの間にか、風が止まっていた。

　森の中の空気が停止して、凍こおりついたように冷たく、冷え切っていた。

　遙はるか向こうに見える友達の、小さな挙動までを肌はだで感じられると思うほど、空気が異様に透明に澄すみ切っていた。森を、景色を固めてしまった硝子ガラスのように、空気が透明に停止して、そして肌と心を圧迫するほどにひどく密度を上げていた。

　異様な空気と、停止した景色。

　その中で何も知らない友達が、こちらを見ながら、訝いぶかしげな表情をしている。

　その後ろで五指を広げ、友達の頭へと向けて伸ばされている、鳥居の上から垂れ下がった白い〝腕うで〟。

　彼女は気づいていない。

　自分の頭の上にあるモノに。

「…………………………！」

　瞬まばたきもできずに、見つめる。

　真っ白な死肉の質感をした〝腕〟は、まるで鳥居の上に誰かがいて、そこから腕を垂らしているように、何もない鳥居の上から〝生はえて〟いる。

　その真下にいる、友達に向かって。視線をこちらに向けている、友達に。

　その光景を大きく見開いた目で見つめながら、声も出せず、目を逸そらすことも、身動きもできない。

　そのたった一つの異常な〝モノ〟の存在が、肌を粟あわ立だたせ、心臓を摑つかんで、恐怖と違和感を身体からだ中の隅すみ々ずみにまで流し込む。

　ただ身体が、細かく震える。

「……マナ？」

　友達が不審と心配の中間のような声で、言った。

　途と端たん、その友達の頭上で、




　する……




　と不意に鳥居から垂れ下がった〝腕〟が、下にいる友達へと向かって、紐ひもを引き出したように、長く伸びた。

「…………………………!!」

　友達は気付いていない。こちらを見下ろしている。

　心配そうに見下ろしている。自分の頭上にある〝モノ〟に気付かずに、身動きのできないこちらを心配して、石段の下を見下ろしている。




　するする……




　音もなく、〝腕うで〟はゆっくりと伸びてゆく。

　何も気付いていない友達の頭へと、首筋へと向かって、長く長く降りてゆく。

「………………!!」

　逃げて!!　心の中で必死になって叫ぶが、声は出ない。聞こえない。

　もはや人間の腕ではあり得ないほどに伸びた〝腕〟はなおもその長さを伸ばし、何も知らない友達へと向かって、長く長く伸びてゆく。

　白い〝腕〟が、伸びてゆく。

　友達に向かって。こちらを見ている友達に向かって。




　するするする……




　友達は気付かない。〝腕〟はすでに鳥居の半分に達しようとしている。

　友達は気付かない。自分がおぞましい〝腕〟に狙ねらわれていることにも気付かずに、心配した目でこちらを見ている。




　するするする……




　伸びる〝腕〟。友達は気付かない。

　気付かない。白い〝腕〟は、すでに鳥居の半分をこえた。




　するするするするする……




　逃げて!!

　その光景を見つめ、恐怖に身体からだを縛しばられながら、必死で目で訴えた。




　するする……




　するするするするするするするするするするするするするするするするする……




　逃げて────!!

　その心の叫びが聞こえたわけではないのだろうが、こちらが全く立ち上がらないのを心配して、友達はこちらに降りて来ようと、石段へ足を踏み出した。

　助かる!!

　途と端たん。







「ねえ」







　誰のものとも知れぬ女の子の声が友達の背後の虚こ空くうから突然小さく呼びかけて、「えっ？」と友達が振り向こうと足を止めた瞬しゆん間かん────すでに彼女の目前まで伸びていた真っ白な細い〝腕うで〟が友達の頸くびを鷲わし摑づかみにして、

　直後、




　ぼりっ。




　と何かが砕くだけて折れる嫌いやな音と共に、友達の頭だけが真横に倒れた。

「あっ」

　そして次の瞬間、一度だけ痙けい攣れんして力の抜けた友達の軀からだが、〝消失〟した。

　友達の姿はその長い異い形ぎようの〝腕〟に真上に引き上げられ、まるで絞こう首しゆ刑けい者しやのように、あっという間に鳥居の遙はるか上に吊つり上げられて、瞬またたく間に消え失せてしまった。

「………………えっ……？」

　ほんの一いつ瞬しゆんの、瞬まばたきする間まの出来事。

　何もなくなった。後にあるのは階段の上にある虚うつろな鳥居の間の空間と、そこをしんと満たす、静寂だけ。

「………………………………………………」

　消えてしまった。

　鳥居の上に。あるいはその朽くちた鳥居に覆おおい被かぶさるように、鬱うつ蒼そうと伸びた、大樹の厚い枝葉の間に。

　真っ白な、頭の中。

　呆ぼう然ぜんと、立ち尽くした。




　ざあっ、




　と森が鳴いて、蠢うごめいた。

　呆ぼう然ぜんと目を見開いて石段を見上げ、ぽつんとたった一人残されて座り込んだ少女の周りで、たったいま友達を〝喰った〟ばかりの森が、ただ暗く、深く、鬱うつ蒼そうと、ざわめいていた。

　そして数すう瞬しゆんの、後。




「きゃああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」




　虚うつろな森の中をつんざく、凄すさまじいまでの、少女の悲鳴。

　…………………………




　　　　†




　神の悪夢の泡あわによる異常現象、それを曰いわく〈泡禍バブル・ペリル〉と呼ぶ。

　全すべての怪かい奇き現象は神の悪夢の欠片かけらであり、この恐怖に満ちた現象はたやすく人の命と正気を喰らうが、ごくまれに存在する〈泡ほう禍か〉より生せい還かんした人間には、巨大なトラウマと共に〈悪夢の泡〉の欠片が心の底に残ることがある。

　彼ら自身によって〈断章フラグメント〉と呼ばれるその悪夢の断片は、心の中から紐ひも解とく事で自らの経験した悪夢的現象の片へん鱗りんを現実世界に喚よび出すことができる。世界にはそんな〈悪夢の泡〉からの生還者が多数存在し、そしてその中でも恐るべきトラウマと共に悪夢の欠片を精神に宿してしまった者たちが集まって、生きるために助け合い、新たな被害者を救おうと活動している。

　英国で発はつ祥しようした、〈ロッジ〉と呼ばれる小さな活動拠きよ点てんを各地に散らす、〈悪夢〉の被害者同士の互ご助じよ会かい結社。

　彼らは世界の裏で被害者同士助け合いながら、同時にこの世界に浮かび上がる悪夢の中から人々を助け出し、そして神の悪夢の存在と、神の悪夢の〈断だん章しよう〉を持つ自分たちの存在を人々の目から隠かくし続けている。

　名を〈断オーダー章・オブ・騎ザ・フラ士団グメンツ〉という。




　かくして悪夢はまた、〈童話〉の形で浮かび上がる。







[image: ]







　　　一章　　この道は赤ずきんの村に







　　　　１




　本の匂においが満ちている、四方の壁が本ほん棚だなで占められた、窓のない小さな部屋。

　童話と絵本で占められた『書庫』。そんな絵本が散らかった部屋の真ん中に、ビスクドールのようなひらひらの服を着て、ビスクドールのように床ゆかに座り込んでいる、一人の小さな女の子の姿があった。




「…………」




　その少女は人形のような顔立ちを俯うつむけて、人形のような無表情で、床に広げた絵本を見つめていた。そしてそんな少女の後ろに、彼女を訊たずねて来た一人の女性が座って、少女の茶がかった色をした長い髪かみを、静かにブラシで梳すいていた。

　女性は肩かたにショールをかけ、柔やわらかい雰ふん囲い気きをした大人おとなの女性。

　彼女はカントリーな印象の服を着て、長いストレートの髪を後ろで束たばね、穏おだやかな微笑を浮かべて、少女の髪を梳いている。

　対する少女は絵本を見つめたまま、なすがまま。

　無反応で無表情。少女が胸に抱だいている、『不思議の国のアリス』に出てくる、ウサギの大きなぬいぐるみも、無表情に、なすがまま。

「…………」

　女性はそんな幼おさない少女の柔らかい髪に、指を通し、ブラシを当てて丁てい寧ねいに梳いていた。

　ボリュームのある髪を手て馴なれた手つきで梳いて艶つやを出し、流れるように整えて、要所をヘアピンで留めてゆく。

　流れてゆく静かな時間。密室の書庫の中で、黙々と少女の髪を梳く女性。

　この光景は、もしも目にする者がいたならば、思わず目を留めてしまうだろうほどに、綺き麗れいで穏やかで、そして浮世離れしていた。

「……さ、夢ゆ見み子こちゃん。可愛かわいくしてあげますからねー」

　やがて女性はゆっくりと髪を梳く動作を続けながら、優しい声で、そう少女へと向かって語りかけた。

「………………」

　しかし心の壊こわれた少女はただ絵本を見つめたまま、何も応こたえず、絵本に見入ったまま身動みじろぎさえしなかった。

　硝子ガラス球だまのような瞳ひとみにも、感情の一つさえ、動く様子も見えない。

　少女の情動は死んでいる。しかし女性はそんな反応には慣れているようで、特に気にする様子も見せず、そんな少女の姿をただ愛いとおしそうに目を細めて見下ろしている。

「……よしっ」

　女性は少女の髪かみを仮留めするヘアピンの、最後の一本を髪に差し込んだ。

　そして全体の形を眺ながめた後、ようやく傍かたわらにヘアブラシを置くと、代わりにそこに置いてあった小さな紙袋を取り上げて、中から鮮あざやかながらも派手ではない、趣味のいい小さなリボンを取り出した。

「おみやげですよー」

　女性は、何も答えない少女にそう語りかけると、両手でリボンを伸ばして、少女の髪に当てるようにかざした。少女の髪の色と、リボンの色。女性はそうして色を合わせてしばらく眺めていたが、やがて満足そうにひとつ頷うなずくと、リボンを口にくわえて髪を編もうと再びブラシを手にした。




　────こそ、




　物音。

「…………」

　背中に微かすかな音。女性の手が、止まった。

　二人しかいないこの小さな書庫の中で、紙を擦こするような小さな音。

　微かな不ふ審しん。耳を澄ませる。しかし部屋の空気に満ちているのは、しん、と広がる静寂と、そして自分の吐はく、呼吸の音ばかりだった。

　他ほかには何も聞こえなかった。

　静けさの中でだんだんと、自分の心臓の音が、聞こえてくる。




　どっ、どっ、どっ、




　とくぐもって聞こえる、自分の胸の中の心音。

　そして低い風のように聞こえる、自分の呼吸の音。

　物音は、もう聞こえない。

　聞こえない。座り込んで目の前にある少女の髪を見つめたまま、意識を、神経を、背後へと向けた。

　本ほん棚だなと、床ゆかに積まれた本があるだけの、そのはずの空間。

　意識を、神経を見えない背後に這はわせるが、そこには何の、気配もない。




　どっ、どっ、どっ、




　心臓の音。

　何も、ない。

　何も……




　────ず、




　とその瞬しゆん間かん、突然ざらついた物が滑すべる音がした。

「!!」

　それが全すべての始まりだった。積み上げた本が滑る音。それが聞こえた途と端たん、目の前に座っている少女の背中が何かに怯おびえたように、びくっ、と小さく痙けい攣れんして────直後、部屋中の空気の温度があっという間に凍こごえそうなほどに下がり、肌はだという肌の産うぶ毛げが立ち上がって、ぞっ、と皮ひ膚ふの下を悪お寒かんが埋うめ尽くした。




「………………………………………………!!」




　首筋に、冷たい視線を感じた。

　その瞬間、恐怖に弾はじかれたように、ほとんど本能的に思い切り後ろを振り返った。

「っ!!」

　直後、その目に入ったのは床に放り出された本の中の一冊だった。その大判の絵本は床の上で他ほかの本を押しのけるように細く口を開けて、そしてその中に長い黒髪をおぞましく引きずった女の頭部が、まるで皮だけのようにひしゃげてページの間に飲み込まれてゆく光景。




「…………………………!!」




　最後の刹せつ那な、〝女〟と目が合った。

　言葉を失った目の前で、卵の白身のように粘ねん性せいにひしゃげた女の頭部は、それを最後に本の中に飲まれて消え、そして引きずられた髪の毛がそれを追って、すすりこまれるようにしてページの間に消えた。

　見えたのは数すう瞬しゆん。それでも記き憶おくに焼きついたのは、その女の最後の『目』。

　ずるずると溶とけて本の中に這はい込んでゆく頭部にへばりつくようにして存在した、全く焦しよう点てんが合っていないにも関わらず、間違いなくこちらを〝凝ぎよう視し〟している、人間とは全くかけ離れた、異質な意思を感じる冷たく虚うつろな濁にごった『瞳ひとみ』。

　その〝女〟は確実にこちらを見つめながら、本へと飲み込まれた。

　いや、本の中に、還って行った。

　後に残ったのは表紙を晒さらす、もう何の痕こん跡せきも残していない、一冊の本。

　あのおぞましい〝髪の毛〟の最後の毛先まで飲み込んで、何事もなかったかのように澄まして横たわっている絵本。

「………………」

　あの〝女〟の頭部が這はい込んで行った本。

　そんなことなどなかったかのように、ページは栞しおりほどの隙すき間まもなく閉じている。

　表紙にはパステル調の、柔やわらかい筆致の女の子の絵。

　その表題が何の変へん哲てつもなく、天てん井じようを見上げている。




　『赤ずきん』




　………………







　　　　２




　たとえこの日常の裏側でどのような惨さん劇げきに巻き込まれて、どのような悲劇を目まの当たりにしても、白しら野の蒼あお衣いの日常は変わらずに始まる。

　いや、

　始める。




「ふぁ……」




　私立典てん嶺りよう高校の、１─Ａ教室。

　六月半なかば過ぎの朝の陽気が照らす窓際の席で、蒼衣はその男子としてはかなり線の細い顔立ちをしかめて、欠伸あくびを嚙かみ殺しながら机に頰ほお杖づえをついていた。

　もうすぐ授業の始まる時間帯の教室は、すでに大半が登校しきった生徒たちによって、賑にぎやかな喧けん騒そうが広がっていた。

　週明けの月曜日。

　休日を挟はさんだ、友達との積もる話。

　そして休日を挟んだ、授業へ向けての心の準備と、宿題や予習といった物質的な準備に、教室は活気づいていた。

　週明けの、いつもの教室の光景だ。

「…………んー」

　そして蒼あお衣いはといえば、主に必要なのは、そのうちの心の準備の方だった。

　その瞼まぶたの上にのしかかる眠ねむ気けと引き換えにして、蒼衣は昨晩のうちに物質的な準備の方を済ませていた。そして聞きなれた喧けん騒そうに眠気を誘われながら、ぼーっと目を細めている蒼衣の、その視線の先にあるのは、今まさに何の準備もしていなかった男が蒼衣の努力をそっくり写すという形でせっせと物質的な準備をしている最中だった。

　制服のシャツを腕うでまくりして、丸めた大おお柄がらの背中。

　机を見つめる黒くろ縁ぶち眼鏡めがね。蒼衣の友達であるところの敷しき島しま譲ゆずる。

　この授業が始まる前に必死で蒼衣の宿題を写している敷島という図は、出会ってから数ヶ月と経たっていないにも関わらず、もはや蒼衣にとって見慣れた光景となっていた。蒼衣は頼まれると断れない性質たちで、そして目立たず普通の生徒でいるという目的のために、宿題や提出物はとりあえず真面まじ目めにやっておく主義だった。

　学校の勉強というのは、実はそれなりにできる方が目立たない。

　事実、こうして宿題を写させている蒼衣よりも、写している敷島の方が、先生たちにもクラスメイトたちにもよく知られた存在だ。

　体格も言動も大変に目立つ敷島は、気の毒にもすっかり〝お馬鹿の敷島〟という評価をクラスに定着させつつあった。そして敷島自身も否定はするものの、残念ながら行動に関してはその名に恥じるところはないようだった。

「………………」

　授業開始も間近になって登校して来て、時間もない中で必死に宿題のノートを写す、無言の敷島。

　静かな敷島は貴重な光景だ。その様子を蒼衣は、眠たい目でぼーっと眺ながめる。

　蒼衣は敷島に、すっかり宿題の写しを当てにされている。しかし蒼衣はあまり気にしていない。基本的に頼られることは好きだからだ。むやみに目立たない限りにおいては。

　気にしているのは、むしろ蒼衣ではないもう一人の方だった。

「……白しら野の。敷島をあまり甘あまやかすのは良くないぞ」

「ん？」

　不意に蒼衣に声がかかった。蒼衣は首を巡めぐらせて、隣となりを見た。

　蒼衣の席の脇わきに、それまでの蒼衣と同じく敷島の背中を見ながら、少年っぽい風ふう貌ぼうの小こ柄がらな男子生徒が立っている。佐さ和わ野の弓ゆみ彦ひこ。小学校からの敷しき島しまの友人。彼は頭も要領もいいが、敷島にその成果の一いつ端たんも提供する気はない。

「白しら野のの努力は白野のものだ。敷島にやるのはもったいないぞ」

　佐和野は言った。

「んー？　別にもったいないとは思わないけど……」

「いいや、大変な無む駄だだ。今すぐやめるんだ」

「……」

　そのやり取りが聞こえたようで、前に見える敷島の背中がぴくりと反応した。

「何より敷島のためにならない」

「それはそうかもしれないけど」

　佐和野はその風ふう貌ぼうに似合わない冷めた表情で敷島を見ながら、蒼衣に苦言を呈ていする。

　蒼衣もそれには頷うなずく。確かにそうかもしれない。だが佐和野の言葉はその真しん摯しな口調と内容とは裏うら腹はらに、特に敷島のためを思ってというわけではなかった。ただ単に敷島が困るのが好きなだけなのだ。

「写させても、その場かぎりのごまかしにしかならない。やっていないなら当然の帰結として怒られておくのがあいつのためだぞ」

「……」

　敷島に完全に聞こえるように言っている、佐和野。

「白野。僕はあいつの親友として頼みたい。あいつの将来のために、こんなごまかしに協力するのはやめてくれ」

　真摯に、敷島を陥おとしいれようと佐和野は言う。

「うーん、確かにそう言われるとなあ……」

「…………」

　蒼衣が佐和野の説得に同調すると、耳をそばだてているらしい敷島の背中から気が気でない様子が伝わってきた。写しをする手はすっかり止まっていた。その様子を冷れい徹てつに観察しながら佐和野は言葉を先に続ける。

「あいつは今まで甘あまやかされすぎたんだ。自分に」

　さらりと酷ひどいことを言う佐和野。

「そ、そうなんだ？」

「白野。厳しい思い出が人間を強くするんだぞ」

「え？　……うーん…………そっか……」

「……！」

　その蒼衣の返答に、ぴくりと敷島の背中が止まった。

　蒼衣が佐和野に説得されて、写しをさせてくれなくなったら大変だと思ったのだろう。しかしそのとき蒼あお衣いは、そんなことではなく、別のことを考えていた。

　厳しい思い出が、人間を本当に強くしてくれるのだろうか？　と。

　蒼衣はそんなことを思ったのだ。あるいは、そうだったらいいな、という願望を。

　思わず蒼衣は、ぽつりとそのことを口に出す。

「……本当にそうなのかな？」

「うん？」

　呟つぶやき。それを聞いた佐さ和わ野のが、この会話を始めてから、初めて視線を蒼衣に向けた。

「どんなに酷ひどくて辛つらいことがあっても、人間は誰でもちゃんとそれを乗り越えて、強さを手に入れて生きることができるのかな？」

「……何かあったか？」

　視線を落とした蒼衣の横顔を見下ろして、佐和野はそう言うと、腕うで組ぐみした。

　そのとき蒼衣の脳のう裏りに去来していたのは、先に遭そう遇ぐうした事件で出会った、一つ年上の少女のことだった。

　理り不ふ尽じんな事件で、家族も親類も何もかも失った少女。

　そして連想が進んで思ったのは、まさしく同じ状況を経てきた、蒼衣が気にかけている同い年の少女のこと。

「何かあったみたいだな」

「いや……僕じゃないんだけどね。ものすごく辛い……えーと……事故に、遭あった知り合いがいてさ」

　蒼衣は当たり障さわりのないように、そう答えた。

「ちゃんと強くなって、生きていって欲しいなあって思って」

「そうか」

　佐和野はそれを聞いて、冷静な口調のまま、トーンだけを落として言った。

「まあ……真面まじ目めな話をすると、それは個人差としか言えないだろ。厳しい話になるけど」

「うん、まあ……そうだね」

「強い人間もいれば、弱い人間もいる。でも慰なぐさめになるかは分からないけど、最悪に辛い過去を持っているのにそれでも負けずに生きてる人間を、僕はたくさん知っているぞ」

「……へえ」

　佐和野の淡々とした、しかし力強い言葉。蒼衣は思わず顔を上げた。

「例えばだ、幼よう稚ち園えんの頃に保母のお姉さんに惚ほれて執しつ拗ようなアプローチをかけ、幼稚園児にして早くも女性にキモがられて親を呼び出された男を知っている」

「……は？」

「彼はそんな悲ひ惨さんな過去を背負って、まだ生きている。他ほかにはこんな奴やつもいる。中学生の頃、その男がある女の子を好きだという噂うわさが立った。それは事実だったわけだが女の子はそれが嫌いやなあまり、全然好きでもない、別の男と付き合い始めた」

「……」

「他ほかにも色々いるぞ。告白した途と端たんに相手の女の子に号泣された男。好きな女の子の下げ駄た箱ばこに入れたラブレターが『宛あて先さき不明』と書かれて自分の下駄箱に戻って来た男。クラス中の女の子に無視されて、必死でウケを取ろうと机の上でとんぼ返りして足を滑すべらし、頭から窓ガラスに突っ込んだ男。頭に縫ぬい傷を作ってさすがに大人おとなしくなって病院から帰って来ると、『ロボ』というニックネームがついていて、喜んだのもつかの間、実は愛称なんかじゃなく脳をいじるロボトミー手術の『ロボ』だった男……」

　がたん、と音を立てて、蒼あお衣いの視界の端はしで敷しき島しまが立ち上がった。

　そして叫ぶ。

「全部俺おれじゃねーかっ!!」

　抗議の叫び。

　しかし詰め寄る敷島を無視して、佐さ和わ野のは蒼衣の目を見たままで、言った。

「……彼らは全員、まだおめおめと生きている」

「俺の命をそんな言い方するな！」

「何だか失礼な奴やつがいるな。僕は彼らの強さを心から尊敬しているんだ。僕ならそんな辛つらい過去が一つでもあったら、とっくに生きてゆく自信をなくして首を吊つっている」

「俺の今までの命を全否定!?」

「だから白しら野の、大丈夫だ。そんな酷ひどいことになっても人間は生きていけるんだ。平気で」

「ひでえ!?　大体ロボトミーなんて言葉流行はやらせたのは佐和野じゃねえか！　小学生は普通そんな単語知らねえよ！」

「何を言ってるんだ？　わけのわからない奴だな敷島は……」

　そしてそんなコントをそこまで繰り広げたところで、佐和野は急に視線を上げて、教室の壁にかかっている時計を見上げた。

「……さて、そろそろ授業が始まるわけだが」

「うお!!」

　途と端たんに写し作業を見事に邪じや魔まされた敷島は、思わず声を上げて慌あわてて時計を見た。

　もうチャイムが鳴るまで三十秒もなかった。敷島はショックを受けた表情で、自分の席の方へと後ずさった。

「は、はめられた……！」

「さあ、時間だ。白野にそのノートを返すんだ」

「待ってくれ！　あと少し！」

「観念するんだ」

　佐和野の言葉と同時に、ホームルーム開始を告げるチャイムが鳴る。

「……時間切れだな」

「先生が来るまで……！」

「駄だ目めに決まってるだろう」

「そこを何とか！」

　持ち主を置いてけぼりにして、蒼あお衣いのノートを取り合う二人。

「………………」

　蒼衣は笑って、そして心地よい日常の空気を感じていた。

　蒼衣が愛してやまない、普通と平凡。

　その象徴である、日常。

　その空気にどっぷりと身を浸しながら…………自分はここに〝棲すんで〟いるのだと、蒼衣は心から、実感する。







　　　　３




　放課後。

　学校を出た蒼衣は、いつものように駅前商店街をさらに奥へと入った、古い建物の古こ物ぶつ屋やを訪れる。




『神か狩がり屋や──古物・骨こつ董とう・西洋アンティーク』




　そんな厳いかめしい文字の看かん板ばんがかかった、昭和の写真館を改装したと思しき木造白塗りの店。

　その入口から足を踏み入れると、薄うす暗ぐらい店内に立ち並ぶごちゃごちゃとした商品棚だなと、埃ほこりっぽい店内の空気が、周りに広がった。

「……」

　ここはちゃんと営業している古道具屋だが、同時に、とある集まりの支部でもある。

　蒼衣も所属する〈騎士団オーダー〉と呼ばれる結社。ここ『神狩屋』は、結社と言っても限りなくボランティアの集まりに近いこの組織の、日本に二百ほどあるらしい、〈ロッジ〉という名の支部の一つだった。

　すっかり馴な染じみになった古道具の匂においを鼻び腔こうに吸い込みながら、蒼衣はいつものように雑然とした棚の間を通って店の奥へ入る。

　物だらけで狭せまい店てん舗ぽだが、奥には年代物のレジが置かれたレジカウンターが据すえられて、その脇わきには少しだけ広くスペースが作られ、丸テーブルと椅い子すを置いて来客用の席が設けられている。

　そして店への来客のない時には、主に蒼あお衣いたちが使っている。

　ほぼ毎日、蒼衣はここにやって来て一休みし、そしてパートナーと合流して、〈騎士団オーダー〉の活動である〝見回り〟に出かけるのが日課だ。

　蒼衣は中へと入り、そしていつものように奥に人の気配を感じて、口を開いた。

「こんにちは……」

　いつものように声をかけて、商品棚だなの林を抜けて────そしていつもとは違っていた奥の様子に、蒼衣はいつもの挨あい拶さつの言葉を唐とう突とつに途と切ぎれさせた。




「……あ……えーと、こんにちは」




　そこにあったのは、見慣れた顔ぶれと、そして見慣れない顔ぶれ。

　蒼衣はよそ行きの挨拶をする。丸テーブルを囲んでいたのは一人の男性と一人の女性。そしてそれぞれ微び妙みように年代が違う、三人の少女だった。

　合計五人。

　見知った三人と、見知らぬ二人。

「やあ、来たね」

　その顔ぶれの一人である神か狩がり屋やこと鹿か狩がり雅まさ孝たかが、立ち尽くした蒼衣を振り返って挨拶を返した。特有の曖あい昧まいな印象の笑顔。若わか白髪しらが混じりの寝ね癖ぐせ頭あたまをして、眼鏡めがねをかけた、どことなく時代錯さく誤ごなベスト姿。

「あ、どうも」

「ちょっと待ってて。場所を開けるから」

　この店の主人である彼は接客をしていたらしく、テーブルを囲む椅い子すの一つに座っていた。

　そして自分の座る椅子をずらして蒼衣に席を空けながら、テーブル上に広げられた高価そうなカップのセットを、木箱に収め始める。

「あ、商談なら僕は……」

　奥へ引っ込みますよ、と言いかけて、蒼衣は気が付いた。

　席についている面々の意味に。この店で手伝いをしている、髪かみにカラフルで大きなヘアピンを何本も挿さした女の子────田たの上うえ颯さつ姫きがここにいるのは別におかしくないのだが、もう一人の市立第一高校のセーラー服を着た美び貌ぼうの少女の存在は、見知らぬ二人の来客がただの客ではなく〈ロッジ〉に関わる人間であることを間接的に告げていた。

　颯姫は、ぴょこんと椅子から飛び降りるように立ち上がる。

「紅茶、淹いれますね。白しら野のさん」

「あ、うん。ありがとう。颯姫ちゃん」

　その返事ににっこりと笑って応こたえ、颯姫は自らの役目である雑用を始める。

　蒼あお衣いはそれを見送ると、もう一人の美び貌ぼうの少女に、笑いかけた。

「やあ、雪ゆき乃のさん」

「……」

　その蒼衣の挨あい拶さつに対して、時とき槻つき雪乃は冷たく蒼衣の方を一いち瞥べつしただけで、黒いレースのリボンで束たばねられたポニーテール気味の黒くろ髪かみを振って、その氷のような美貌を無ぶ愛あい想そうに蒼衣から逸そらした。

「……あー」

　常時、この通り。

　蒼衣は苦笑して確信する。雪乃がただの商談に参加することなど、その適性も必要性も含めて一切ない。

「……」

　なので改めて、蒼衣は来客へと目を向けた。

　テーブルの上座に座っているのは、年のころ三十前後と思われる　長いストレートの黒髪を後ろで縛しばった、穏おだやかで魅み力りよく的てきな微笑を浮かべた女性だった。

　その隣となりの席には、小学校高学年ほどの女の子。

　女の子は赤いチェックのバンダナを三角巾きんのように頭に巻いて、警戒とも人見知りともつかない、睨にらむような無表情をしていた。

　女性は優しい色合いのシャツと、長いスカートといういでたち。

　そして素そ朴ぼくなカントリーな印象のショールを肩かたにかけて、どこまでも優しい、柔やわらかい大人おとなの女性の印象。

　優しく、そして同時に、どこか浮世離れした雰ふん囲い気き。




「こんにちは。はじめまして、あなたが噂うわさの〈アリス〉ね？」




　そんな女性は蒼衣を見ると、紅茶のカップをソーサーに置いて、見た目に違たがわぬ優しい響きの声で、微笑ほほえんで蒼衣をその〈断だん章しよう〉の名で呼んだ。

「あ、はい……えーと、白しら野のです」

「よろしくね。わたしは四し野の田だ笑え美みというの」

　女性はそう、自己紹介した。

「神狩屋さんと同じで、ここからはちょっと離れた町で、小さな〈ロッジ〉のお世話役をしているのよ」

　そう言って笑美は町の名前を口にした。だがそれは少なくとも蒼衣の生活に関わってくるような町ではないらしく、聞いたことのない、あるいは聞いたとしても忘れてしまっている名前だった。

「世話役……ですか？」

「うん、彼女はカップを買いに来てくれたんだ。喫きつ茶さ店てんをやっているんだよ」

「ええ、お世話になってるわ」

　神か狩がり屋やが続けて説明した。

　その説明に釣つられるように、蒼あお衣いは笑え美みを見て……そしてその瞬しゆん間かんに、彼女の風ふう貌ぼうと雰ふん囲い気きから、彼女がやっている店の様子などの想像が、瞬またたく間に湧わいた。

　言われてみれば笑美は、まるで物語の中に出てくる喫茶店の女主人そのままだった。

　蒼衣は大いに納得する。あまりにもらしい。その浮世離れさは、これほど顕けん著ちよではないものの、神狩屋にも通じる部分がある。

「ああ、えーと……じゃあ、この子も？」

　納得した後、蒼衣は言って、もう一人に目を向けた。

　チェックのバンダナをした女の子。蒼衣の問いは言葉にこそしていなかったが、つまり『この子も〈騎士団オーダー〉の関係者なのか？』という問いだった。

「……？」

　しかしそう訊きいた蒼衣は直後に、ふと妙みような感覚を覚えて、その眉まゆを訝いぶかしげに寄せる。

　彼女が誰かに似ている気がしたのだ。赤いチェックのバンダナに、ジャケットとショートパンツ。やや色が薄うすい前まえ髪がみの奥からは、硬い表情をした目がじっと警戒するように、蒼衣を見上げている。

　そして紐ひもで首から下げられた大きな手帳と、髪の毛で隠かくされた左耳に垣かい間ま見えるイヤーウィスパー。

「あ……！」

「うん、その子はね、田たの上うえ瑞みず姫き君。颯さつ姫き君の妹に当たる子なんだ」

　連想が働くと同時に神狩屋が言った。蒼衣は反射的に、テーブルの対面同士に座っている颯姫と瑞姫とを、交互に見比べていた。

　手帳とイヤーウィスパー。

　顔立ちもそっくり。しかしすぐに蒼衣が二人の相似に思い至らなかったのは、決定的なまでに違う、二人の雰囲気と表情のせいだった。

　にこにこと笑顔を絶やさない颯姫と、じーっと上うわ目め遣づかいの無表情で、険けんさえ感じる瑞姫。

　やや瑞姫の方が幼おさないものの、ほとんど同じ容よう貌ぼうに、あまりにも対照的な表情。

「妹なんて、いたんですか!?」

　思わず、蒼衣はそう言っていた。

「それに……」

　姉妹で全く同じ〈断だん章しよう〉？　少なくともその二人の共通した持ち物を見る限り、そうとしか思えなかった。

　神か狩がり屋やが言った。

「ああ、白しら野の君にはまだ言ってなかったね」

　そして、説明する。

「颯さつ姫き君と瑞みず姫き君はね、日本に十一人いる〈食害〉のうちの二人、田たの上うえ一族の〈血脈リニツジ〉に連なる子なんだ」

「リニッジ？」

「えーとね、強烈な〈断だん章しよう〉は、稀まれに母系遺伝するんだよ」

「……っ!?」

　想像もしなかったことを言われて、蒼衣は言葉を失った。

　そんな蒼衣を横目に見て雪ゆき乃のが小さく鼻を鳴らし、当の颯姫はきょとんとした表情で、蒼衣の様子を不思議そうに見返していた。

　蒼衣が聞かされてきた〈断章〉とは、〈泡ほう禍か〉と呼ばれる怪奇現象に巻き込まれて生せい還かんした人間の中に、時々焼きつくようにして残留してしまうというものだ。蒼衣自身も、今まで知っている皆がそう。それゆえ何の疑問もなく、蒼衣は颯姫も何らかの〈泡禍〉を経てきたものだと、すっかり思い込んでいたのだ。

　颯姫は〈食害〉という名の〈断章〉をその身の内に抱かかえていて、他人の脳に入り込んで記き憶おくを食う〝蟲むし〟が耳から湧わき出し、その〝蟲〟に自分の記憶を喰われ続けている。

　しかし……

「い、遺伝するですか？」

「そう。実は稀まれにだけど、母親の持っている〈断章〉が子供に遺伝することがある。それを僕たちは〈血脈〉と呼んでいるんだ」

　蒼衣の問いに、神狩屋は説明する。

「つまり颯姫君は生まれた時から〈保持者ホルダー〉なんだよ。この〈断章〉の遺伝は、見つけたら当然危険なものとして何とか断ち切ろうとするんだけど────あまり褒ほめられた話じゃないけども、ほんの一部は残されるんだよ。

　その〈効果エフエクト〉が〈騎士団オーダー〉の活動にとって極めて有用で、かつ比較的危険度が低い場合、利用のために〈血脈〉は保護されることがある。特に颯姫君のような記憶を消す〈効果〉は僕らの活動になくてはならないものだから、彼女の血筋は〈騎士団〉に保護されて、今は十一人いる。日本で最も有名で人数の多い〈血脈〉だ。颯姫君は四人姉妹の下から二番目で、彼女の姉妹と親類はこの瑞姫君も含めて日本中の〈ロッジ〉に散って働いていて、この二人も、もう何年も会っていないはずだよ」

「………………」

　蒼衣は半ば呆ぼう然ぜんと颯姫を見る。颯姫はそんな蒼衣の視線に、困ったような笑顔をして、そしてあっけらかんとこう言った。

「……そういうことらしいんですけど、憶おぼえてないんですよー」

「!!　あ、ああ……うん、そっか……」

　蒼あお衣いは、そんな風に答えるしかなかった。

「手帳には書いてあるんですけど、実感とかは全然…………ねえ？」

「……」

　颯さつ姫きは両手で胸元に手帳を持って言う。同意を求めた相手は瑞みず姫きだが、瑞樹は硬い無表情のまま目を合わせず何も答えなかった。

　自分の〈断だん章しよう〉に記き憶おくを喰われ続けているため、颯姫は反復しない記憶はどんどん頭から抜け落ちてゆく。それは親兄弟の記憶であっても例外ではないようで、しばらく離れて暮らしているともなると、もはやこのように久しぶりに会った姉妹のことさえも、判別できないという有様になる。

　忘れるべきではない出来事は胸に下げた手帳に書いて補っているが、それでも当然実感は伴わない。

　彼女はただ困ったように明るく笑っているが、見ようによってはただただ痛ましい。

　本来なら義務教育を受けているべき年ねん齢れいだが、この状態では無理なので、それも受けていない。おそらく瑞姫の方も同じだろう。戸こ籍せきがないということを聞いた覚えもあるが、察するに最初から戸籍に登録されていない、〈ロッジ〉に養われている私生児なのだ。

「お母さんは瑞姫を産んだ時に死んじゃったんだよね……って、憶おぼえてたわけじゃなくてメモしてあったんですけど」

　颯姫はそんなことを考えている蒼衣をよそに、そう言って照れたように笑った。

「なんか、体の中から〝蟲むし〟に食べられちゃったらしくて」

「……!!」

　凄すさまじいことを言い出す。

　しかしそう言う颯姫も、瑞姫も、まるで他人ひと事ごとのようだった。

　実感が伴っていないからこそ、こうして平気で言えるのだろう。これが彼女たちにとって幸せなことなのか、それともとてつもなく根深い不幸なのか、他人でしかない蒼衣には、どうにも判断がつかなかった。

「………………」

　複雑な表情で、無言になる蒼衣。

　その数すう瞬しゆん生まれた沈黙を、神か狩がり屋やが畳たたんだ。

「まあ、人にも組織にも、色々あるってことだね」

「……はあ」

　曖あい昧まいに返事をする、蒼衣。

　何も言えなかった。予想外で衝しよう撃げき的てきでどうにもならない事実をこうして突然に聞かされて、蒼あお衣いは慰めの言葉を言っていいのかさえ、正直わからなかったのだ。

　そしてそれは、状況が状況だけに、なおさらだった。

　なぜなら蒼衣はこの話を聞く寸前、軽い〝安あん堵ど〟をしかけていたからだ。

　この席を囲んでいる面々の素性に気付いた時に、蒼衣の脳のう裏りをよぎったこと。その最初の予感が外れたことに、蒼衣はそのとき、〝安堵〟しようとしていたのだ。

　最初の、予感。

　それは、ここにいる面々の全員が〈ロッジ〉の関係者であることに気付いたその時────蒼衣は一いつ瞬しゆん、また何か事件が起こったのではないかとそう思ったのだ。

　特に、他ほかの〈ロッジ〉の、世話役という存在が、蒼衣にそう思わせた。

　何故なぜなら、ここ一番最近に蒼衣たちが巻き込まれた事件は、やはり別の町にある、別の〈ロッジ〉が担当している地域で起こったことだったからだ。

　泡あわとなって浮かび上がる神の悪夢が起こすと謂いわれている怪現象……〈泡ほう禍か〉。

　この〈騎士団オーダー〉という集まりの中ではこれら〈泡禍〉と戦う能力と意思を持ったメンバーを特に〈騎き士し〉と呼ぶが、この危険極まる役目に身を投じる能力と意思を持った人間は、そう多くはない。

　一度〈泡禍〉に巻き込まれて心に深い傷を負った者の集まりなので当然ではあるが、そのため〈ロッジ〉の中には、メンバーの中に〈騎士〉を擁ようしていない処ところも少なくない。

　なので〈ロッジ〉間での〈騎士〉の貸し借りはかなり頻ひん繁ぱんに行われるらしく、蒼衣も先日、そんな人材の貸し出しで〈騎士〉のいない〈ロッジ〉の許へ赴おもむき、その海辺の町で起こった一つの事件を潰つぶして来たばかりだった。

　そう。『解決』ではなく、『潰す』。

　解決など不可能だ。結局あの事件の中心人物となってしまった少女は、家族も親類も、これまでの生活も、何もかも失ってしまった。

　神狩屋の婚約者だった故人の、妹。

　彼女は今、その土地の〈ロッジ〉の預かりという形で、あの事件が彼女のどのような影響を与えたのか見極めて、そしてこの先どのように生きるのかの見極めがつくまで、様子を見ることになっていた。

　被害者同士による互ご助じよ結社である〈騎士団〉は、そもそもはそのためにある。

　蒼衣が今朝けさからずっと気にかけていたのは、その少女のことだった。

　彼女の行く末のことと、そして、それにまつわる事件について。

　気にかけて、気に病んでいた。だから蒼衣は『他の〈ロッジ〉の世話役』という言葉に対して、まず真っ先に、その事件を連想したのだ。

　だから来客がそういう用件のものではないと聞いて、安心したのだ。

「あー……」

　蒼あお衣いは席につく一同を見回して、頭を搔かく。

　そして言った。

「……いや、でも安心しました。他ほかの〈ロッジ〉の人なんて言うから、てっきりまた何か起こったんじゃないかと……」

　言って、苦笑気味に笑った。

　そう言うことで、蒼衣は踏み込めない話を避さけて話を戻したつもりだったのだが────そう言った途と端たんにその場の空気が、急に微び妙みようなものになった。

「………………」

「え？　あれ？」

「いやあ……確かに何もなかったはずなんだけどねえ……」

　急に神か狩がり屋やが、そう言って口を濁にごした。

　笑え美みが頰ほおに手を当て困ったような笑顔。そして雪ゆき乃のが腕うで組ぐみをして、軽く馬鹿にしたような視線を蒼衣に向けた。

「……私が何もないただの商談なんかに、黙ってここにいると思う？」

「うっ」

　蒼衣は口ごもる。

　普通の来客なら、確かに雪乃はここに同席などしないだろう。

　しかし客が〈騎士団オーダー〉の関係者となると、実は話が少し違った。雪乃は自覚していないようだが蒼衣が見る限り、雪乃はこんな時、会話には参加しないとしても何だかんだでちゃんと付き合うのだ。

　雪乃は普通の生活も友達も全すべて捨てたと嘯うそぶいているが、元々の性格なのか〈騎士団〉のメンバーに対しては律りち儀ぎだ。

「でも、雪乃さんは律儀……」

「なに？」

「いや、別に」

　蒼衣は言いかけて、機き嫌げんを損ねそうだったのでやめた。

「え、えーと……それで、やっぱり何かあったんですか？」

　慌あわてて話を変える。

　神狩屋はその問いに、曖あい昧まいな表情を浮かべて答える。

「いや、何と言うか…………何もなかったはずなんだ。さっきまでは」

「までは？」

「三日前、四し野の田ださんの町である事件が起こったんだけどね、まだ〈泡禍〉とは断定してはいなかったんだ」

　神狩屋のその説明を、笑美がおっとりと引き取った。

「あのね、昨日きのうのことだけど、中学生の女の子が行方ゆくえ不明になったの。うちの地方紙には載のったのだけど」

「新聞ですか？」

「ええ」

　そして笑え美みはどこまで本気なのか、深刻さというものがまるで感じられない、のんびりとした声と口調で言った。




「だけどね、さっき〈泡ほう禍か〉じゃない可能性が…………なくなっちゃったのよ。夢ゆ見み子こちゃんの〈グランギニョルの索さく引いんひき〉で。困ったわあ……」

「……」




　微笑ほほえんで言う笑美の言葉に、蒼あお衣いは思わず眉まゆを寄せて、そんな笑美と、そしてまるで他人ひと事ごとのように黙っている瑞みず姫きとを、少し反応に困りながら、交互に見やった。




　　　　†




　……そして、五日後。

　土曜日。電車で三時間を越える行程を経た所にある、内陸にある小さな町。

　今まさに女子中学生の行方不明事件のせいで、うっすらとした不安に包まれている、小さな新興住宅地の町。

　四し野の田だ笑美の住む町。

　そんな町の、観光とはまるで無む縁えんな殺風景なデザインをした駅の前に──────この日、この町のものではない学校の制服を着た、蒼あお衣いと雪ゆき乃のの、二人の姿があった。
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　　　二章　　この森はお婆さんの家に
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　────行方ゆくえ不明少女の情報提供をお願いします！

　＊日午後、＊＊中学校一年生、新しん宮ぐう律りつ子こさんが下校途と中ちゆうにこの付近で行方がわからなくなっています。身長１６５ｃｍ、細身、行方不明時には中学校の制服を着ていました。どんな情報でもお知らせください。連絡先＊＊県＊＊警察署。電話番号────




「………………」




　新興住宅地の真ん中に唐とう突とつに存在している石いし垣がきに囲まれた神社森の前に、その立たて看かん板ばんは石造りの鳥居の足にくくりつけるようにして、真新しい姿で立っていた。

　赤く『行方不明』の文字も生々しい、切迫した文章の看板。この日、時とき槻つき雪ゆき乃のは学校の制服姿にアンティーク趣味な革かわ張ばりの旅行鞄かばんを提さげて、その美び貌ぼうに鋭い表情を浮かべて、看板に張られた女子中学生の写真のコピーを見つめて、無言で看板の前に立っていた。

　土曜日の、そろそろ昼に差し掛かる時間。

　雪乃はこの四し野の田だ笑え美みが世話役をしている〈ロッジ〉のある、この内陸の小さなニュータウンに、〈騎き士し〉としてやって来ていた。

　普段と全く変わらない、雪乃の合あい服ふくのセーラー服の胸で、臙えん脂じ色いろのリボンが揺れる。

　ポニーテール気味に結われた長い黒くろ髪かみにも、ゴシックロリータのアイテムであるところの、黒いレースのリボンが結ばれて、そして鞄を持っていない左手の袖そで口ぐちからはリストカット痕あとを隠かくすための包帯がわずかに白くのぞいている。

　旅行鞄のほかは、それこそ全くの、いつも通りの格好。

　雪乃はよその〈ロッジ〉に応援に行く時、特に特別な準備はしない。

　なぜならこれは旅行ではなく、闘争という名の日常の延長でしかないからだ。

　過去の〈泡ほう禍か〉で全すべての生活を失った雪乃は、復ふく讐しゆう者しやとして全ての生活を〈泡禍〉との闘争に捧げようとしている人間であり、それゆえに雪乃にとっては日常と闘争に区別などなく、他ほかの土地に戦いに行く時にも実質必要になる旅先の必需品以外、わざわざ特別な用意はしないというのが雪乃の持論だった。

　つまり〈雪の女王〉としての雪ゆき乃のが、雪乃の日常。

　いつも通りということは、いつでも戦えるということだ。

　雪乃が休日であっても学校の制服を着ているのには、そんな意味がある。

　日常を闘争の場とする意思の表れ。しかしそんな雪乃にとっては腹立たしいことに、全く逆の理由で同じことをしている人間が、最近の雪乃の同行者なのだ。




「……雪乃さん、どうかした？」

「………………」




　その同行者であるところの蒼あお衣いが、看かん板ばんを睨にらみつけている雪乃の後ろで、言った。

　蒼衣は雪乃と同じく休日でも旅先でも変わり映えのしない自分の学校の制服を着て、スポーツバッグを両手で提さげて、緊張感のない表情をして立っていた。

　この蒼衣が制服を着ているという行為は、雪乃とは明らかに真ま逆ぎやくの、日常性の象徴だ。

　というよりも学生として推すい奨しようされている行為を真面まじ目めに遵じゆん守しゆしている。仮にも〈騎き士し〉として名乗りを上げて、その結果こうして雪乃が組まされる羽は目めになったにも関わらず、平凡に埋まい没ぼつしたがっている蒼衣は、その行為が悪目立ちを招くと判断しない限りは、当たり障さわりのない模も範はん的てき生徒の生活をすることを特に疑問もなく遵守しているのだ。

　雪乃が〝いま〟ここにいるのも、不ふ愉ゆ快かいなことにそんな蒼衣の存在の結果だ。

　この町に〈泡ほう禍か〉が存在するという事実が確定してから、実にもう五日が経たっている。蒼衣が学校が休みの日に応援に来るべきだと主張し、雪乃に普通の生活をさせたがっている大人おとながそれに乗っかった結果が、このタイムラグだ。

　これまでなら、雪乃は要よう請せいがあれば学校など放置してここに来たはずだ。

　基本的にはその土地の〈ロッジ〉から要請がなければ、〈騎士〉は極力応援には出ないという不文律が、〈騎士団オーダー〉には存在する。

　全員が〈断だん章しよう〉という超危険物を抱かかえていることからの、配慮が生んだ不文律。

　つまり蒼衣の『健全な学生として主張』に賛同した笑え美みが、それを盾たてにとって、応援要請を見送ったのだ。

「………………」

　思い返すだに腹が立って、雪乃はきょとんとした表情をしている太たい平へい楽らくな蒼衣を、敵意を込めた上うわ目め遣づかいで睨にらみつけた。

「……な、何？」

「別に」

　うろたえたように言った蒼衣に冷たく言い放つと、雪乃はさっさときびすを返し、立て看板を後にして歩き出した。

　今から雪ゆき乃のたちは、この町の〈ロッジ〉である、笑え美みが経営している喫きつ茶さ店てんに向かうことになっていた。その土地の対〈泡ほう禍か〉活動の本部となるので、あまり頻ひん繁ぱんには留守にできない都合上、〈ロッジ〉の世話役には店てん舗ぽを持った自営業者が多い。

　雪乃は笑美とも以前から顔見知りではあったが、ここに応援に来たことはないので笑美の店がどんなものか知らなかった。

　この町に来ることさえ、実は初めてだ。

　初めて来たこの町の光景は、観光などを目的にしていない簡素なデザインをした白い建物の駅を中心に広がっている、無数の建たて売うり住宅が目立つ町並みだった。白く統一感のある……悪く言えば無機質な印象をした、九割方がたが住宅によって構成された、いわゆるニュータウンに近い町だ。

　昔からある町ではなく、古く見積もっても二十年以内の大規模開発によって作られた町らしく、駅から見た光景は住宅ばかりで店舗が少ないものの、都会的に拓ひらけていた。ホワイトカラーを基調にして、デザインとして組み込まれた街路樹が植えられた、綺き麗れいで落ち着いた、秩序立った町並みが広がっている。

　しかし外から電車に乗ってやって来た雪乃たちは、この街に入る寸前まで、ほとんど山林に近い景色の中を通って来たことを知っていた。この町は開発計画によって山間を切り拓いて、新興住宅地として作られた、町の半分以上が建売のベッドタウンなのだ。

　濃緑の山の中に埋うもれるように突然と広がっている、真っ白で秩序立った町。

　この光景を美しいと取るか、あるいはおぞましいと取るかは、各々個人の価値観や感性で変わってくるだろう。

「…………」

　雪乃は、後者だ。

　雪乃たちは、そんな街の中を歩く。

　迷いそうなほどよく似た建物が連なる、閑静な住宅地。

　しかし全く人里がない完全な山の中を開発したわけでもないようで、いま見たような神社森が、唐とう突とつに住宅地の真ん中に残されていたりもする。

　様々な人の生活の気配と、それをのっぺらぼうのように覆おおい隠かくす、同じ顔をした家々。

　いや、普段ならばこれは、それほど気にはならないのだろう。

　ただ、あの『行方ゆくえ不明事件』が、この町の閑かん静せいさをうそ寒いほどに加速させているのだ。

　週末の昼間だというのに外に子供の姿はほぼ皆無で、表の人通りも異様に少なく、町は例えるなら殺人鬼から隠れているように、息を潜ひそめていた。




『……いい街ねえ』




　その時、不意に雪ゆき乃のの背後で影の密度を上げたような虚うつろな気配が凝ぎよう集しゆうして、嘲あざ笑わらうように低い、しかし透すき通った少女の声が囁ささやいた。

「……！」

　背筋を撫なで上げるような声。その瞬しゆん間かん雪乃の眉まゆ根ねが険けわしく寄り、蒼あお衣いがぎょっとした表情になって、後ろを振り返った。

　雪乃の背後に立ったのは、景色を透かした影のように透き通った少女の姿。

　漆しつ黒こくを基調としたゴシックロリータの衣装を着て、雪乃によく似た容よう貌ぼうをし、下ろした長い髪かみには雪乃がつけているのと同じリボンが楽しそうに揺れている……しかし凜りんとした雪乃とは正反対の少女然とした嫣えん然ぜんさで微笑ほほえむ少女。

　時とき槻つき風かぜ乃の。

　雪乃が抱かかえる〈断だん章しよう〉の一部として雪乃に取り憑つく、かつて〈泡ほう禍か〉によって両親をバラバラにして惨ざん殺さつし、家に火をつけて自らもその中で焼死した雪乃の実姉の亡ぼう霊れい。

　雪乃へと狂気を囁ささやく亡霊。

　風乃は、雪乃と蒼衣以外の人間には見ることも聞くこともできない姿を風の中に現すと、笑みを含ませた声で、楽しそうに言った。

『この街はいいわ。歪いびつだわ』

　言って風乃は、うふふ、と小さく笑った。

　この辺りの根本的な感じ方は雪乃と風乃はよく似ている。ただ、それを好きか嫌きらいかという点で、雪乃と風乃は評価が完かん璧ぺきに真ま逆ぎやくになる。

「歪？」

　風乃という存在が苦手な蒼衣が、よせばいいのに律りち儀ぎに反応した。おそらく価値観が小市民極まる蒼衣には、この街を不ぶ気き味みだなどとは感じもしなかったのだろう。

『そうよ、可愛かわいい〈アリス〉。この街は、〝異物〟だわ』

　蒼衣の問いに、風乃は嬉うれしそうに笑うと、この街をそう例えて言った。

『ここは歪イビツな異物イブツ。山の中を切り開いていきなり作られた異物じみたコロニーで、中には全く同じ白い顔をした家がずらり。みんな同じですよって言わんばかりの仮面をかぶった生活。とてもとても歪ゆがんでると思わない？』

　風乃は舞うように両りよう腕うでを広げて周囲を示しながら、くすくすと陶とう酔すいしたように、目を細めて笑った。

「え……」

『歪んでるわ。この秩序立った街の住民たちは自分たちの存在が〝異物〟なのに、それに気づかずに自分たちの狭い世界だけを秩序と思い込んで、自分の家族と他ほかの家族を見比べて異物を恐れてるわ。近所なんていう狭い世界で異物と思われることを恐れたり、ちょっとでも異物に見えるものを嫌ったり、こっそりと出し抜こうとしたり出し抜かれたり、ささやかで下らなくておぞましい駆かけ引きをしてる。この山の中を何の脈みやく絡らくもなく切り拓ひらいて棲すんでる、自分たちこそが〝異物〟なのにね。まるで巨大な生物の、傷口の中にひしめいてる蛆うじ虫むしだわ』

「そ、そんな言い方は……」

『そしてほら、そんな異物たちが、今は〝行方ゆくえ不明事件〟という自分たちの中に潜ひそんでる〝異物〟に怯おびえてるわ。この光景はそういうこと。あなたの周りに広がってるこの寂しい光景は、とてもとても滑こつ稽けいに思えない？　歪いびつで、滑稽な街。でも〈アリス〉。悲しいから勘かん違ちがいしないでね？　私はそんな人々を心から愛しているわ』

　風かぜ乃のは言う。そして笑う。

『あんまりにも愛していて無視できなくて、もしもできるなら、今すぐ残らず焼き殺してあげたいくらい』

「………………！」

　低く凄すごみのある笑い。

　蒼あお衣いが気け圧おされたように、あるいは見てはいけないものを見てしまったかのように、言葉を飲み込んだ表情で、風乃から目を逸そらした。

　風乃がそんな蒼衣の表情を見て、目を細めた。

　それは純真で可愛かわいいらしい侍じ女じよに嫌いやがらせをして、嫌がるのを見て喜んでいる退廃した女伯はく爵しやくの表情。

「……くだらない話は他ほかでやって」

　雪ゆき乃のは冷たく口を開いた。

　風乃が肩かたを竦すくめた。

『他なんかないわ。私は幽ゆう霊れいだもの。意地悪な妹ねえ』

「姉さんにだけは言われたくはないわ」

　言い放つ。風乃に付き合っていたら日が暮れる。

「たわごとは間に合ってるわ。それより〈泡ほう禍か〉の気配はどう？」

　雪乃の興味はそれだけだ。

「この街は、どうなってるの？」

『いつも通りよ。〈泡あわ〉のはじけた、残ざん滓しを感じるわ』

　あっけらかんと破滅の気配を伝える風乃の答えに、雪乃は特に前を見たまま、特に心も動かさず、たった一言だけ〈騎き士し〉としてあるべきと信じる冷徹な答えを口にした。

「……そう」




　　　　†




　笑え美みの店であり〈騎士団オーダー〉の〈ロッジ〉でもある喫きつ茶さ店てん『アプルトン』は、駅からいくぶん離れて建たて売うり住宅群がまばらになり、戸こ建だての家々にバリエーションがつき始めた地区に、他ほかの民家に紛まぎれるようにして建っていた。

　レンガ造りの家を模した外観の、大人おとなしいガーデニングが施された小さくて瀟しよう洒しやな家。しかし凝こってはいるもののそれは周囲にある他の家と歴然とした差異があるわけではなく、目立つ看かん板ばんも駐ちゆう車しや場じようもないので、ドアにかかる木の看板がなければ誰も喫茶店だなどとは思わないだろう、そんな店だった。

　欧おう風ふうと田舎いなか風を折せつ衷ちゆうしたような、落ち着いた雰ふん囲い気き。

　建物は大きいどころかむしろ小さい。にもかかわらず外観は店てん舗ぽ一体の住居が持つような不自然さがなく、一つの家として造られていて、おそらく中に納まっている店も住居もそれほどの広さはないのではないかと、そんな見立てが働かなくもない。

「雪ゆき乃のさん、ほら」

　店の前に立つ雪乃に、蒼あお衣いがなぜか少し嬉うれしそうに言う。

　蒼衣が言っているのはここへの道中で蒼衣が話題にしていた、笑え美みの店がどういうものかについての想像が、おおむね当たっていたということについてだろう。

「……」

　雪乃は黙殺した。そんなことはどうでもいい。

　雪乃にとって意味があるのは喫きつ茶さ店てんの外観や雰囲気などではなく、この店の〈ロッジ〉としての機能であり、どんな人間がどれだけ所属しているかということだけだ。

　無言で雪乃は店の入口のドアに歩み寄り、青銅色の取っ手を摑つかんで開けた。

　格こう子し窓まど風にガラスの嵌はまったドアを開けると、ドアの上部についた、いくつもの金属棒がぶら下がった形のドアベルが、冷たい澄んだ音を立てた。




「いらっしゃい」




　同時に出迎える、優しい女性の声。

　中に入ると小さな庭側に造りつけられた大窓から採光されて、表からの印象からすると思いのほか明るい店内で、このアプルトン〈ロッジ〉の世話役である笑え美みが、エプロン姿であのふわりとした微笑を浮かべて雪乃と蒼衣とを迎えた。

　二人席が二つと、六人がけのカウンターで構成された小さな店。

「来たわ」

　微かすかに険けんを含ませた雪乃のぶっきらぼうな挨あい拶さつに、笑美は気にする様子もなく言って、にこやかな笑みを向けた。

「ようこそ、待ってたわ」

「さっさと要よう請せいを出してれば待たなくて済んだわよ？」

　対面一番嫌いや味みを言う雪ゆき乃のに、蒼あお衣いがぎょっとした表情をした。

「ゆ、雪乃さん……」

「あらあら」

　蒼衣は慌あわてていたが、しかし笑え美みはちょっと困った娘むすめを見る目で、優しく笑って言った。

「でも〈泡ほう禍か〉に遭あった人たちを助けるのも大切だけど、貴女あなたたちが普通の生活を送れるようにするのも大切なことよ？」

　帰ってきたのはそんな返答。

　五日間待たされて溜たまった、雪乃の苛いら立だたしさは減らなかった。むしろ少し増えた。

「……」

　このやり取りの通り、雪乃は笑美という人間が少し苦手だ。

　緊張感がないという点では蒼衣に似ている。しかも笑美はそこからさらに、雪乃に言わせてみれば、過か剰じような善意のせいで頭から一本ネジが外れていた。

　何度か笑美と話せばすぐに分かるが、とにかく性善説を地じで盲信しているふしがあって、悪意や敵意に鈍感だった。そして自ら任じる大人おとなの務めとして説教も躊ちゆう躇ちよしないという、雪乃にとってはうざったいことこの上ない、〈騎士団オーダー〉の関係者でなければきっと口もきいていないタイプの人間であることは間違いなかった。

　正直なところ、話をしていても苛立たしいことが多い。

　しかしそれでも雪乃が笑美にある程度一目置いているのは、笑美が〈ロッジ〉の世話役であり、しかも世話役としてではなく実働する〈騎き士し〉であるという事実のためだ。

　どんな風に実働しているのか、正直雪乃には想像もできないが。

　とにかく雪乃は暖の簾れんに腕うで押おし状態の笑美に、嫌味を理解させようという試みを早々に諦あきらめ、不ふ機き嫌げんに溜ため息いきをついて、手にした重いトランクを音を立てて床ゆかに降ろした。

「……ふん」

　そんな状況に、蒼衣が戸と惑まどい混じりの笑顔を浮かべて、笑美に言う。

「え、えーと、お世話になります」

「ええ。礼儀正しいわね。白しら野のくんは」

　そんな蒼衣に、にっこりと応こたえる笑美。

　雪乃は言った。

「そんな挨あい拶さつはどうでもいいわ。事件はどうなってるの？」

　カウンターに肘ひじを置いて、雪乃は詰問調に問う。

　結局あれから、雪乃は事件について何も知らされていないに等しい状態なのだ。

　……その時。




「なんだよ、おまえがもたもたしてるから悪いんだろ!?」




　突然入口のドアの外に、やって来た人の気配と、そんな少年のものと思われる声がした。

　反射的に目を向ける雪ゆき乃のと蒼あお衣い。見るとドアに嵌はまった格こう子し窓まど風ふうのガラスを透すかして人影があって、それはすぐにドアベルの音と共に、騒々しくドアを開けて中へと入って来た。

　入って来たのは襟えりに校章をつけたシャツに、黒ズボン姿の中学生。

　そして田たの上うえ瑞みず姫き。少年は自分の後ろにいる瑞姫の方を見ながら店に入って来て刺とげ々とげしい口調で瑞姫に何やら言っていたが、雪乃たちを見た瑞姫の表情に気付くとすぐさま口をつぐんで、警戒とも値踏みともつかない表情をして振り返り、ねめあげるようにして雪乃と蒼衣とを見つめた。

「……」

　眉まゆを寄せて目を細め、それを見返す雪乃。

　目つきに険けんのある少年。少年の着ている地元のものらしい中学生の制服はシャツの胸が第二ボタンまで開けられて、その開いた前立ての左側と左の袖そで口ぐちに、何のつもりか大きな安全ピンがアクセサリのように六本ずつ付けられてぶら下がっていた。

　ほとんど無言で睨にらみあうような格好になる、雪乃と少年。

　蒼衣はそれらを見ながら戸と惑まどった表情になって、「誰です？」といったような視線で、笑え美みの方を見た。

　少年が、口をきいた。

「……あんたひょっとして、〈雪の女王〉？」

「こら、勇ゆう路じくん。お姉さんに向かってそんな口のききかたは駄だ目めでしょう？」

　少年の言葉を聞いた笑美が、すかさず注意した。

　勇路と呼ばれた少年は途と端たんにうざったそうな表情になって、唾つばでも吐はき捨てそうな表情で雪乃から目を逸そらした。雪乃はどちらかというと少年の方に共感する。そもそも雪乃の方も礼儀正しい関係や、仲良し関係など、他人に求めていないのだ。

　とはいえこの勇路という少年が、雪乃にとっても気に障さわる存在であることは否定のしようもない事実ではある。

「……」

　雪乃は少年の問いに答えず、ただ冷たい目で見下ろす。

　笑美が、そんな空気を無視して言った。

「ほら。勇路くん、瑞姫ちゃん、ご挨あい拶さつは？」

「……」

　そんな笑美の言葉に不ふ愉ゆ快かいそうに黙り込む勇路。そして今まで『神か狩がり屋や』で何度か会ったことがあるが、毎回同じように無言で、無表情な上うわ目め遣づかいで見上げてくる瑞姫。

「もう……困った子たちでごめんなさいね。この子はうちの〈ロッジ〉でお世話してる子で、馳はせ尾お勇ゆう路じくんっていうの」

　困った表情で頰ほおに手を当てて、笑え美みは仕方なさそうに言った。

　途と端たんに勇路が口を開いた。

「……悪いけど〈雪の女王〉。うちの笑美さんがなんて言ってるか知らねーけど、あんたたちに頼らなくてもこの〈泡ほう禍か〉オレたちで片付けられるからな」

「勇路くん!!」

　笑美が強い調子で咎とがめる。

　しかし勇路はそれを無視して、背後に隠かくれるように立っている少女に呼びかけながら、さっときびすを返した。

「行くぞ瑞みず姫き！」

「……」

　勇路はそれを最後に、笑美が止める間もなく店を飛び出して、瑞姫も一度だけ店を出た勇路と笑美たちを見比べたが、すぐに勇路の後を追って出て行ってしまった。




「…………………………」




　音を立ててドアが閉まり、乱れたドアベルの音が店内にしばらく残った。

　雪ゆき乃のは不ふ愉ゆ快かいげに眉まゆを寄せて腹を立てた内心を落ち着けながら、勇路の出て行ったドアを、むっと睨にらみつけた。

　笑美は頰に手を当て、困った表情で溜ため息いき。

　蒼あお衣いが、

「……どうなってるんです？」

　と、不思議そうに、笑美へと訊たずねる。

「ええとね。あの子はね、〈騎き士し〉になりたがってる子なの」

　笑美は答えた。

「だからそんなに歳としも変わらないのにもう〈騎士〉として有名になってる雪乃ちゃんに、きっとライバル意識があったんだわ。雪乃ちゃんの話になるといつも気にしてたから、わたしはてっきり憧あこがれてるのねって思ってたんだけど……」

「ああ……なるほど」

　呟つぶやくように言って雪乃を見る蒼衣。

　しかしそんなことを言われたところで、当然ながら雪乃の気が晴れるわけではない。どうも今回は、最初から雪乃にとって腹の立つことが多い。

「そんなこと、どうでもいいわ」

　だから、雪乃はすげなく言った。

　そして勇ゆう路じが現れたことによって、中断していた問いを再び口にした。

「〈泡ほう禍か〉については？　どうなってるの？」

　重要なのはそっちだ。

　しかし雪ゆき乃のの問いに対して、笑え美みは頰ほおに手を当てたまま言った。

「ええ、そのことなんだけど…………困ったわあ。憧あこがれてる雪乃ちゃんになら話してくれるかもと思ってあの子を呼んだのに、逆効果になるなんて」

「……どういうこと？」

「あのね、行方ゆくえ不明になった女の子って、実はあの子のお友達らしいのよ」

「……」

　嫌いやな予感がした。

「だから、どうもあの子ったら自分たちだけで解決しようと思ってるらしいのね…………だから私に何も教えてくれないし、私が調べようとするのも邪じや魔まされて、この五日間に何が起こってるのか、ほとんど私には分かってないのよ……」

「………………」

　雪乃はさすがにそれを聞いて頭が痛くなるような思いにかられ、自分の眉まゆ根ねがみるみる険けわしく寄せられてゆくのを感じて、思わず眉み間けんに手をやった。
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　この〈騎士団オーダー〉という組織は言うなれば秘密結社とも呼べる組織だが、実態は特殊なボランティアの集団に過ぎないので、理念と慣例の他ほかには厳密な規則や基準は存在しない。

　支部である〈ロッジ〉についてもそれは同じで、設立から運用に至るまでが必要と慣例にゆるやかに縛しばられるのみで、その采さい配はいの全すべてが、おおむね世話役に一任されていた。

　構成員の中でも特殊な位置を占める〈騎き士し〉の選定にも、明確な基準はない。

　そのため特に若いメンバーについては処しよ遇ぐうが世話役の意思に縛られやすく、中には自分の立場に不満がある者も存在することがある。




「……ちっ」




　中学一年生の馳はせ尾お勇路は、まさにそんなメンバーの典型例だった。

　喫きつ茶さ『アプルトン』を飛び出した勇路は憤ふん懣まんに満ちた表情で、しかしそれでも油断なく時折あとを尾つけられていないかと後ろを振り返りながら、早足で住宅地の中を進んでいた。

　勇路の後ろをかなり遅れて、瑞みず姫き。

　年長の勇ゆう路じとはまるで歩幅が違う瑞みず姫きはほとんど駆かけ足になっていて、息を切らせている瑞姫に、立ち止まった勇路は苛いら立だった声を投げつける。

「遅ぇぞ！」

「……」

　瑞姫は無表情に息を切らせて、文句も泣き言も言わずに、速度を上げた。

　勇路は舌した打うちをして、また大おお股またに早足で歩き出す。

　二人が向かっているのは、決して笑え美みや〈雪の女王〉たちに知られてはいけない人がいる場所だった。勇路はこの〝事件〟についてアドバンテージを得るためと、他ほかの色々な思惑おもわくのために、この人物についてひた隠かくしにしていたのだった。

「……くそっ、笑美さんのやつ、ほんとに〈雪の女王〉を呼びやがって」

　歩きながら、吐はき捨てるように言う勇路。

　勇路は〈泡ほう禍か〉と戦う意思も能力も実績もある〈断章保持者ホルダー〉だったが、ただ〈ロッジ〉の世話役である笑美の、『中学生の勇路くんにはまだ早いと思うの』という、たったそれだけの一存で〈騎き士し〉として認められていない存在だった。

　世話役が〈騎士〉として扱わないので、勇路は基本的に対〈泡禍〉活動には参加させてもらえない。他ほかの〈ロッジ〉に応援に出されることもない。年下の瑞姫が、すでに〈騎士〉であるのにもかかわらずだ。

　他人の記き憶おくを消すことができる〈断だん章しよう〉の〈騎士〉としてあちこちに派は遣けんされている瑞姫に対して、勇路の立場は、他の〈ロッジ〉に出かけることさえ許されていない単なる『瑞姫のお兄ちゃん』役だった。

　それに不満を持った勇路は何度か無断で〈泡禍〉に首を突っ込んで、それを解決に導いたこともあるが、笑美は決して勇路を認めることはなかった。

　仮に勇路だけでは対処できない事態になったとしても、勇路と瑞姫のチームならば、今までの実績から言っても充分に〈騎士〉として活動できる。判断力の低い瑞姫は、活動に際して誰のどのような記憶を消せば有効なのか判断できないことが多いが、経験を積んでいる勇路にはそれができるのだ。

　自分には〈騎士〉の資格がある。

　少なくとも勇路はそう思っているし、そしてそれは、ほぼ事実でもあった。

　だが、認められない。

　そもそも……と勇路は苦々しく思う。勇路は幼おさない頃に母親が〈泡禍〉によって発狂して虐ぎやく待たいを受け、その中から救出されて〈断章〉を宿したという、すでに五年に及ぶキャリアを持っている、ベテランの〈保持者ホルダー〉なのだ。

　実にその期間は、〈雪の女王〉時とき槻つき雪ゆき乃のの倍近い。

　三年前に〈泡禍〉から救出されてすぐさま〈騎士〉として認められ、積極的に地区の応援に出向いて、その苛か烈れつな〈断だん章しよう〉と執しつ拗ような〝狩り〟で瞬またたく間に関東全域の〈ロッジ〉に名を馳はせた〈雪の女王〉よりもだ。

「……くそっ」

　歩きながら歯は嚙がみする。それは勇ゆう路じが欲しかったものだ。

　自分に英雄願望があることを勇路は知っていた。勇路は皆から必要とされ賞賛され畏い怖ふされたいのだ。狂った母親が勇路から剝はく奪だつした全すべての誇りを取り戻したいのだ。

「……くそっ、くそっ」

　未だ解決しない事件のせいで人通りの少ない道を、勇路は人が殺せそうなほどの凶きよう悪あくな視線を前に向けて、大おお股またに歩く。

　自分が解決する。今までもそうして来た。あの決して勇路を〈騎き士し〉として認めようとしない笑え美みでさえ、勇路に〈泡ほう禍か〉解決の能力があることは渋しぶ々しぶながら認めているのだ。

　それなのに今回は、笑美はよりにもよって雪ゆき乃のを呼んだ。

　笑美自身も〈騎士〉なのに。瑞みず姫きも〈騎士〉なのに。

　たとえ〈騎士〉として認めていなくとも、能力はあると認めている勇路がいるのに。

　素性はよく知らない別の〈断章〉によって、今回現れた〈泡禍〉が巨大なものであるという〝予言〟を受け、危険だからという理由で。

「させるかよ……！」

　勇路は猛もう犬けんが唸うなるように呟つぶやいて。

　そしてふと、瑞姫をだいぶ引き離してしまったことに気が付いて……




「遅ぇ！　早く来い！」




　怒鳴った。

　袖そで口ぐちと襟えり口ぐちで苛いら立だちと共に、鎖くさりのように、チャリ、と安全ピンが鳴る。




　　　　†




　その家はこの街に何十とある、同一デザインをした建たて売うり住宅の中にあった。

　周りと同じ何の変へん哲てつもない一ひと棟むね。しかしこの家にこそ、勇路が大人おとなたちに対して隠かくしている最大の秘密があった。

　ここに住んでいるのは共働きの夫婦と、中学生の一人娘むすめ。

　そしてその娘は勇路にとっては幼おさな馴な染じみであり────また同時に共通の友人である新しん宮ぐう律りつ子こが行方ゆくえ不明になった時に、その現場に居合わせた唯一の目撃者だった。




「斎さい藤とう。何にもなかったか？」




　インターフォンを押して玄げん関かんを開けてもらって、そのパジャマ姿の少女と顔を合わせるや否や、勇ゆう路じはそう訊たずねた。

　垢あか抜ぬけない眼鏡めがねをかけた少女。斎藤愛まな。愛と書いてマナ。

　マナはあの事件の日から、ずっと学校を休んでいる。自分の見たものにショックを受けてパニック状態になり、恐怖で家の外に出られなくなっているのだ。

「……う……ん。ゆーくん、ありがとね……」

　Ｓサイズでもまだ少し大きいパジャマ姿で、マナは気弱に言った。

　勇路はそんな少女の声を背中に聞きながら、肩かたで息をしている瑞みず姫きを玄関に引き入れると、油断なく外を見張りながらドアを閉めた。

　本来ならばそれがどんなに異常な出来事であっても、最後の目撃者であるマナは警察に行くことになるはずだった。そうなればもちろん笑え美みの知るところにもなったはずだが…………マナは自分が見たもののあまりの異常さに、それを両親や警察に伝えることで怒られるかもしれないと考えて、それを怖れるあまりに、勇路を初めとする少数の友達にだけ自分の見たものを相談したのだった。

　結果、最後の目撃者は名乗り出ることなく、ここに隠かくれている。

　みんなで相談して止めた。マナの友達は、おおむねマナの証言を信じていた。

　マナは噓うそだけはついたことがない。そして他人の噓を疑うこともほとんどない。

　しかしもちろん、友達がそれを信じたからといって学校を休むことは許されないのだが、マナは精神的なショックのためかずっと微熱が続いていて、その虚弱体質に助けられる形で、この一週間ばかりをずっとこうしていた。

　勇路の持つ最大のアドバンテージ。笑美や雪乃はもちろん警察でさえ知らない事実。

　みんなによってマナの存在は庇かばわれて、隠かくされていた。

　この秘密を共有している、昔からの友達グループによって。

　マナの親しい友達────元は行方ゆくえ不明の律りつ子こもいたグループの、女の子三人と、それに勇路と瑞姫を含んだ五人の手によってだ。

「……みんなは？」

「今日はまだ来てない……」

「そっか」

　勇路はそう答えながら、勝手知ったる幼おさな馴な染じみの家に靴くつを脱いで上がり込んだ。

　その後ろを瑞姫が、ちらと一度だけマナに目をやって会え釈しやくして、まるでＴＶゲームに出てくる主人公の後ろをついて歩くキャラクターのように、無言で後に続いた。

　勇路たちは二階にあるマナの部屋に、本来先頭に立つべきである、住人のマナをなぜか最後尾にして向かった。自然とそうなる。階段を上がってマナの部屋のドアを開けると、小学生の時から使っている子供っぽい机とベッドが置かれた、いくつものぬいぐるみが簞たん笥すの上にひしめいている女の子の部屋が姿を現した。

　どっかりとピンク色のカーペットが敷かれた床ゆかに座り込む勇ゆう路じと、その後ろにすとんと座る瑞みず姫き。

　遅れて部屋に入ってきて、もたもたとした動作で、窓際のベッドの中に戻るマナ。

　マナは微熱のせいで、少し火ほ照てった顔をしていた。

　様子はどう見ても風邪かぜ気味。そしてマナは昔から、こういった発熱や体調不良をよく起こす心身の弱い子供だった。

「……体調は？」

「熱っぽい」

「それは見りゃわかる」

　保育園に入る前からの幼おさな馴な染じみなので、勇路はマナについてはよく知っていた。

　虚きよ弱じやく体質。

　運動神経が絶無。

　気も弱く、優ゆう柔じゆう不断で意思も弱い。

　勉強だけはそこそこできるが、基本的に察しが悪く、うっかりミスが多いので決して成績がいいとは言えない。

　背も低いし、ついでに目も悪い。

　それこそ何も持って生まれてこなかったのではないかと思えるほどに、マナは何も人並みにできるものが何もない。

　何ごとにつけてももたもたとした、いつイジメられてもおかしくない要素の大集合。

　しかし幸いにも友達には恵まれたようで、勇路の知る限り、クラスでイジメに遭あったという話は聞いていない。

　ずっと親や友達の後ろに隠かくれていた、何もできない少女だ。

　それが、いまこの街を震しん撼かんさせている行方ゆくえ不明事件の、真の異常の唯一の目撃者として、その事実に怯おびえている。

「斎さい藤とう」

　勇路はマナに、改めて問いかけた。

「先生や警察なんかから、連絡は来なかったんだな？」

「うん……」

　つまりマナは今、行方不明になった律りつ子こと共に神社森に入ったのを誰かに見られていて、そのことで大人おとなに呼び出されることを怖れているのだ。

　勇路はそして、次の問いを続けた。

「じゃあ────〝幽ゆう霊れい〟の方は？」

「大丈夫……だと思う……」

　マナはもう一つ、心から怖れていることがあったのだ。

　それは、取り憑かれていること。

　つまりあの神社森で自分が目撃してしまったモノ────すなわち友達の律りつ子こを連れ去ってしまった『白い手の幽霊』が、今度はそれを見てしまった自分の許に現れることを、マナは心の底から怖れていた。

　あれ以来、あの光景が何かにつけて脳のう裏りにちらつくのだそうだ。

　影や隙すき間まが怖いのだという。あの〝手〟が、現れそうで。

　まだ、何も起きてはいないようだが。

　そして勇ゆう路じにとっては、こっちこそが本命だった。

「……そっか。何かあったら、すぐこいつの携帯に電話してくれよ」

　勇路は後ろに座る瑞みず姫きを指し示して、そう言った。

　瑞姫は、みんなに対しては、勇路の親しん戚せきの子ということになっている。

　母親がおらず父親も失しつ踪そう寸前の出で稼かせぎ労働者で、祖母と貧しい二人暮しをしている勇路は携帯電話を持っていない。しかし瑞姫は〈騎き士し〉としてあちこちを駆かけ回っている関係上、〈ロッジ〉から携帯をあてがわれている。

　それを利用して、緊急連絡用の回線代わりにすることにした。勇路は神社森でマナが見たものが〈泡ほう禍か〉であると、ほぼ完全に確信していた。

　律子を摑つかんで頭上に連れ去って消えてしまった、鳥居の上から伸びた真っ白な〝腕うで〟。

　この事件が〈泡禍〉であると断定するに足る、まだ表おもて沙ざ汰たになっていない勇路だけが持っている情報。

　マナが言った。

「……ねえ、ゆーくん……りっちゃんは見つかった？」

「まだだ。探してる」

　勇路は答えた。

　大人おとなは絶対に信じないだろう、『怪奇現象』にさらわれた友達を探してみると、勇路はマナや彼女の友達グループに対して、そう請うけ負っていたのだった。

　勇路は霊れい感かんを持っている。

　できればあの〝幽霊〟の正体を暴いて、行方ゆくえ不明の律子を探し出し、マナの身を守る。

　これが彼女たちに対する、勇路の立場だ。間違っても〈泡ほう禍か〉や〈騎士団オーダー〉のことについて知られるわけにはいかないが、怪奇現象一般としてなら、通じる話ができる。

　積極的に喧けん伝でんもしていないし大多数は信じていないだろうが、勇路が霊感を持っているという話は学校ではほぼ周知だった。

　自分の霊れい能のう者しやとしての情報を、半信半疑で周知させている。

　多くの〈騎き士し〉が、情報収集と解決作業を円えん滑かつにするためにそうしているように。つまり今の状況は、勇ゆう路じが〈騎士〉としての能力において、笑え美みたちに勝まさっているという、その証しよう拠こに他ほかならない。

　このまま自分たちで〈泡ほう禍か〉を解決してしまえば、あの笑美も、勇路を〈騎士〉として認める気になるかもしれない。

　それに、だ。

「大丈夫。一応おまえは守ってやるから安心しろ」

　勇路は、マナにそう言った。

　もう一つ、誰にも言っていないが、勇路は疑っていることがあったのだ。

　それはこのマナが、〈泡禍〉を宿した中心人物である、〈潜せん有ゆう者しや〉であるという可能性。

　可能性どころか、ほぼ確信に近い。

　そしてマナが〈潜有者〉となれば、あのあまりにも執しつ拗ようかつ苛か烈れつな〝狩り〟で知られる〈雪の女王〉は、問答無用でマナを殺すことで〈泡禍〉の解決を図るかもしれない。笑美が応援として雪ゆき乃のを呼ぶと知った時、勇路が戦せん慄りつするほど危き惧ぐしたのはまさにそれだった。

　雪乃がどのような〝狩り〟をするのか詳くわしくは知らないが、極めつけに好戦的で、雪乃の絡からむ〈泡禍〉は犠牲者が多いということは事実らしい。

　そうだ。〈騎士〉として最悪の可能性は常に考えておくべきだ。

　今日、その〈雪の女王〉と顔を合わせて、最悪への確信は強くなることはあっても、弱くなることはなかった。勇路はどのようなことになっても、昔から自分をよく頼ってきたこの弱っちい幼おさな馴な染じみを殺させる気はない。

　ずっと庇かばってきた、妹分のような幼馴染だ。

　先ほどの言葉は、少なくともそれだけは勇路の心からの本心だった。

「うん……いつも守ってくれて、ごめんね」

　マナは、勇路の思惑おもわくや隠かくしている事実は知らずに、そう言ってただ素直に、頼りにしている目を勇路へと向けた。

「ああ」

　勇路は頷うなずいた。自分がいるのに、余所よそ者ものの好きにはさせない。







　　　　３




「参まいったな……こんな嚙かみ合ってない〈ロッジ〉もあるんだ……」




　雪ゆき乃のの隣となりで上がる、疲れたような溜ため息いき。

　喫きつ茶さ『アプルトン』を出た蒼あお衣いと雪乃。そしてそのまま周囲の土地勘かんを作る目的で街を歩き始めた二人の間で、蒼衣がまず最初に漏もらしたのが、そんな言葉だった。

「だいたいこんなものよ。所しよ詮せんは人間の集まりだもの」

　その感想に対して、雪乃は冷たい感想を放ほうった。

「そうなんだ？」

「こんなものよ。何の齟そ齬ごも出ない人間関係はないわ」

　そう蒼衣を萎い縮しゆくさせるつもりで斜しやに構えて言いはしたものの、ここまで八はつ方ぽう塞ふさがりな状態になっているのも珍しく、雪乃も正直頭が痛い。

　よりにもよって、〈ロッジ〉のメンバーに邪じや魔まされている状況だ。

　しかしそうは思っても蒼衣に舐なめられる気はないし、蒼衣が戸と惑まどっているのは溜りゆう飲いんが下がるので、口に出すことはしなかったが。

「そっか……」

　そんな雪乃の内心は知らず、溜息混じりに言う蒼衣。

「ちょっと驚いた。今までは、こんなにメンバーと世話役さんの関係が悪循環起こしてるのは見たことがなかったからさ」

「そう」

　雪乃は素そっ気けなく、ただ頷うなずく。

　しかしながら蒼衣に講釈する気はないものの、確かにここの世話役は特別にメンバーへの干かん渉しようが強いような気はした。勇ゆう路じという少年も正直いけすかない子供だが、雪乃が彼と同じ立場でも、同じように笑え美みと衝しよう突とつするだろうとは間違いなく思う。

　一いつ瞬しゆん『同属嫌けん悪お』という言葉が浮かんだので、振り払う。しかしああいう世話焼きタイプの世話役は積極的に〈騎き士し〉になりたがるような我がの強いメンバーとは相あい性しようが悪いが、トラウマで社会生活にも支し障しようが出ているような被害者型メンバーを互ご助じよするのには、相性がいいのは雪乃も知っている。

「…………」

　この〈騎士団オーダー〉も一枚岩ではない。

　そんなことを考えながら、雪乃は道を行く。

　その横を、笑美お手製の周辺地図を手にして眺ながめながら、蒼衣が歩いていた。

　そして、しばしそうして歩いている時、ふと雪乃は先ほどの蒼衣の言葉の中に含まれていた別の意味に気がついた。

「…………ひょっとしてあなた、今まで私と神か狩がり屋やさんの関係が良好に見えてたわけ？」

「え？　うん」

　唐とう突とつなその問いに、蒼衣は不思議そうに即答し、雪乃は何か怒鳴ってやろうと言葉が喉のどまで出かかったが────きょとん、とした能天気な蒼あお衣いの顔を見て、代わりに何だか疲れて両の肩かたが落ちた。

「……」

「どうかした？」

「別に」

「雪ゆき乃のさん？」

「うるさい。殺すわよ」

「……」

　ようやく蒼衣を黙らせて、雪乃はそのまま無言で歩く。

　そして、やがて目的地にやって来た雪乃は、片手を腰こしに当てて立ち止まった。

　笑え美みの店に行く時に通りかかった、外周がコンクリートの石いし垣がきで固められ、その外周に比して異様に古い石造りの鳥居が入口に聳そびえる、あの不吉な『行方ゆくえ不明』の看かん板ばんが立った、あの小さな神社森の前にだ。

　おそらくこの町の開発前から神社があって、それが残されたのだろう、不自然なくらい唐とう突とつに存在する森だった。

　白い無機質な住宅がぎっしりとひしめく真まっ只ただ中なかに、こんもりと盛り上がる鬱うつ蒼そうとした森。

　正確には森が周囲から盛り上がっているのではなく、外側が削けずりに削られて、取り残された結果だ。森としては小さいが、住宅地の中央に残っているにしては無む駄だに広く、中ちゆう途と半はん端ぱに環境に気を遣つかったか、神社の敷地を買収できなかったか、理由はその辺りだろう。

　きっと、普段は子供の良い遊び場になっている。

　しかし赤く、




『行方不明』




　の文字が忌いまわしく掲げられている今、この鬱蒼とした暗い森は、言い知れぬ不気味さを孕はらんで住宅地の中に在あった。

　イメージだけの問題ではない。

　ここはまさしく、『現場』だった。

　この森の中は行方不明になっている新しん宮ぐう律りつ子こが、まさにその足取りを途と絶だえさせたと思われる、その現場と思われる場所なのだった。




「────あのね……話によると、行方不明の子が消えたんじゃないかって思われる時に、あの神社の森の中から女の子の叫び声が聞こえたらしいのよ」




　つい先刻、雪ゆき乃のたちが店で笑え美みから聞いた数少ない情報は、そんな話だった。

　新しん宮ぐう律りつ子こが消えた先週の金曜日の夕方。この森の中と思われる場所から女の子の凄すさまじい悲鳴が上がったのを、何人もの周辺住民が聞いたのだ。

　律子の捜そう索さく願ねがいが出されて事件となったのがその翌日で、悲鳴と事件が関係付けられたのもその後のことだ。以来、この神社は最重要の現場となり、警察犬も含んだ捜そう索さくが最初に入ったのも、この森の中だった。

　噂うわさでは何も手がかりは見つからなかった……らしい。

　聞こえたという悲鳴が行方ゆくえ不明の彼女のものであるのかも、実際には分かっていない。

　しかし関係があろうがなかろうが、雪乃たちにとっては数少ない手がかりだ。それに雪乃たちは警察などの捜査とは、全く別の観点から、手がかりを探すこともできる。

　雪乃は、口を開いた。

「……姉さん」

『なにかしら？』

　虚こ空くうへ呼びかけた雪乃の声に応こたえて、周囲の明度が、翳かげるように僅わずかに下がった。

　正確にはそれを錯覚させるような、うっすらとした暗い気配。その暗く冷たい気配と同時に何もない空中に腰こしをかけるようにして、風かぜ乃のの不確かな姿が、うっすらと現れる。

　雪乃は自分の肩かた越ごしに視線だけを向けて、微笑ほほえむ風乃に訊たずねた。

「ここは、感じ取れる？」

　そんな問い。自らも〈泡ほう禍か〉の一部ゆえに、風から〈泡あわ〉の気配を敏感に感じ取る、風乃への短い問いかけ。

『そうねえ……』

　問われた風乃は人差し指を口元に当てて、宙を見上げ、しばしあどけなく考え込むような表情をした。そしてぽそりと、新作のアイスクリームでも見つけて注文を思案するような、気軽な口調で、

『……何かいるわね』

　と、あまり気楽とは言えない内容の答えを口にした。

「………………そう」

　言葉と同時に、雪乃の表情がすーっと鋭くなった。

　雪乃はスカートのポケットに手を入れると指先に触ふれたカッターナイフを摑つかんで、赤い柄えをしたそれを取り出し、ぢぎっ、と一度だけ刃やいばを出し入れして切っ先を確かめた。

「行って来るわ」

　そしてそのまま雪乃は、鳥居へと向けて大おお股またに歩き出す。

「雪乃さん!?」

　蒼あお衣いが慌あわてて後を追う。雪乃の行動に躊ちゆう躇ちよはない。その必要もない。風乃が『ある』と言う以上はただの『何か』ではなく、〈泡ほう禍か〉に関わるものでしかあり得ないのだ。

　出遅れた蒼あお衣いが、雪ゆき乃のへと追いつきながら話しかけた。

「い……いきなり踏み込んで平気？」

「……」

　案ずるような声。その間にも雪乃は『行方ゆくえ不明』の看かん板ばんの脇わきをすり抜けて鳥居をくぐって、ずかずかと森の中へと進入する。

　踏み固められて一応道の形にはなっているが、全く舗装されていない土と石と木の根が剝むき出しになった道。そんな道に足を進めながら雪乃は蒼衣の方を見ることなく、森の先を見み据すえたまま、言葉だけで答える。

「怖いなら待ってたら？」

　挑発のつもりはない。

　むしろ張り切って来られても邪じや魔まだ。その台詞せりふを蒼衣がどう取ったかは分からないが、とにかく蒼衣はそれ以上何も言わずに、雪乃の後について来た。

　ざりっ、ざりっ、と歩きづらい剝き出しの山土を踏みしだく、二人分の足早な足音が森に響く。明らかに神社をまともに施設として使う気がないらしい鬱うつ蒼そうとした森の小道を、周囲の森へと目を走らせながら、並んで二人が、ざくざくと奥へ進んでゆく。

「……」

「……」

　陽ひは遮さえぎられ、正午過ぎだというのに森はひんやりと薄うす暗ぐらかった。

　中に続く道は森の外から見た印象よりも、遙はるかに暗く、細く、長く、荒れていた。

　土にできた凹おう凸とつと、巨人が引き出したようにはみ出す木の根。顔を覗のぞかせる石の一部。そして唐とう突とつに開いた窪くぼみ。

　さほど苦になるわけではないが、獣けもの道みちに毛が生はえたような程度の道。

　道の周囲を埋うめ尽くすのは林立する立ち木と、地面を覆おおい尽くす笹ささのような下した草くさと、頭上を覆おおう枝と葉と、そして一面の陰。

　ごおっ、

　と時折、風が枝葉を打ち鳴らす音が、森の空気を埋め尽くす。

　時には雨のように聞こえ、時には何かの獣の唸うなり声のようにも聞こえる音が、森の中の空気を揺らして、覆い尽くすように響き渡る。

「………………」

　進むにつれて、呼吸する肺を圧迫するように、森の中の空気に圧力を感じた。

　それが緊張のせいなのか、それとも事実として空気に何らかの変化が起こっているのかは分からない。雪乃にとって問題でもない。

　ただ雪乃は構わずに鋭く目を細め、周囲に目を配りながら大おお股またに足を進める。

　口元を引き結び、右手に赤いカッターナイフを握り込んで、周囲へと感覚を研ぎ澄ませて、石と木の根を踏み越えてゆく。

　そして、やがて道は、古い石段に辿たどり着いた。

　成型した石ではなく自然石を組んだ古い造りの石段が、削けずった斜面に埋うもれるようにして、ゆるやかに上へと伸びていた。

　最上段の向こうに、朽くちた赤色の鳥居を載のせて。

　この街が開発される以前の、その唯一の名残なごりであると思われる、朽ちかけつつもその寸前で延命されている、小さな古い、神社の入口が。

「……」

　雪ゆき乃のはそのくすんだ鉄てつ錆さびのような色をした鳥居を、無言で見上げた。

　この上だろうか？　と躊ちゆう躇ちよではなく思考をして、一いつ瞬しゆんだけ、足を止める。

　足を止めて……そして次の瞬しゆん間かんには、雪乃はすぐさま石段に足を乗せて鳥居へと向けて登り始めていた。ざりっざりっと足音高く、雪乃は乱暴に石段を踏んで、一歩遅れてついて来る蒼あお衣いと共に、鳥居へと向けて進んで行った。

　長さはあるが、勾こう配ばいは低い古めかしい石段。

　すぐに二人は段の半なかばに達し、視界には鳥居の向こうの狭い境内と、朽ちかけた色をした賽さい銭せん箱ばこが置かれた、小さな社やしろが見え始めた。

　それを上りきるまで、あと十数段。

　いや、十段。

　数段。

　そして……最上段。




「…………………………」




　塗料の朽ちた、鳥居の下に。

　雪乃は立って、申し訳程度の踏み石があるだけの境けい内だいと、石段から見下ろす道と、周囲に広がる暗い森を、ゆっくりと鋭い目で見回した。

　蒼衣が続いて、最上段に上がって来る。

　そして僅わずかに緊張した顔で、雪乃と同じように周囲を見回して、そしてふっと蒼衣は視線を上へと上げて──────




「あっ」




　小さく声を上げた。

　雪ゆき乃のもつられて見上げる。そしてそこに────『それ』を、見た。




「………………!?」




　途と端たんに雪乃の表情に浮かんだのは、不ふ審しんの表情だった。

　頭上を跨またぐ鳥居と、それにかかる枝。そんな枝の一本に茂る鮮あざやかな緑の葉の上に、さらに鮮やかな赤色をした小さな物体がぽつんと一つ、蠢うごめいていたのだった。

　それは、蜘蛛くもに似た形をした小さな『蟲むし』だった。

　豆粒よりも小さな、しかし不自然なまでに赤いために恐ろしく目立つ、自然には見たことのない異様な姿をした『蟲』が、葉の上を歩いている。

　異様な、しかし覚えのある、『蟲』。

　何度も見たことがある。それはあの田たの上うえ颯さつ姫きが身に抱かかえた〈断だん章しよう〉である、〈食害〉が発生させる、耳から脳に入り込んで記き憶おくを喰う悪夢の産物である『蟲』だった。

　それはいい。

　知っている。

　しかし────




「これ……何でこんなとこに？」




　蒼あお衣いが呟つぶやいた。そう、これが〈食害〉の『蟲』であるのは分かるのだが、それが〝ここ〟にいる理由が、全く分からないのだ。

『……感じたのは、これみたいね』

　風かぜ乃のが、雪乃の背後からそれを覗のぞき込むようにして言った。

　その『蟲』は、すぐに葉の間に隠かくれるように移動して、視界から消えていった。

　雪乃は慌あわてて、周囲を見回す。今まで見ていたやり方とは目線を変えて、頭上の葉を、周りの幹を、足元の下した草くさを、より細かく、かき分けるように観察する。

「……！」

　そしてすぐに、雪乃は境内を囲む森の一角に、赤い色がちらついているのを見つけた。

　雪乃は見つけた瞬しゆん間かんにすぐさまその場所へと近づいて、森と境内とを隔へだてる繁みの前に立って、奥の森を覗き込んだ。

　よく見るとそこの繁みと下草には、かき分けたような痕あと。

　そして、そんな繁みの前に立った雪乃が感じたのは、森のそこら中の影から注がれる、無数の見張るような『視線』だった。

「……」

「これは……颯さつ姫きちゃんじゃないよね？」

　じっと森を睨にらみつけて立つ雪ゆき乃のに、蒼あお衣いが言った。

「だとすると……」

「……瑞みず姫きの方かしらね。近くにいるのかしら」

　雪乃は、見つけたものが目指す〈泡ほう禍か〉ではなかったことに軽く落らく胆たんしながら、それでも油断なく周囲を見回したが、周りには誰かが隠かくれているような姿は見つけられなかった。

　感じるのは、森の中に無数に潜ひそむ『モノ』の気配。

　そしてそれらの気配が注いでくる、息いき遣づかいの感じられない無機質な無数の『視線』のみ。

「……ここを、見張ってる？」

　雪乃は、呟つぶやいた。

　そんな気がした。例えば雪乃の知っている颯姫は、〈泡禍〉や〈騎士団オーダー〉に関わる他人に見られてはいけない事象を、同じように『蟲』を散らして隠す。

　見られてはいけない場所に入ろうとする人間から記き憶おくを奪うことで、その場所に辿たどり着かせないようにしたり、見たものを記憶できないようにするのだ。この光景は、感覚は、その時の状況によく似ている。

　しかし、目に見える範囲には瑞姫の姿は見えない。

　颯姫の場合は『蟲むし』を統一意思の下に働かせるためにその場にいなければいけないが、聞くところによると同じ〈血脈リニツジ〉でも〈効果エフエクト〉には個人差があるらしいので、ひょっとすると瑞姫はもっと離れて〈効果〉を及ぼせるのかもしれない。

　仮に、そうだとすると……




「…………」




　雪乃は一気に、繁みの中に足を踏み入れた。

　下した草くさを踏みしだき、笹ささの葉を踏み分けながら繁みに踏み込んだ瞬しゆん間かん、案の定じようそこら中の陰という陰から無数の赤い『蟲』が姿を現して、瞬またたく間に雪乃の脚を這はい上がり、群れをなして耳を目指して蟻ありがたかるように身体からだを這はい上がってきた。

「………………!!」

「うわっ！　雪乃さん!?」

　雪乃は肌はだを無数に這い回る微び細さいな昆虫の脚の感かん触しよくに鳥肌を立て、その突然の行動と光景に、蒼衣が悲鳴じみた声を上げた。そうするうちにも、ぞぞぞぞぞぞ、と『蟲』の群れは音もなく蠢うごめきながらみるみるうちに雪乃の左半身を這い上がり、雪乃は指で左耳を塞ふさいだが、首筋や腕うでにまで這い上がった群れをなす『蟲』の感触はすぐさま顔を伝って右耳に至り、耳の中へと入り込んだ。

　細かい無数の脚を持つ『蟲むし』が、一切の音を立てずに耳の奥へと這はい込んできた。

　耳の穴の内側を、その表面に生はえる産うぶ毛げに触ふれながら、同じくらい細い無数の足を這わせて蠢うごめかせ、奥へ奥へと入り込んでゆく感かん触しよく。

　耳の中を、くまなく奥を、皮ひ膚ふを通り過ぎて粘ねん膜まくを這ってゆく感触。

　そのさらにさらに奥の、頭ず蓋がいの内側の脳まで這い進んで、『蟲』が蠢く感触。

　頭蓋の中、脳の内側を、微び細さいな昆虫が這い回る。身体からだの外と内で『蟲』が蠢くそのおぞましい感触に顔をしかめながら、雪乃はその全すべてを圧おし殺して、薮やぶをかき分けて進んでゆく。

　全ての〈泡禍〉の元になる神の悪夢の〈泡あわ〉は、人間の矮わい小しような精神ではいくつも受け入れることができない。そのため悪夢の〈断だん章しよう〉を持つ〈保持者〉は〈泡ほう禍か〉に耐性を持っており、それは特に精神への影響に顕けん著ちよに発揮されるため、こういった記き憶おくを喰うような〈効果〉はほとんど効果を表さない。

　つまりこの感触さえ耐えれば、この『蟲』は何ら意味がない。

　雪乃は氷の意思で身体からだの内外を這い回る『蟲』を黙殺し、その『蟲』が隠かくそうとしている奥へと、痛みを感じない戦士のように踏み込んで行った。

　雪乃は、人知を超えた〈悪夢〉と戦うために怪物になるのが夢なのだ。

　それが『痛み』であろうと、おぞましい『不快感』であろうと────あるいは『幸せ』であろうとも、怪物は感じはしないのだ。




「………………っ!!」




　全てをねじ伏せて、踏み進む雪乃。

　だがその時、後ろで唐とう突とつに、蒼あお衣いの声が上がった。

「うわわわわわわわわ……!!」

「白しら野の君……!?」

　蒼衣の間の抜けた悲鳴に、ぎょっとして雪乃は振り返った。

　後ろを見ると蒼衣が薮の中に踏み込んで来ていて、まさか蒼衣がこの中に入って来るとは思っていなかった雪乃は、半ば呆ぼう然ぜんと立って蒼衣を見た。

「な、何で来るのよ……状況は見れば分かるでしょう!?」

　思わず言う雪乃。

「……い、いや……効果がないなら大丈夫だし…………気持ち悪いのなら別に……ふつーに我が慢まんすればいいかなー、とか思って……」

　無数の『蟲』にたかられて脳を侵される感触に顔をしかめながら、それでも蒼衣は雪乃の方に歩み寄りつつ、雪乃を見て笑った。

「二人とも入る必要がどこにあるのよ、バックアップの意味がないじゃない！」

「うーん……そう言われるとそうかもしれないけど……」

　雪ゆき乃のの言葉に対して、蒼あお衣いは例の否定するわけでもない曖あい昧まいな態度で困ったように笑って、言った。

「でも、〝知る〟のが僕の〝役目〟だしさ……」

「………………」

　さすがの雪乃も、それ以上は何も文句は言えなかった。

「……好きにすれば？」

　結局、雪乃は捨て台詞ぜりふのようなことを言うとそのままきびすを返し、元のように『蟲むし』にたかられながら薮やぶの中をさらに進んで行った。

　蒼衣は何も言わず、何故なぜか少し嬉うれしそうな表情で、雪乃の後に続いた。

　しばし無言で、薮をかき分け踏みしだく、二人の足音が続いた。そして、神社の境けい内だいからかなり森の中に入った辺りで…………雪乃と蒼衣の足音が、いつしかどちらも、止まっていた。

「………………」

　真まっ赤かな『蟲』の群れに、たかられながら、二人。

　周囲にも無数の『蟲』がぞわぞわと蠢うごめく森という、深緑と鮮せん紅こうが入り混じった悪夢的な光景の中で、二人はじっと立ち止まり、足元に目を落としていた。

　そこにあるのは、枝葉の緑でも、木と土の茶でも、『蟲』の赤でもない、もう一つの色。

　白。血の気の失うせた、白。二人の見下ろす足元に、下した草くさに埋うもれるようにして転がっていたのは……




　ごろりと獣けものが喰い残したように放り出された血の気の失せた手足と、その持ち主と思われる、森の入口にあった『行方ゆくえ不明』の看かん板ばんにあった少女の写真によく似た、同じ白い色をした、目を見開いたままの少女の生首だった。




「…………」

　二人は、見下ろす。

　赤い『斑はん点てん』の、蠢く森で。

　それは残酷劇グランギニヨルとして予言された、『赤ずきん』の舞台となる森。

　赤い赤い小さな『花』が無数に薮の中で蠢いている、〈悪夢〉でできた、赤ずきんの森。




　…………………………
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　　　三章　　この屍はとむらいの棺に







　　　　１




　あの無数の『蟲むし』が群れ蠢うごめく薮やぶの中に進入することを躊躇ためらわなかったのは、〈葬そう儀ぎ屋や〉も同じだった。




「………………」




　蒼あお衣いと雪ゆき乃のが森の中で〝死体〟を見つけた、数時間後の、夕方近く。

　雪乃の携帯連絡を受けてようやく到着した〈葬儀屋〉は、同乗させて来た颯さつ姫きの〈断だん章しよう〉の下もと、例の死体の処分を開始した。

　神社森の入口に到着した颯姫がイヤーウィスパーを外して目を閉じると、一いつ瞬しゆんの間まを置いて、その耳から小さな『蟲』が、まさに悪夢のような数の群れをなして這はい出してきた。そして広大な森の周囲を瞬またたく間に制圧して、神社森そのものと、入口に停まる〈葬儀屋〉の黒塗りバンと、森の奥にある赤い『蟲』が蠢く薮を、常人には見えない微び細さいな蟲によって記き憶おくという知覚から覆おおい隠かくしてしまった。

　行方ゆくえ不明事件で住民の警戒が強い中、不審車両と取られかねない〈葬儀屋〉の霊れい柩きゆう車しやじみたバンと、そこで行われる忌いまわしい作業を、人目に触ふれさせるわけにはいかない。

　そのためにわざわざ〈葬儀屋〉は『神か狩がり屋や』に立ち寄って、颯姫を拾ってから、ここにやって来たのだった。

　雪乃の采さい配はいだった。これを決めた時、即断に近かった。

　この街にはほぼ同じ〈断章〉を持った瑞みず姫きがいるのだが、冷徹な雪乃は状況を鑑かんがみて、それこそ一秒たりとも瑞姫の協力など考慮に入れず、今後の活動に必要な人払いと記憶の消去ができる人材を自前で賄まかなうことに決めたのだった。

　つまり……雪乃には、勇ゆう路じたちと話し合う気は全くないということ。

　それどころか完全に敵対するつもりのようにも見えた。

　蒼衣は言った。

「……まさか、殺したりしないよね？」

　雪乃は答えた。

「向こうの出方によるわ」

「…………」

　心配が、払ふつ拭しよくされることはなかった。

　ともかく────




「……赤ずきんちゃんは狼おおかみに食べられてしまいました……ってことかしらね？」




　猫ねこの額ひたいのような荒れた神社の境けい内だいで、腰こしに手を当てた〈葬そう儀ぎ屋や〉の助手である戸と塚つか可か南な子こが、藪やぶの方を眺ながめながらそう言った。

　喪も服ふくを着た若い女性。しかし腰こしには太い皮ベルトを巻いてそこに鉈なたを手た挟ばさんでいるという異様ないでたちをした可南子は、瑞みず姫きの〈断だん章しよう〉と思われる『蟲むし』によって少女の死体が隠かくされていた薮の、今や獣けもの道みちのようにかき分けられている跡を溜ため息いきでもつきそうな苦笑気味の表情で見つめていた。

　その薮の道には、つい先ほど〈葬儀屋〉が死体を回収するために例の『蟲』に全身を覆われながら踏み込んで行ったばかりだった。この奥には蒼あお衣いと雪ゆき乃のが行って確認した通り、まるで巨大な獣に丸まる齧かじりされたかのように、そっくり胴体だけがなくなっている少女の死体が打ち捨ててあるはずだった。

「手間そのものは、まあ楽なんでしょうけどね……」

　そちらの方角を見ながら、可南子は言う。

「でもあの『蟲』はちょっとね。無害は無害なんでしょうけど、感情的には無害と言い切るのも抵抗があるわね」

「ええ、まあ……」

　世間話風に話しかけてくる可南子に、曖あい昧まいに答える蒼衣。

　その不快さは、蒼衣もつい数時間前に実体験したばかりだ。しかしそれを聞いてもあの〈葬儀屋〉は、一片の躊ちゆう躇ちよもなしに中に入って行った。可南子は見送り。

「えーと……可南子さんでも、蟲は駄だ目めですか？」

「少なくとも好きではないわね」

　蒼衣の質問に、可南子はそう答えた。

　通称〈葬儀屋〉と呼ばれる瀧たき修しゆう司じと、助手の可南子。二人の役目は〈泡ほう禍か〉によって死んだ異状死体を処分することで、その作業とは彼女が腰に吊っている鉈や鋸のこぎりで死体を寸断し、バケツに放り込んで運び出すというものだ。

　血と肉の容器と化したバケツを笑顔で運んでいる可南子を、もう何度か蒼衣も見ている。

　しかしそんな可南子でさえ『蟲』には二の足を踏むのかと、蒼衣は意外に思うと同時に、少し安心する。

「まあ、私たちはこういう〝役目〟をやってるから慣れてたりはするんだけどね。現場に行ってみたら部屋や死体が虫だらけなんてことは時々あるし」

「うわあ……やっぱりそうですか」

「そういう時は仕方ないけど、そうでないなら、わざわざ触さわろうとは思わないわね……」

　そして可か南な子こはそこで一拍置いて、言った。

「……まあ、それでも瀧たきに何かあったなら、この蟲むしだらけの薮やぶの中にだってすぐにでも飛び込んで行くけど」

　くす、と悪戯いたずらっぽく笑う可南子。

　頷うなずく蒼あお衣い。

「……わかります」

　蒼衣は、実は少し近寄り難いと思っていた可南子が意外に普通の感覚を持っていることに、少しだが親近感を感じた。

　今日の可南子の言葉は、いちいち共感できる。

　数時間前の蒼衣も、雪ゆき乃のがあの中に踏み込んで行かなければ、自分もあの中に行こうなどとは露つゆほども思わなかったに違いない。

　普通の人間は強くないので、〝誰か〟の存在なしに強い行動はできない。蒼衣はそう思っている。良くも悪くも〝誰か〟の存在が、普通の人間を強くする。

　それを真正面から言う可南子に、好感を持った。

　だがそうは言ってみても、鉈なたを吊つって足元にバケツを置いた可南子の姿を見ると、あの穏おだやかな微笑を浮かべて血ち塗まみれのバケツを運ぶ〈葬そう儀ぎ屋や〉助手としての可南子が、脳のう裏りをよぎるのはどうしようもなかった。

　ごめん、可南子さん……と、蒼衣は心の中で詫わびる。

　そして、そう拭ぬぐい難い自分の先入観を詫びたその直後、薮の中から回収作業を終えた〈葬儀屋〉が戻って来て、蒼衣は自分がたったいま心の中で謝った分の、心の貯金を即座に相そう殺さいすることになった。




「………………！」




　がさーっ、と薮を鳴らして現れた、恐ろしい大おお柄がら長身をした黒ずくめの男。

　彫りの深い顔立ちに鋭い目。険けわしく引き結んだ口元は寡か黙もくで、着き崩くずした喪も服ふく姿すがたの全身からは葬そう列れつのごとき圧倒的な存在感。

　何もかもが人間離れしたこの〈葬儀屋〉は、全身にあの『蟲』をたからせながら、それを意にも介かいさず両手に大型のバケツをぶら下げていた。そのうち片方には大振りの鉈をバケツの持ち手と一緒に逆さか手てに握り、そしてバケツの中には蒼衣も一度見た少女のバラバラ死体が、さらに何なん分ぶん割かつかに寸断されて、解体したマネキンのように乱雑に放り込まれていた。

　すっかり血が抜けている死体は、冷たく真っ白な肉を冷たいバケツの中で晒さらしている。

　力なく指を丸めた手がバケツから突き出して、もう一方のバケツには丸々一つ収められた頭部の、乱れた髪かみの毛と、その隙すき間まから覗のぞく濁にごった目が見えていた。

「うっ…………！」

　蒼あお衣いはそれを見て、思わず目をそむけた。

　一度見た死体だ。しかし薮やぶの中に放り出されている状態よりも、バケツという日用品に詰め込まれている方が、何倍も印象がおぞましかった。

　冒ぼう瀆とく的てきで、あまりにも死者の尊厳から程遠い光景。

「瀧たき、これで終わり？」

「……あと一往復だ」

　蒼衣の目の前で、二人はそんな言葉を交わすと、可か南な子こは手て馴なれた様子で〈葬そう儀ぎ屋や〉から死体入りのバケツを受け取って、代わりに空のバケツを渡した。

　仲良く掃除でもしているかのような可南子の笑顔と、そのおぞましい行為とのギャップに、蒼衣の中にうそ寒いものが湧わき上がる。先ほど抱いだいた好感までもが何か気味の悪いものに反転する、明らかに住む場所が違うという実感が、理屈ではなく本能を支配する。

　そんな蒼衣をよそに、〈葬儀屋〉は空のバケツを持ってまた薮の中に戻って行き、可南子は中身の入ったバケツを提さげて車を停めた森の入口へと歩き出した。

　重そうなバケツだったが、可南子はそれを両手に提げて意にも介かいさない。

　そして蒼衣は境けい内だいに一人残されるのが嫌いやで、死体を持った可南子と一緒に帰路につくことにした。

　できるだけ、足元を見ないように。その道中は男性の蒼衣が手ぶらで、女性が荷物を持っているという状況だったが、蒼衣の足元近くにぶら下がっているそのバケツを持ちましょうかとは、とうとう可南子に言い出すことはできなかった。







　　　　２




　森の入口に戻ると、〈葬儀屋〉のバンの傍にいた颯さつ姫きが蒼衣を迎えた。




「あ、白しら野のさん。お帰りなさい」




　今まで首にかけた手帳を読んでいたらしい颯姫は蒼衣の姿を見つけると、手帳を閉じて、慌あわてた様子でぱたぱたと蒼衣に駆かけ寄って来た。

「うん、お待たせ」

　そう応こたえた蒼あお衣いの視線の向こうでは、可か南な子こが持ち帰ったバケツを後部ドアからバンの中へ積み込み始めていた。行方ゆくえ不明者捜そう索さくを願う看かん板ばんのすぐ脇わきでその当人のバラバラ死体が車に積み込まれているという、極め付けに趣味の悪いジョークのような光景が、そこには展開されていた。

　しかも、住宅地のただ中で。

「……」

　それを見て微び妙みような表情になった蒼衣の前で、颯さつ姫きは突然自分の背負っていたリュックサックを手元に下ろして、中身を探り始めた。

「うん？　どうしたの？　颯姫ちゃん」

「ちょっと待って下さいね。えーと……」

　訝いぶかしげにする蒼衣をよそに、颯姫は時折「あれっ？」などと呟つぶやきながら、熱心に探し物を続けた。そして中身をあらかたかき回した後、ようやくリュックのポケットを開けて、その中にあった文庫本を取り出すと、満面の笑顔で蒼衣に両手で差し出した。

「はいっ。頼まれてたもの持って来ました」

「あ」

　見た瞬しゆん間かん、蒼衣は思い出した。

　文庫本のタイトルは『完訳版グリム童話』。雪ゆき乃のがこの状況を神か狩がり屋やに手配した時、一緒に頼んだものだった。

　まるで状況が見えない中、せめて『赤ずきん』の話くらいは手元に持っておこうと思ったのだ。しかしその後の〈葬そう儀ぎ屋や〉を待つまでの鬱うつ々うつとした時間と到着後の死体処理という一連の経過で、すっかりその些さ細さいな出来事を忘れてしまっていたのだった。

「ありがとう。忘れてたよ」

　受け取る蒼衣に、颯姫は何故なぜか嬉うれしそうに笑った。

「えへへ。私も手帳見るまで忘れてました。おそろいですね」

「おそろい……？」

　蒼衣はその珍ちん妙みような表現に一度首をかしげて、そして気にするのはやめて、受け取った文庫本をぱらぱらと開いた。

　この本は一度『神狩屋』で読んだので、数回ぱらぱらめくっただけで『赤ずきん』のページに辿たどり着く。そこにあった『赤ずきん』の話は蒼衣も知っているお馴な染じみの話だったが、それだけではなく、同時に知らない話でもあった。




　　　　†




　　　　　グリム童話『赤ずきん』




　昔々、あるところに小さな可愛かわいらしい女の子がいました。この子は見た人みんなに可愛がられるほどでしたが、中でもこの子を可愛がったのはこの子のおばあさんで、この子に何をあげてもいいというほどの可愛がりようでした。

　あるとき、おばあさんはこの子に赤いビロードの頭ず巾きんをあげました。するとそれはこの子に大変似合って他ほかのものを被かぶらなくなったので、皆はその子を『赤ずきん』とばかり呼ぶようになりました。

　ある日のこと、お母さんが赤ずきんに言いました。

「赤ずきんや。ここに大きな上等のお菓か子しとぶどう酒が一本あるから、これをおばあさまのところへ持って行ってちょうだい。おばあさまはご病気で弱ってらっしゃるから、これはおくすりになるのよ。森に入ったら寄り道はしないで、おてんばをしてはいけませんよ。それからおばあさまのお部屋に入ったらきちんと挨あい拶さつをすること。そこいらじゅう見回すのもいけませんよ」

「だいじょうぶよ。そんなこと」

　赤ずきんはそう言って、おばあさんの家がある森へと向かいました。そうして赤ずきんが森にさしかかった時、でくわしたのは悪い狼おおかみです。赤ずきんは狼がどんな悪いことをするか知らなかったので、狼を怖いと思いません。

「こんにちは、赤ずきん」

　狼が声をかけると、赤ずきんは答えます。

「こんにちは、おおかみさん」

「こんなに早くから、どこに行くんだい？　そんな荷物を持って」

「病気で弱ってるおばあさまのところに、お菓子とぶどう酒を持って行くのよ」

「おばあさまのおうちはどこ？」

「森のずうっと奥の、三本の大きなかしわの木の、その下のはしばみの生いけ垣がきがある家よ」

　狼はそう聞くと考えました。こいつは若くて脂あぶらがのってて、きっと美味うまいに違いない。何とか騙だまして、ばあさん共々食ってやろう。

「なあ、赤ずきん」

　そう決めると、狼は言いました。

「ちょっと周りを見てみるといい。きれいな花がいっぱい咲いているよ。小鳥もあんなに楽しそうに歌を歌ってる。森はこんなに楽しいところなんだから、そんなに学校でも行くみたいにむきになって歩くもんじゃないよ」

　言われて赤ずきんは、周りを見回しました。そして木こ漏もれ日が踊おどって、きれいな花がそこらじゅうで咲いているのを見ると、この花をおばあさまに持って行ったらきっと喜ぶわ、と考えて、森の横道に入り込んでお花を探しはじめました。

　ところで狼おおかみはそのまま真まっ直すぐにおばあさんの家に行って、トントンと戸を叩たたきました。

「どなただい？」

「赤ずきんよ。お菓か子しとぶどう酒を持ってきたの。開けてちょうだい」

「構わないから、取っ手を押すといいよ。おばあさんは弱って起きられないからね」

　狼が押すとドアが開きました。狼は何も言わずにいきなりおばあさんの寝床に行くと、おばあさんを丸まる吞のみにして、おばあさんの服と頭ず巾きんを身につけて寝床にもぐりこみました。

　さて、そのころ赤ずきんは花を集めるだけ集めると、やっとおばあさんのことを思い出しておばあさんの家に向かいました。行ってみると表の戸が開いています。赤ずきんが不思議に思いながら中に入ると、何だか中の様子がいつもと違っていました。

　赤ずきんは大きな声で挨あい拶さつしましたが、返事はありません。奥へ行ってみると、寝床にはおばあさんが奇き妙みようなかっこうで寝ていました。

「まあ、おばあさま、おばあさまのおみみは、ずいぶん大きいのねえ」

「これでおまえの声をよく聞くのさ」

「まあ、おばあさま、おばあさまのおめめは、ずいぶん大きいのねえ」

「これがなきゃ、おまえがよく見えないからね」

「まあ、おばあさま、おばあさまのおてては、ずいぶん大きいのねえ」

「これがなきゃ、おまえをうまくつかめないからね」

「まあ、おばあさま、おばあさまのおくちは、ずいぶん大きいのねえ」

「これがなきゃ、おまえをうまく食べられないからね」

　言うが早いか狼は寝床から飛び出して、かわいそうに赤ずきんを、ぱくりとひと吞みにしてしまいました。

　狼は食べるだけ食べるとおなかが一杯になったので、そのまま元の寝床にもぐりこんで、大いびきをかいて眠ねむりこけてしまいました。そこに通りかかったのが狩人かりうどです。狩人はおばあさんの家からものすごいいびきが聞こえたので、様子を見に入ってみると、かねてから目をつけていた狼が寝ているのが目に入りました。

　狩人は狼のほっぺたに鉄てつ砲ぽうを当てて狙ねらいをつけましたが、ふとこの狼がおばあさんを食ってしまったのではないかと思い立ちました。そしてもしかするとまだ命が助かるかも知れないと考えて、はさみを手に取って寝ている狼のおなかをジョキジョキ切りはじめました。

　途と端たんに目も覚めるような真まっ赤かなずきんが見えて、赤ずきんが飛び出してきました。

「ああ、びっくりした！　狼おおかみのおなかのなかって真っ暗なのねえ！」

　それから次には、歳としを取った赤ずきんのおばあさんも出てきました。おばあさんは狼おおかみに食べられて、息も絶え絶えでした。

　赤ずきんは大きな石ころをいくつも持ってきて、みんなでそれを狼のおなかに詰め込みました。狼は目を覚まして逃げ出そうとしましたが、おなかの石が重くて、すぐに倒れて死んでしまいました。

　三人はそれを見て、これでいいと安心しました。狩人かりうどは狼の毛皮を剝はいで、持っていきました。おばあさんは赤ずきんの持ってきた上等のお菓か子しやぶどう酒を飲み食いして、元気を取り戻しました。赤ずきんは、これからはおかあさんの言いつけを守って、寄り道はしないようにしようと思いました。




　また、こういうお話もあります。

　ある時、赤ずきんが前と同じようにおばあさんのところへお菓子を持ってゆくと、別の狼が話しかけて赤ずきんを横道に連れ込もうとしました。けれども赤ずきんは用心深く、わき目もふらずに歩いておばあさんの家に入りました。

　赤ずきんは話しかけてきた狼のことをおばあさんに話して、

「あれがもし往来でなかったら、私は狼に食べられてしまっていたでしょうね」

　と言いました。

　おばあさんは赤ずきんを呼んで、戸に鍵をかけて狼が入れないようにしてしまいました。

　やがて狼がおばあさんの家にやって来て、トントンと戸を叩たたきました。

「おばあさま、赤ずきんよ。お菓子を持ってきたの。開けてちょうだい」

　狼がそう呼びかけましたが、二人は口をきかず戸も開けません。狼はしばらく家の周りをぐるぐる歩いていましたが、夕方になって赤ずきんが出てきたら追いかけて食べてしまおうと、屋根の上に上りました。しかしおばあさんは狼の企たくらみに気づいて、

「赤ずきんや、手て桶おけを持ってきておくれ。昨日きのうソーセージをこしらえたから、それを茹ゆでた水を家の入口の水がめの中に入れとくれ」

　と言いました。

　赤ずきんが水を運んで水がめを一杯にすると、そこからソーセージのいい匂においが立ちのぼりました。狼は鼻をくんくんさせて屋根の下を覗のぞき込みましたが、あんまり首を伸ばしすぎて、ずるずると体を支えられなくなって、水がめの中にすべり落ちて溺おぼれ死んでしまいました。

　赤ずきんは家に帰っていきました。

　もちろん誰にも、どうにもされることはありませんでした。

　………………




「……とまあこんな感じで、グリム原話の『赤ずきん』は二部構成になってるんだ。どうやら改かい訂ていが繰り返された末の最終第七版だけじゃなくて、もう初版の時点ですでにこの形式だったみたいだね」




　この『赤ずきん』を初めて読んだ数日前の、神か狩がり屋やの言葉。

　蒼あお衣いはこの町の〈アプルトン・ロッジ〉からの応援要よう請せいが来て出発するまでの間に、幾度か神狩屋と話してきた、『赤ずきん』についての会話を思い出していた。

　曰いわく、〈神の悪夢〉であるところの〈泡ほう禍か〉は、浮かび上がった人間の持っている恐怖を具現化する。だが浮かび上がった悪夢の〈泡あわ〉が巨大だった場合、当人の悪夢を希き釈しやくして元げん型けい論ろん的てきに何がしか『童話』に似た形に変質させてしまう。

　夏なつ木き夢ゆ見み子この〈断だん章しよう〉である〈グランギニョルの索さく引いんひき〉は、そんな〈泡禍〉の出現と、変質後の『童話』を予言する。なのでその『童話』を分析して現状に当てはめていけば、これから起こる怪奇を先読みして早期解決を図ることができるのではないかという理屈。

　好事家デイレツタントである神狩屋は、元型アーキタイプを読み解くために必要な象徴学などの知識がある。

　象徴や民俗も、童話や神話と同じく元型に連なるものだ。

「……赤ずきんというのは、実のところ非常にたくさんの類話がある話でね」

　神狩屋がこの話をした時、最初にそんな前置きをした。

「ヨーロッパ全域からアジアにまで多数のよく似た話があって、またこのモチーフに関係があると言われている話も、大変に多いんだ」

　グリムの原典である二部構成の『赤ずきん』さえ初めて見る蒼あお衣いに、まず神狩屋はそう言って、説明の先さき触ぶれとした。

「多いんですか？」

「そう、多い。そのぶん童話としてもそうだけど、研究対象としても、『赤ずきん』はとても人気がある。民俗学はもちろん神話学や精神分析学まで、様々な方向から研究解釈されて、もうされ尽くしていると言ってもいいくらいだ」

　神狩屋は言って、初しよっ端ぱなから困った表情で、白髪しらが混まじりの寝ね癖ぐせ頭あたまを搔かいた。

「それも困ったことにね……どこから話せばいいのか迷うくらいなんだよ。そうだね…………それじゃあまずは、『類話』についての話からしようか。現在、この『赤ずきん』で最も有名なのはグリム版の前半部の話だ。ただ、この物語はもっと昔からヨーロッパ各地で成立していたらしくて、シンデレラと同じく、グリムより百五十年近く昔のフランス作家、シャルル・ペローがすでにこの『赤ずきん』で話を書いてるんだ。

　グリムは子供に読み聞かせる話として童話を編へん纂さんしたけど、ペローの時代の出版物はほとんど上流階級が書く娯ご楽らく本ぼんだった。だからペローの『赤ずきん』では、話の筋がグリム版とは少し違う。

　まず赤ずきんはおばあさんに、ガレットというパンケーキと、バターの壺つぼを持っていくように言われる。で、お使いに出た赤ずきんを見かけた狼おおかみは、森に木こりたちがいるからという理由でその場で赤ずきんを食べるのを諦あきらめるんだ。そこからはグリム版と同じように、狼は先回りしておばあさんを食べて、ベッドの中に隠かくれる。で、遅れてきた赤ずきんに、狼はこう言う。『こっちに来て一緒にお休み』。赤ずきんは着物を脱いで、おばあさんのベッドに行く。そこで赤ずきんは狼の腕うでに気がついて、例のお馴な染じみの問答をする。

『おばあさんは、なんて大きな腕をしているの？』

『なんて大きな脚をしているの？』

『なんて大きな耳をしているの？』

『なんて大きな目をしているの？』

　そして最後に、

『なんて大きな歯をしているの？』

『お前を食べるためさ！』

　そして狼は、赤ずきんを食べてしまう。で……ペロー版の話は、ここでおしまい。赤ずきんは助からないで、最後に教訓がつく。『愛あい想そが良くて優しい狼はどんな狼より危ないから、若い娘むすめは気をつけなければいけないよ』という感じのね」

「……教訓？」

「うん、分かると思うけど、このペロー版は完全に女の子を誘ゆう惑わくする男の例たとえ話として書かれている。だけどこの解釈そのものはともかく、赤ずきんが食べられて終わる結末の話は、昔からあったと思われるものなんだ。例えば……フランスの古い民話には、『女の子と狼』と題された話がある。それはこんな話だ。

　あるところに女の子がいて、もう七年ほど母親に会っていなかった。女の子は鉄の服を着せられて、これが擦すり切れたらお母さんに会えると言い聞かされていた。ようやく服が破れて、女の子はバターとミルクを少しもらって、家に帰れることになった。帰る途と中ちゆうに女の子は狼に出会い、狼は女の子に『ピンの道と針の道と、どっちを通って帰るんだい？』と訊たずねた。女の子が『ピンの道を行く』と答えると、狼は針の道を走って先回りして母親を食べてしまう。そしてその後に、女の子が帰って来る。

『お母さん、お腹なかがすいたわ』

『戸と棚だなに肉があるからそれをお食べ』

　肉を食べると、棚の上の猫ねこが言った。『お前はお母さんの肉を食べているよ』。

『お母さん、喉のどがかわいたわ』

『鍋なべの中のぶどう酒をお飲み』

　すると煙えん突とつにとまった小鳥が言った。『お前はお母さんの血を飲んでいるんだよ』。

『お母さん、眠ねむくなったわ』

『こっちに来て一緒にお休み』

『お母さん、なんて長い爪つめなの』

『年のせいさ』

『お母さん、なんて長い髪かみなの』

『年のせいさ』

『お母さん、なんて長い歯なの』

『年のせい…………お前を食べるためさ！』

　で、この物語も、ここでおしまいだ。可哀かわい想そうな女の子は母親に会うことができなかったばかりか、母親の肉と血を食べさせられて、最後には自分も食べられてしまう。もちろん、教訓なんかもない。改かい訂てい前まえのグリムどころの騒ぎじゃないよね。ただひらすら不幸な女の子の、ただひたすらに悲ひ惨さんな話だ」

「……ひどい話ですね」

　半ばあきれたように答えた蒼あお衣い。少なくとも蒼衣は、自分が子供の頃にそんな理不尽に救いのない童話を聞かされた覚えは一度もなかった。

　それを言うと、神か狩がり屋やも頷うなずいた。

「そうだね。でもこれが『赤ずきん』の童話の、より古い形のものだとする説もある」

「元の『赤ずきん』はこれだったってことですか？」

「そう。あくまで一説だけど、ね。ともあれそんな『赤ずきん』の物語は脈々と悲劇的なイメージを喚かん起きしてきたらしくて、スウェーデンで作られた赤ずきんのバラードなんかは、樫かしの木の上に逃れた赤ずきんが助けを求めて恋人が馬で駆かけつけると、そこには血ち塗まみれの腕うでだけが残っていました、という筋らしい」

「……」

「あと、類話といえば、民話研究の多くでは『赤ずきん』は『七匹ひきの子やぎ』と同一モチーフの話として扱われるんだ。つまりこの話から物語的に重要な要素を抽ちゆう出しつすると、それは主人公の〝赤ずきんちゃん〟ではなくて、〝策さく略りやくを使って家に入り込み子供を食べてしまう狼おおかみ〟ということだね。正確には〝狼〟じゃなくて、〝凶きよう暴ぼうな人食い〟。現に『赤ずきん』の異話には狼じゃなくて〝人じん狼ろう〟が出てきて、バターとミルクを届けに来た女の子におばあさんの血と肉を食べさせ、服を脱いで一緒のベッドで眠ねむるように言う、という話もある。

　この話では、人狼の策略に気づいた女の子はトイレに行きたいと言って逃げようとする。人狼は逃げた時に分かるように、女の子の足に毛糸を結びつける。女の子は毛糸をほどいて、家の前にある木に結びつける。人狼は毛糸に手ごたえがあるので女の子が逃げたのに気付かず、気付いた時には女の子は逃げおおせていました、という筋」

「それ、どこかで……」

「うん、毛糸云うん々ぬんの展開は、日本で言うなら『三枚のお札ふだ』と似た展開だね」

　頷く神か狩がり屋や。

「この『三枚のお札ふだ』の場合は、狼おおかみの役をするのは〝鬼おに婆ばば〟だ。それから中国には『虎姑婆ホオクポオ』という話があって、これは人食い虎とらが母親や祖母に化けて、『七匹ひきの子やぎ』と同じ策さく略りやくで家に入り込む。そして留守番の姉妹と一緒に寝床に入って妹を食べ、姉の機転で退治される。ここではやはり姉の方がトイレに行きたいと言って逃げようとするんだけど、虎は妹の腸を姉に結び付けて、逃亡を防ごうとする。あとは……『三匹びきの子ぶた』かな。グリム版『赤ずきん』の二つ目の話は、狼の退治のされ方が『三匹の子ぶた』と同じだ」

「全部類話ですか？」

「もちろん。ただ、何をテーマとして注目するかで分類が多少変わってくるね。例えば注目するモチーフが〝赤いずきん〟なら、いま言ったような類話はほとんど排除できるしね」

「あー……なるほど……」

　考え深げに、頷うなずく蒼あお衣い。

　………………
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「……とは言ってもなあ」




　そんな話をしたのが、先日のこと。

　そして今日、蒼衣はその話を思い出しながら、どうにも困った溜ため息いきをついて、その『完訳版グリム童話』の文庫本を閉じた。

　類話も解釈も膨ぼう大だいになるこの『赤ずきん』の話は、事前に予測を立てることはおろか、テーマを絞しぼり込むことさえできなかった。なので蒼衣はそんな予備知識だけを頭に入れて、現場での情報から解釈の方向性を探って行こうとしていたのだ。

　しかし、肝かん心じんの事件の情報自体がない。

　唯一見つけたのは、いま蒼衣の目の前でバンに積み込まれた被害者である少女の遺い体たい。しかしその遺体さえも、この町の〈ロッジ〉のメンバーによって隠かくされていた。

　馳はせ尾お勇ゆう路じと、田たの上うえ瑞みず姫き。

　彼らはきっと何か情報を摑つかんでいるのだろうが、今日見た雪ゆき乃のへの丸出しの敵てき愾がい心しんを見る限り、すんなりと教えてくれるようには思えなかった。

　雪乃も、まるで協力を頼む気はなさそうだ。

　お泊りセットつきで颯さつ姫きを呼んだのがその証しよう拠こだ。雪乃は完全にこの〈ロッジ〉に期待することなく、独立して活動する気でいるのは明らかだった。

　その展開は、蒼衣としては正直悩ましい。

　予言と情報を基にした〈泡ほう禍か〉の解釈に雪乃はさしたる信を置いていないようだが、性格能力共に好戦性の強い雪ゆき乃のとは違って、その解釈と予測が蒼あお衣いにとっての〈泡ほう禍か〉相手にできる活動の大半なのだ。

　主に〈泡禍〉が発生すると思われる地区を見張って、見つけ次第攻撃を加えるというのが雪乃の腹積もりだろう。

　しかし、それに蒼衣の出る幕はほとんどない。雪乃の危険も負担も大きい。

　蒼衣は、雪乃には無事に日常に戻って欲しい。蒼衣は雪乃のように、心に〝病気〟を抱かかえた女の子に惹ひかれる。そもそも放っておけないのだ。

　そういう形でしか、蒼衣は女の子にはっきりとした好意が持てない。

　とはいえきっかけそのものはともかく、蒼衣が雪乃に好意を持っているという事実には変わりがない。普通だ。

　雪乃の危険をできるだけ減らしたいと思うのは、当然だ。

　しかし蒼衣が役立つには情報が必要だ。どうすればいいだろうかと、蒼衣は文庫本を手に頭を悩ませた。

「…………」

「……？」

　そんな考え込む蒼衣を、笑顔のまま不思議そうに見上げる颯さつ姫き。

　そうしていると、当の悩みの原因である雪乃が、旅行鞄かばんを持って、蒼衣たちの方へとやって来るのが見えた。

「……どう？　何かあった？」

　雪乃は冷たく鋭い目で、蒼衣に訊たずねる。

「いや、何も」

「そう」

　そっけなく答える雪乃。表情は冷たく冷静に見えるが、それは氷のように整った容よう貌ぼうがそう見せるだけで、内心には炎ほのおが渦うず巻まいているのは明らかだった。

　雪乃は、一人でこの神社森の外周を巡めぐっていたらしい。

　手にしたトランクは置いておいたのをわざわざ持ち出して来た。どこでいつ何があっても、すぐさま準備ができるように持ち歩くことにしたようだ。

「あ、そうだ。可か南な子こさんが言うには、腐ふ敗はいは遅れてるんじゃないか、って」

「そう。じゃあ、きっと行方ゆくえ不明になった時には、もう死んでたわね。あの子」

　おおむね〈泡禍〉に遭あって死んだ死体は〈悪夢〉によって何がしか変質するらしい。

　腐敗しなかったり、逆に急速に腐敗したりと一定しないので、遺い体たいの状態から死亡時期を推定しても役に立たない場合が多いそうだ。

「……とにかく、これを糸口にするしかないわね」

「そうだね」

　どう糸口にするつもりなのか、二人の心積もりには大きな乖かい離りがありそうだが、とにかく蒼あお衣いは頷うなずいた。

　見つかった死体。そして勇ゆう路じと瑞みず姫きは、そのことを知っている。

　確か話によると、このバラバラの行方ゆくえ不明少女は勇路の友達らしい。

　蒼衣は『行方不明』の看かん板ばんに目をやる。そこに貼はり付けられている、白黒コピーされてかすれた、それでも快活そうな様子は分かる、もう生きていない少女の写真。

　会ったことも話したこともない、ただこのかすれた写真と、物言わぬ死体だけを見知っている少女。

　そんな少女に、蒼衣はどうしようもないことを理解しつつ、申し訳ない気分になった。

　そして少女の友達でありながら、バラバラ死体を先に見つけたと思われる勇路は、その時どう思ったのだろうかと蒼衣は物思いに沈んだ。

　森の中の少女の断片。

　まるで赤ずきんのバラードの、救えなかった、赤ずきん。




　………………
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　……五畳じようばかりの部屋に、車座に座る六人の少年少女。

　これが今の馳はせ尾お勇路にとっての、秘密を共有し、斎さい藤とう愛まなを守る仲間の全すべてだった。

　マナの自宅の、マナの部屋に集合した友達グループ。正確にはマナの友達グループに、勇路と瑞みず姫きとを加えた、四人プラス二人による、六人のメンバーだ。

　ベッドの上にマナが布団を被かぶって座り、勉強机の椅い子すに勇路が胡坐あぐら。

　後はそう広くない床ゆかに、瑞姫を含めた四人の少女が、てんでに座っている。

　瑞姫は勇路の座る椅子の横に、輪から少し外れるようにして、じっと無言。この場で瑞姫が何か発言したことは、ただの一度もなかった。

　男は、勇路一人だ。

　いくら勝手知ったる幼おさな馴な染じみの部屋で、さらに半分以上は共通の幼馴染というよく知った間柄とは言え、正直なところ女ばかりの中に一人では、かなり居づらかった。

　とはいえ、そんなことも言ってはいられない。

　勇路は今までそうしてきたように────いや、これからは今まで以上に、このメンバーをコントロールして情報を漏もらさないようにし、マナを守り、笑え美みが呼んだ〈雪の女王〉たちを出し抜かなければならないのだ。




「……で、あれからどうだ？」




　勇ゆう路じは揃そろった皆を前にして、まずはそう訊たずねた。

　このメンバーはここ一週間ほど毎日、見舞いという名目でここに集まって、定期報告と情報交換とをしていた。

　いつもならここで、マナのクラスメイト組の中で一番こまめな遠とお屋や環たまきがノートや配布物をマナに渡す。しかし今日は土曜日なのでそれはなく、報告会だけの集まりだ。

　一週間も経たつと、もうそろそろメンバーの危機意識が薄うすれてきている。

　とは言え〈雪の女王〉がこの町にやって来た今、勇路にとっては正念場なので、言葉にも自然と力が入る。

「何か変わったことはあったか？」

　問う。いつもの内容の問い。

　ここで勇路が訊ねているのはメンバーそれぞれの、身辺に起こった、あるいは身辺で見聞きしたことについてだった。

　律りつ子こは見つかったか。

　怪奇現象は見なかったか。

　あるいはそれらについて、何か噂うわさは聞かなかったか。

　しかし中でも重要なのは、大人おとなの動向だった。つまり教師や警察が話を聞きに来たかどうかなどの、新しん宮ぐう律子の行方ゆくえ不明に関する、捜そう査さの動向についてだった。

　この集まりは、マナを守るためのものだ。

　律子をさらった、〝霊れい〟から守るためのもの。

　そしてもう一つ────〝大人の手〟から、守るためのもの。

　マナが行方不明になった律子と最後に一緒にいた人間だと知られれば、間違いなくマナは事情聴取のために、警察かどこかに連れて行かれるだろう。

　それを、防ぐ。

　というのも、もしもそうなってしまった場合、小心で挙きよ動どう不ふ審しんで噓うそもまともにつけないマナの証言は最悪に怪しいことは確実で、ひどく疑われるだろうことは間違いないからだ。

　大人に強く問い詰められようものなら、度を越した小心者のマナは立ち直れなくなる。

　ひょっとしたら最悪、冤えん罪ざいで犯人にされてしまうかもしれない。

　大人は、信用ならない。

　大人はいつだって、反論できない子供に疑いをかける。

　マナは小学校の頃、無実の罪で先生から疑いをかけられたことが何度かある。そのうちの一度に至っては、マナが犯人ということになってしまっている。

　全すべてはマナのタイミングの悪さと、小心さと挙きよ動どう不ふ審しんさが原因だ。

　すぐに疑われる。問い詰められれば反射的に謝る。喋しやべれなくなる。泣き出す。

　強く決め付けられれば、反論もできない。

　そのたびに勇ゆう路じたちが抗議した。そんなマナのような子供に対する大人おとなの理り不ふ尽じんを知っているのは勇路たちだけで、そのためこのメンバーは、マナが律りつ子こと最後に一緒にいたことを大人には秘密にして庇かばうことを決めたのだった。




「……バレてる感じはないと思うよ」




　勇路の問いにまず答えたのは、マナの友達グループの中心人物である東海林しようじ凜りんだった。

　デニムのミニスカートを穿はき、腰こしほどまである髪かみを後ろで束ねた活発な印象の美少女。小学校はもちろん幼よう稚ち園えんの頃から女子の中心として振る舞ってきた、勉強も運動もできる筋金入りのリーダーだ。

　勇路とマナの共通の幼おさな馴な染じみでもあり、女子におけるマナの保護役になっている。

　プライドが高く、横暴な部分も多々ある仕切り屋だが、彼女が自分のグループにマナを受け入れたのは、マナにとっては幸運なことだった。

「先生や婦警さんが話を聞きに来たのは最初だけ。みんなそんな感じ。……だよね？」

　凜は言う。

　そして最後に付け足された凜の確認に、他ほかのメンバーが、それぞれ答えて頷うなずいた。

「うん、そんな感じ」

「うん」

「……そか」

　椅い子すに猫ねこ背ぜ気味に胡坐あぐらをかいたまま、勇路は頷く。凜はここに来る間に、すでに他のメンバーの意見を取りまとめていることが多かった。

「この調子なら、誰もマナとリッコが一いつ緒しよにいたの、見てなかったんじゃない？」

「そうかもな」

「もう一週間、何もないんだし」

　それには勇路も同意する。

　実のところ、最初の数日でそれは見切っている。マナ自身とこのメンバーが、きちんと秘密を守ればそれでいいのだ。

　問題は……




「……ゆーじ君の方は、何か分かったの？」




　一人この中で正座している、遠とお屋や環たまきが言った。

　凜りんと似たような髪かみ形がたをしているが、口元に黒子ほくろがある、凜とは違って大人おとなしく物静かな印象の子。だが実際はどちらかと言うとお姉さん気質で、そう大人しくもない。

　勇ゆう路じ、マナ、凜との幼おさな馴な染じみグループの一人でもある彼女のその問いに、勇路は苦虫を嚙かみ潰つぶした表情を作った。

　あながち演技でもなかった。

　そして勇路は、首を横に振った。

「駄だ目めだ。あれから何も起こらねー」

　これも噓うそではない。

　勇路は何か起こったら連絡するようにとマナに言い含め、この家を、街と、特にあの神社森を暇ひまさえあれば見張っていたのだが、にもかかわらずこの一週間、何も起こった様子がないのだった。

　笑え美みの言う『予言』と〈雪の女王〉の一件がなければ、とっくに〈泡あわ〉の内包していた〈悪夢〉が尽きた、終了済みの事件だと判断しているだろう。笑美はこの一週間にわたって何も情報が得られないことに関して勇路にちくちく言うが、実際には初動の後は何の情報も渡していないのではなく、何も起こっていないのだ。

　勇路は正直、今の段階では『予言』さえ疑っていた。

　これが笑美たちの言うような巨大な〈泡〉だとは、とても思えないのだ。

　引き上げ際ぎわを見失っている状態に近かった。実際に〈雪の女王〉がやって来て、そして現在も継続してマナが怪奇現象の記き憶おくに怯おびえているという事実がなければ、とっくに終了宣言をしている。それくらいに何もないのだ。

　事件の起こった森の中でも、勇路が見つけたのは律りつ子この無残な死体のみ。

「あ、あ、あの……じゃあ、リッちゃんの手がかりは？」

「悪りぃ。まだない」

　このメンバーの最後の一人、小学校から律子の友人だった岡おか知ち沙さ都との問いかけに、勇路は平然と噓を答えた。

「そ、そう……」

「おれも困ってるんだ」

　瑞みず姫きの〈断だん章しよう〉を使って死体を見つからないように隠かくした勇路の返答に、知沙都は何も言えず俯うつむいて自分の髪をいじる。ほおずきのような赤い飾りがついた髪留めで髪を二つ縛しばりにした子供っぽい容姿の知沙都。彼女は律子にくっつくようにして中学に上がって来たもののクラスが分かれ、結果そのクラスでリーダーシップを発揮した凜に拾われてグループに取り込まれたという、気の弱い少女だ。

　ある意味、マナと少し似ている。

　そしてそのマナは同じクラスになった律りつ子こと仲良くなり、その結果として『マナ・凜りん・環たまき』のグループと、『律子・知ち沙さ都と』のグループがくっついて出来上がった仲良しグループがこのメンバーだ。

　これまでも、幼おさな馴な染じみたちの友達として、何度か顔を合わせたことがある。

　そしてこの知沙都は、どうも勇ゆう路じを怖がっているふしがある。

　勇路は目つきも態度も言葉遣づかいも悪いので、仕方がないと言えば仕方がない。

　ついでに言えば興味もない。勇路は凜とは違って社会性にも弱者救済にも関心がないので、こういうお荷物はマナだけで充分だった。

　マナと知沙都はやはり通じるものがあったらしく仲良くなったが、勇路は知沙都のことまでは知ったことではない。勇路に引っかかる部分があるとすれば、その知沙都が頼りにしている律子がもういないことを隠かくしていることだが、〈騎き士し〉の役目のための非情と割り切った勇路には、もはやそのことに罪悪感はない。

　死体となった、律子。

　思えば勇路の記き憶おくにある律子は、人ひと馴なれしていない知沙都やマナが懐なつくのも分かるような、誰にでも話しかける、潑はつ剌らつとした世話好きっぽいスポーツ少女だった。

　だがあれは勇路が見るに道みち端ばたの猫ねこにだって同じ調子で話しかける躁そう病びよう気味の女で、気配りや空気を読む能力が決定的に欠けているタイプだった。あれの言葉について行った知沙都やマナは、時々忘れられて馬鹿を見たのではないだろうか。

　ともあれ、今となってはどうでもいいのだが。

　勇路にしてみれば死んだからといって長々とショックを受けるような間柄ではなかったし、いまやその死体をどうするかということで勇路を悩ませる、頭の痛い物体だった。

　これから、どうすべきだろうか？

　今は〈雪の女王〉がいる以上、迂う闊かつには動くことはできない。

　勇路が考えるべきことは、マナの身の安全だ。第一には〈雪の女王〉の追跡から、第二にはすっかり鳴りを潜ひそめた、本当に続いているのかも分からない、あの人を喰う〈泡ほう禍か〉から。

　方針を、考えなければいけない。

　勇路は、その守るべき相手に呼びかけた。

「斎さい藤とう」

「…………」

　返事がない。こんな話をしている最中にもかかわらず、マナはぼーっと知沙都がいじっている髪かみの毛先を見つめていた。

「おい」

　こういうのはいつものことだが、さすがに苛いら立だちで声が荒くなった。

「おい！　斎さい藤とう！」

「ぅえ……え!?　な、なに？　ゆーくん」

　その声に、ベッドの上でびくんと飛び跳はねて、慌あわてて顔を上げるマナ。

　ついでに全く関係ない知ち沙さ都とが、同じように小さく飛び上がった。途と端たんに凜りんが、非難がましい目を勇ゆう路じに向けて言った。

「声大きい！　マナ相手に威い張ばってるつもり!?」

　人のことが言えるか、と思ったが、言えば十倍になって返って来るので勇路は顔をしかめて口をつぐんだ。女、特に複数いる女と口喧げん嘩かしても何の益もないと、勇路は彼女らとの長い付き合いで確信していた。

　しかしこうして見ると、ここで焦あせっているのは勇路だけだ。

　全員口には出さないが、律りつ子このことはすでに諦あきらめが入りかけている。

　なので、マナへ伸びる捜そう査さの手と、心しん霊れい現象の手、そのどちらも動きがないのなら、事態は収束に向かっていることの証あかしでしかなかった。

　彼女らは〈騎士団オーダー〉については知らない。当然〈雪の女王〉についてもだ。

　説明するわけにもいかない。勇路だけで何とかするしかない。せめて彼女らには、雪ゆき乃のたちに尻尾しつぽを摑つかまれないよう口をつぐんでもらい続けるしかない。

「ゆーじ君」

　そんなことを考えていると、環たまきが勇路を呼んだ。

「なんか苛いらついてる？　疲れてない？」

「……あー、そうかもな。悪りぃ」

　勇路は素直に答えた。ここは引いた方がいい。それに疲れているのも事実だ。

　環は言った。

「ゆーじ君、あのさ、リッちゃんのために頑がん張ばってくれてるのは嬉うれしいけど、私たち中学生だよ？　マナを大人おとなから守れただけで大勝利だと思わない？」

「……あ？」

「だから、マナはそろそろ心配はやめようよ。それからゆーじ君は無理しないように」

　言って、環は次に皆へと顔を向けた。

「それから私たちは、リッちゃんの無事を祈りながら、マナを守れたことを喜ぼうよ？」

　ゆっくりと、しかしはっきりと言い聞かせるような環の言葉。それによって先ほどの勇路の大声をきっかけに緊張した部屋の空気が、申し訳なさそうに消沈した。

「………………そうだな」

　勇路も溜ため息いきをついて、肩かたを落とした。

　律子の死体を隠かくしている噓うそに、勇路はそのとき初めて、微かすかな罪悪感を覚えた。
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　　　四章　　この獣はさまよいの道に







　　　　１




　路地を曲がった瞬しゆん間かん、勇ゆう路じの目が大きく見開かれた。




「………………!!」




　息を吞のみ、慌あわてて元の曲がり角に引っ込む。跳はね上がる心臓。鼓こ動どうと呼吸。

　曲がり角で突然飛び退すさり、民家の塀へいに背中を張り付かせて隠かくれた勇路を見て、びっくりした表情をする瑞みず姫き。

　そんな瑞姫に目もくれず、勇路はその場で路地から身を隠したまま、思わず歯は嚙がみした歯の奥から、呻うめくような声で一言呟つぶやいた。

「……〈葬そう儀ぎ屋や〉だ……！」

「！」

　勇路の呻うめきを聞いて事態に気付いた瑞姫が、今さら隠れるように塀に身を寄せて勇路のシャツの袖そでをつまんだ。

　それを「動きづれえよ」と邪じや険けんに振りほどき、勇路は曲がり角の向こうを、少しだけ身を乗り出して注意深く覗のぞき込んだ。

　路地の向こうに見えるのは、神社森の正面にほど近い、森の外周の一部。そしてそこに停まっている霊れい柩きゆう車しやじみた威い容ようをした、関東周辺の〈騎き士し〉で知らない者はない、〈葬儀屋〉の象徴とも言える黒塗りの大型バンだった。

「くそっ……」

　この町で死人が出るほどの〈泡ほう禍か〉が起こったのは片手で数えられるほどだが、それでも見たことがある。

「もう見つかったのかよ」

　呻く勇路。ここに〈葬儀屋〉がいるということは、そういうことだ。

　森の中にある、新しん宮ぐう律子の死体が見つかったのだ。瑞姫の〈断だん章しよう〉による人払いは〈断章保持者〉には効果を発揮しない。いつか見つかることは覚かく悟ごしていたが、初日で発見されるとは思わなかった。

　なるほど、〈雪の女王〉が有名なのは、伊達だてではないということだ。

　勇ゆう路じは悔くいる。場所を移すのは無理でも、やはり埋うめるくらいはしておくべきだった。

　最初に見つけて以来、勇路は律りつ子この死体を見に行っていない。何だかんだと強がっても、友人の惨ざん殺さつ死体に触ふれたり、長く見ていたりするのは気が進まなかったのだ。

　当初の計画に、〈騎き士し〉の捜そう索さくから隠かくす必要性がなかった、というのもある。

　一般人に死体が見つかって、事件が『失しつ踪そう』から『猟りよう奇き殺人』に格上げされれば目も当てられないため、それから隠すこと自体は〈騎士〉として当然の判断だ。

　勇路は自分でこの〈泡ほう禍か〉を解決した後でそれを笑え美みに告げ、あの死体を処理してもらうために、いずれは〈葬そう儀ぎ屋や〉を呼んでもらうつもりでいた。なので死体が処分されること自体は構わない。ただこの形では自分の手て柄がらどころか失点になってしまい、同時にこの森が〈泡禍〉の舞台になったのだと感づかれただろうことが、大きなマイナスだった。

「ちっ……」

　舌した打うちする。だが悔やんでもどうしようもない。

　利点と対策を考えるべきだ。あの死体を隠す必要がなくなったことはプラスだろう。ああやって死体を隠すために〈断だん章しよう〉を長期間発現させ続けているのは、正直瑞みず姫きにとっては、かなりの負担だった。

　今後は、瑞姫をもっと有効に活用できる。

　利点はそれくらいか。それを踏まえて、今後どうやって〈雪の女王〉を出し抜くか、そのためにどう行動するか、よく考える必要があるだろう。

　少なくとも『アプルトン』には、全すべてが終わるまで自分は行かない方がいい。

　後は、押さえられてしまった〈泡禍〉の現場である神社森に、今後はどうやって進入し、どうやって主導権を取り戻すかだ。

　思考をそんな風に巡めぐらせながら、森の方を見張る勇路。

　家に隠れて後ろ半分しか見えないバンの周りには、〈葬儀屋〉の助手である女性と、革かわ張ばりのトランクを提さげた時とき槻つき雪ゆき乃のが立っているのが見えた。

　……と、その瞬しゆん間かん、雪乃の鋭い視線が勇路たちがいる路地の方へと向く。




「!!」




　ほとんど反射的に隠れた。大丈夫だ。まだ見つかっていない。

　緊張で手が震えた。心臓の音が、自分の胸の中から大きく聞こえる。雪乃は周囲を見張っているらしい。恐らくは、勇路が現れるのをだ。

「………………」

　完全に敵視されたらしい。だが、望むところだ。

　どちらが優秀な〈騎き士し〉か決着をつける。まだ地の利と、人の利は自分にある。

　この〈泡ほう禍か〉が完全に終結したという根こん拠きよが見つかるか、根拠となり得るだけの時間が経過するまで、マナの存在を隠かくし続けられれば勇ゆう路じの勝ちだ。

　あるいは〈雪の女王〉はまだ高校生だ。日曜日である明日あすいっぱいが終われば、ひょっとしたら帰らざるを得ないかもしれない。

　それまで、どうすべきか。何ができるか。

　勇路は塀へいに背中をつけたまま何度か深呼吸したあと、横にいる瑞みず姫きに、低く抑おさえた声で問いかけた。

「……瑞姫。お前は何があってもオレに味方するな？」

　瑞姫は微かすかに緊張した顔で勇路を見上げて、こくこくこくと頷うなずいた。

「よし」

　それを確認すると、勇路は最後にもう一度路地の向こうに目をやって、自分がまだ見つかっていないことを確かめてから、瑞姫に視線だけで合図し、そっとその場を離れた。

　…………………………




　　　　†




　……皆は東海林しようじ凜りんが、マナのことを周囲から保護していると思っている。

　それは正しいが一面でしかない。あの凜という少女はマナにとって、周囲からのけ者にされないよう保護してくれる存在であると同時に、マナに密ひそかに服従を強いている、苛か烈れつで底意地の悪い暴君でもあった。




「…………はあ」




　斎さい藤とう愛まなは誰もいなくなった自分の部屋で、ベッドの上で窓から表を眺ながめていた。

　口から出たのは溜ため息いき。それは急に部屋が静かになったことに対する寂しさと不安と、それから部屋に友達がいた気疲れから解放されたことに対する安あん堵どとが、微び妙みように入り混じった複雑な溜息だった。

「…………」

　まだ明るいが、徐じよ々じよに夕刻にさしかかっている、そんな時間。

　窓ガラス越しに部屋へと入ってくる、微妙に力弱くなり始めた、外の光。

　窓まど枠わくに腕うでを乗せ、ガラスに顔を近づけて見る眼下の景色は、家の表を通る道だ。よその家の敷地に乗り入れないと車がすれ違えない半はん端ぱな幅をした、つい先ほど勇路や凜が帰って行くのを見送ったばかりの、どこにでもある住宅地の道だった。

　この近所の生活が、全すべて通り抜ける道。

　学校の行き帰り。出勤と帰宅。買い物の主婦。配達のオートバイ。

　こうしてこの道の行き来を眺ながめているのが、この部屋で過ごすマナの、一番好きな時間だった。しかし、いつもなら見える近所の住人の人通りは非常に少なく、それが子供たちのものともなると、もはやほとんどない状態だった。

　土曜日のこの時間にしては、あまりにも寂しい眺め。

　この近辺には小学生くらいの子供がいる家が多く、そんな家々の見知った子供たちが無む邪じや気きに遊んでいたり、通り過ぎたりするのを、ここから眺めるのがマナは好きだった。

　マナは概おおむね同世代以上の子より、年下の子との方が仲が良い。

　年下の子はこんなマナでもお姉さんとして扱ってくれ、同世代のようにマナを軽んじないので、マナの方も付き合いやすいのだ。

　そしてマナも年下を軽んじるほどの強さも自信も持っていないので、結果として子供からの受けもいい。

　要するにメンタリティーが同世代より年下に近い。しかし中学生当人たちにとっては決定的なその子供っぽさも、どうやら大人おとなから見れば似たり寄ったりらしく、マナは面倒見のいいお姉さんであると近所の大人からは思われていた。

　自然、小さな子の面倒を頼まれる機会が増える。

　結果、年下の友達が増え、人と対等以上に話せる状況はまんざらでもないので、ますます子供たちとの関わりが濃くなってゆく。

　しかし、それではいけないという思いは、マナにもあった。

　だから、年下の子供たちの中に自分から入っていくようなことはせず、こうして窓から眺めて、心の楽しみにするだけに留とどめていた。

「………………」

　だが、それもしばらくは見られないだろう。

　マナは溜ため息いきをついてレースのカーテンを閉め、ベッドに横になり、そして部屋が思いのほか薄うす暗ぐらくなったのに気がついて、頑がん張ばってベッドから手を伸ばし、電でん灯とうの紐ひもから伸びた延長ケーブルを引っ張った。

　蛍けい光こう灯とうが点ついて、部屋を照らす。

　しかしマナの主観とは違って窓から入る明かりは充分に明るかったらしく、明かりが点いた後も、部屋の明るさはそれまでと大して変わらなかった。

　元々、マナは電気を消して眠ねむれない性質だ。

　そして今は電気があっても眠れない。眠ると〝あの時〟の光景を夢に見て、また〝あれ〟が今にもどこからかマナへ向かって伸びて来るような気がして、不安でたまらなくなる。

　蠟ろうのように、白い〝手〟。

　律りつ子こを吊つり上げた、長い〝手〟。

　しかしあれ以来、夢に出てくる以外では目まの当たりにはしていないし、自分の怯おびえが生み出す錯さつ覚かく以外では、その存在を感じたことも、一度たりともない。

　自分でも分かっている。あれから、何も起きていないのだ。

　続く事件もだ。先ほど「心配するのはやめようよ」と環たまきに言われ、マナも納得してその時だけは「もうやめよう」と思ったが、こうしてまた部屋に一人になってみると、そんな頭で決めたことなどみるみるうちにしぼんで、代わりにまた本能の底から湧わき出してくる不安が、頭と体の中に広がるのだった。

　事件そのものは起こっていなくても、記き憶おくが見せる悪い夢と、それに毎夜怯える自分の恐怖は今なおはっきり継続している。

　しかしそれでは、周りを納得させられないことも分かっている。

　だが見たのだ。

　だがもう起こっていない、終わったこと。

　だが怖い。

　だがこんなことじゃ駄だ目めだ。

　だが見た。

　だが駄目だ。

　だが怖い。

　だが、

　だが、

　だが、

　だが……




　………………やっぱり、私は駄目な子だ。




　マナは〝上〟を見るのが怖いのでベッドで横を向いて寝転がり、黒雲に覆おおわれるような悲しい気持ちでそう思った。

　自分が何を思っても、何をしようと思っても、この弱さが、何もかも台無しにするのだ。

　何か人間関係に思うところがあっても、それを押し殺して守ってもらわなければ自分は生きていけない。

　何もできない。

　特に普通の人間が普通にそうしているように、普通に人間関係を構築することが、何故なぜかマナには生まれつき才能がないとしか思えないほど、致命的にできないのだ。

　話しかけることができない。受け答えすることができない。

　人の目が見れない。注目されるのが怖い。

　それどころか電話で話をすることさえ、マナには満足にできない。

　変に思われるのが怖くて、嫌きらわれるのが怖くて、それが怖すぎるあまりに、変に思われて嫌われるのがマナのこれまでの人生の全すべてだ。

　世の中には息をするように社交ができる人間と、それができない人間がいるのだと、マナは思う。

　もちろんマナは後者側の人間で、それを努力でカバーできる強さもないので、前者の人間に守ってもらわなければ、学校生活さえ満足にできない。

　誰かに縋すがらなければ、駄だ目めなのだ。

　そのどちらもマナにとって掛け値なしに辛つらいことだったが、自分で何かをするよりも、自分を殺す方が少しだけ楽だった。

　例えば……




「ひゃっ!!」




　突然携帯がメロディを鳴らし始めて、マナは驚いて飛び上がった。

　無ぶ遠えん慮りよに鳴り響く無機質な音の曲。それに耐えかねるように慌あわててベッド横の机から携帯を取り上げると、その光る画面には、凜りんの名前が表示してあった。




　そう、例えば…………東海林しようじ凜の庇ひ護ごを受けること。




　凜は皆の輪の中心になる人物で、マナのような弱者を庇かばってくれる一見有難いリーダーなのだが、その代わりそんな風にして従えた逆らえない弱者を使って、時折後ろ暗い面を肩かた代がわりさせることがある、巧こう妙みようで悪あく辣らつな面を持つ娘むすめなのだった。

「も……もしもし？」

『あ、マナ。ちょっといい？』

　電話に出ると、凜のカリスマ性を象徴するような澱よどみのない声が聞こえた。

　マナには決してできない話し方。凜にはそんなつもりはないのだろうが、それに押されるように、マナは電話の向こうに返事をする。

「う、うん……」

『そう、よかった。ちょっとマナに聞きたいんだけど』

　凜はマナの答えを聞いて、言った。

『最近、知ち沙さ都とはどう？　何か言ってない？』

　携帯の向こうで凜が口にしたのは、そんな質問。思えば今日、凜は女の子の中では一番最初に家に来たのだが、すでにここには勇ゆう路じがいたので、改めてこうしてその時に聞くつもりだった質問を電話してきたのだろう。

「え……？　う、ううん？　べつに何も……」

『そう……』

　マナの答えに、凜りんは次に、少し低い声で聞き直した。

『……ほんとに？』

「う、うん。ほんとに、何も……」

『そう。ありがと。じゃあいいの』

「うん……」

　それで、短い会話は終わる。

『じゃあ、またね』

「うん」

　電話は切れる。




「…………………………」




　後に残ったのは沈黙と、それに比例する重苦しい気持ち。

　これだけを聞けば友達を心配して、様子を探るための電話に聞こえるだろうが、実際にはそうではない。凜は知ち沙さ都とが、凜にとって不都合なことを言っていなかったかと、そう訊きいているのだ。

　つまりスパイ。そしてこんな会話は、今までに何度かあった。

　凜はマナと知沙都が仲良くなったのを知ると、こうやってこっそりと、知沙都の様子をスパイさせるようになったのだ。

「………………」

　マナは重苦しい気分になる。

　凜がこうやって知沙都の様子を探る電話をしてくるということは、きっと知沙都に何かをさせたか、あるいはいずれさせようとしているのだ。

　小学校の頃、マナに対してそうだったように。

　この凜という娘むすめは小学校の頃、自分に注目を集めたり、ライバルを陥おとしいれたり、あるいは自分の不都合を隠かくすために、時々マナを利用したのだ。

　凜は自分のグループを結束させるためにグループ内に共有の弱者を作ったりはしない。

　表向きには普通に付き合いつつ、弱者を庇ひ護ごしてその立場を擁よう護ごしながら、しかし当の弱者は完全に自分だけの弱者として従え、密ひそかに利用するというタイプだった。

　凜は人気者で、皆の中心人物。

　そして決して表向きにはそんな執しゆう着ちやくは見せないが、常にそうであり続けなければ気が済まない、そんな人間だった。

　小学校高学年あたりからは随分と落ち着いたが、それまでは酷ひどいものだった。

　例えば小学校の頃にマナにかけられた嫌けん疑ぎの大半は、凜りんがでっち上げたものとマナが凜の命令でやったこと、それから凜がやったことの罪をマナが被かぶったものの、いずれかであると言ってよかった。

　主に、物がなくなったり、物が壊こわれたりという事件。

　それは友達を庇かばう凜の姿を演出したり、あるいは凜の嫉しつ妬とを買った人間への嫌いやがらせだったりという、そんな理由のために、凜がマナを共犯者にしてやったことだった。

　凜が計画立案と、実行。

　一部の実行と、罪を被るのが、マナの分担。

　そして、そんな無実の嫌疑をマナにかけた先生への反感と、マナへの同情を、自分のグループ結束の原動力として使うのだ。そのため凜のいるクラスの女子の間では、先生の評判は代々すこぶる悪い。

　先生には災さい難なんな話だと思うが、それでもマナ自身も、先生は嫌きらいだった。

　凜やマナ自身がそのように謀はかったとはいえ、そんなマナの状況も見抜けずに、マナを犯人扱いして責め立てたことには違いがないからだ。

　大人おとなは、信用できない。

　それに比べればいくら汚お名めいが増えたとしても、友達の間で『守るべき可哀かわい想そうな子』としてマナを演出してくれる、凜の方が何倍もマシだった。

　自分は、凜の便利な道具でいい。

　相応の対価は得ている。それに今は凜の謀ぼう略りやくの舞台は彼女のクラスに移ったので、マナの身辺は平和だ。

　知ち沙さ都とには、悪いけれど。

　そんな知沙都も、今の大人びて落ち着いた凜の下もとならば、かつてのマナほど酷ひどい目には遭あってはいないだろう。

　だから、大丈夫。

　そうマナは、自分に言い聞かせる。

　自分は、何もできない。

　そんな自分を利益もなく助けてくれる人なんか、どこにもいない。

　幼おさな馴な染じみである、勇ゆう路じと環たまきを除いては。そして同じ幼馴染である凜は、マナを利用する代わりに、誰よりも大きな利益を、マナに与えてくれていた。

　マナは、まだ幸せな道具だ。

　では知沙都は、どうだろうか？

　自分の行動は知ち沙さ都とを裏切っていないだろうか？

「………………」

　マナは泥どろのような考えにふける。窓の外で、ゆっくりと日が沈んでゆく。







　　　　２




　蒼あお衣いたち以外に一人の客もいない『アプルトン』の店内に、店の奥の扉を開けて、時とき槻つき雪ゆき乃のが姿を現した。

「あら。可愛かわいい」

「……」

　見るなりそう言ったカウンター内の笑え美みに、むっとした表情になる雪乃。そんな雪乃は奥で制服から着替えた、ストイックな黒をしたゴシックロリータの服を着て、手にしたカッターナイフと携帯をゴシックデザインの小さなバッグに収めている最中だった。

　服を飾る無数のレース。漆しつ黒こくの長いスカート。

　特定の服装によって精神状態を誘導して〈断だん章しよう〉を汲くみ出し易やすくする、一部の〈騎き士し〉が安全弁を兼ねて行っている、雪乃にとっては戦闘服に当たる服。

　普段ならばその浮世離れした姿と存在感は、周囲の景色を歪いびつにする。

　しかしながら元より浮世離れした内装をしているこの店内においては、蒼衣の月並みな表現をするならば、何かの撮影のようにしっくりとはまっている。

「やっぱりその格好で出るんだ？　雪乃さん」

　カフェオレの注がれたカップを前にしてカウンターに座る蒼衣の問いに、雪乃は一見冷静に見えるが微かすかな険けんが覗のぞく表情で頷うなずいた。

「ええ」

　そうした後、雪乃は大窓から見える日が落ちつつある外の様子をしばし眺ながめ、そして兄妹のように並んで座っている蒼衣と颯さつ姫きの、その隣となりに流れるような動作で座って脚を組む。

　元々モデルのように姿勢と動作の綺き麗れいな雪乃は、こういうシチュエーションに組み込むと異様に映える。しかし日本では普通に暮らしている限りではこんな景観は皆かい無むに近く、しかも雪乃がこの格好をするのは百パーセント危険な事態のさなかなので、このように落ち着いた状況で雪乃のこの姿を見るのは、実は蒼衣も初めてだった。

「………………」

　カウンターに軽く頰ほお杖づえをつき、目元に苛いら立だたしげな色を滲にじませて、窓の外で沈みつつある光の色を睨にらむ雪乃。

　雪乃は時を待っている。先ほどの蒼衣とのやり取りの通り、雪乃はもう少し時間が経たって街に人通りが減った頃、このままあの神社森まで行くつもりだった。

　これまで蒼あお衣いの知る限り、明らかに〈断だん章しよう〉が必要になるだろう状況でない時に、雪ゆき乃のがこの服を出して来たことはない。そして今はその時ではない。にもかかわらず雪乃がこうしているのは、何かあった場合に〈断章〉を使うことを躊躇ためらう気がないということで、雪乃の苛いら立だちと焦あせりの具合が知れた。

　そんな微かすかな不安を滲にじませた蒼衣の視線に、雪乃が気づく。

「……何よ」

　雪乃は頰ほお杖づえをついたままじろりと蒼衣を睨にらむ。睨まれた蒼衣は困った表情をして、雪乃に言った。

「いや……雪乃さん、夜になったら森に火でもつけそうな顔してるから」

「殺すわよ」

　軽口八割本気二割の蒼衣の言葉に、雪乃は眉まゆをしかめた。

　しかしそう言った後、ふと雪乃は視線を外し、何かを考えるような表情をして、そしてぼそりと呟つぶやいた。

「…………それで片がつくなら、喜んでやるけど」

「……」

　そうだろうな、と思って、蒼衣は黙る。

　火は雪乃にとっては完全に恐怖の対象のはずだが、使うべき時にそれを使うのを躊躇ったことはない。恐れる素振りさえ見せたことがない。

　それが必要と分かれば、すぐにでもあの森を灰の山に変えるために動くだろう。

　とはいえ、そのいつも通りのひねくれ方をした雪乃の返答を聞く限りでは、見み境さかいを失ったりはしていないようなので、蒼衣は少しだけ安心する。

　そうしていると、

「ごめんなさいねえ。うちの子たちが反抗的なせいで」

　と笑え美みが言いながら、カップにカフェオレを注いで、雪乃の前に置いた。

「……でも、うちの子たちを見つけても乱暴なことはしないでね？」

「向こうの態度によるわね」

「だ、駄だ目めだって……」

　とんでもないことをさらっと言い出す笑美と、売り言葉に買い言葉の雪乃と、そのやり取りに焦あせる蒼衣。

「笑美さんも、雪乃さんを挑発するような言葉には気をつけて下さいよ……」

「挑発？」

　本気で何を言われているのか分からない風情で、首をかしげる笑美。

　蒼衣ばかりが焦っている。何となく今の状況を作った本当の張本人のような気がする笑美だったが、勇ゆう路じたちが神社森に被害者の死体を隠かくしていたと伝えられても、「あらあら」と困ったようにひとこと言っただけで、大した反応はなかった。

　いまいち何を考えているのか分からない。

　雪ゆき乃のが窓の方を向いたまま、笑え美みと目を合わせずに言った。

「どうせ私があいつらを私し怨えんで殺しても、『あの子は〈断だん章しよう〉を暴走させて〈異い端たん〉になったので殺しました』って報告すれば、この〈ロッジ〉には確かめられる人間がいないわよ？」

「ゆ、雪乃さん……」

　雪乃の物言いは露ろ悪あく的てきで刺とげ々とげしい。

　慌あわててたしなめる蒼あお衣い。しかし対する笑美は雪乃の言葉に困ったように頰ほおに手を当てて、軽く溜ため息いきをついただけだった。

「そうなのよねえ……うちの〈ロッジ〉には、〈泡ほう禍か〉を離れて感じられる人が一人もいないのよねえ」

　笑美は言った。

「水に浮かんだ泡あわがくっついていくみたいに〈保持者〉は〈泡禍〉と縁えんができやすいから普段はあんまり困らないけど、こんな時はちょっと不便よねえ……」

　そう言って雪乃の挑ちよう発はつを流してしまう笑美。乗って来ないのは有難いが、これでは雪乃を逆挑発しているのとあまり変わらない。

「ゆ、雪乃さん、穏おん便びんに……」

「うるさいわね。わかってるわよ」

　言いながらも、雪乃は不服そうに鼻を鳴らす。

「とにかく、こっちは勝手にやらせてもらうわよ」

「ええ、構わないわよ？　仕方ないものね。あの子たちにも困ったものねえ……」

「……」

　明らかに棘とげがある雪乃と、全く気付いていない笑美。

　きょとんとしたまま、ココアをかき混ぜ続けている颯さつ姫き。

　蒼衣一人が、このやり取りに振り回されて、はらはらし続けている。

　雪乃が勇路たちを殺すなどということはないと蒼衣は信じていたが、そんなことよりも雪乃の精神状態が心配だった。

　このまま何かあったら無茶をしかねない。どうにかしたいところだが、いま雪乃を宥なだめても聞いてくれそうになかった。

　そしていざ何か起こってしまえば、蒼衣にできることはほとんどない。

　現場型の雪乃と違って蒼衣は情報分析型だ。そして蒼衣が役に立つためには、分かっている情報があまりにも少なすぎた。

　蒼衣が知っているのは、行方ゆくえ不明事件と、神社森のバラバラ死体だけ。

　あとは夢ゆ見み子この〈グランギニョルの索さく引いんひき〉が予言した、『赤ずきん』。

　あまりにも少ない情報。ここから何か分かるだろうか？

　神か狩がり屋やは、何と言っていただろうか……？
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「……『赤ずきん』に関する膨ぼう大だいな研究の中で有名な説はいくつかあるけど、中でも壮大なのは太陽神神話と絡からめて考察したものだね」




　類話に関する話の後、神狩屋が始めたのはそんな話だった。

「太陽？」

「そう。これも元げん型けい論ろんの一種になるけど、世界には太陽が死んだ後に復活するという神話がたくさんあるんだ」

　その時、蒼あお衣いの記き憶おくでは、蒼衣は怪け訝げんな顔をしていたと思う。

「…………何がどうなって、太陽になるんです？」

「赤ずきんの死と再生だよ」

　こともなげに神狩屋。

「例えば日本神話は知っているかい？　太陽神である天あま照てらす大神おおみかみが天あまの岩いわ戸とに隠かくれてしまったというエピソードも、その〝死して再生する太陽〟の神話の一種ということになるね。

　……神話の多くはね、昼と夜だったり、夏と冬だったり、あるいは日につ蝕しよくだったりというものの象徴として、太陽の死と再生をよく描いているんだ。そしてこの説は、『赤ずきん』をその太陽神話の変形したものか、あるいは神話未満の土俗的な象徴民話だと解釈する。つまり太陽の象徴である赤いずきんの女の子が、死や夜や冬の象徴である狼おおかみに食べられて、やがて復活し夜明けや春が来る一種のたとえ話だとする解釈だ。ちなみにこの辺りからも分かるように、狼は多くの文化圏で〝死〟や〝悪〟や〝暴力〟の象徴とされている」

　神狩屋はそう言うと、テーブルに置いた『赤ずきん』の絵本の、表紙に描かれた狼の絵を、指し示してなぞって見せた。

「狼は『赤ずきん』を初めとして多くの童話で重要な役目を果たすけど、象徴学的にも極めて重要な動物だ。狼はキリスト教圏では悪魔の動物とされ、魔女の乗り物や化け身しんだと言われている。ギリシャ神話では、死者の国を管理する神ハデスが纏まとうのは狼の毛皮だ。心理学ですら、狼は〝獰どう猛もうな無意識〟の象徴と解釈している。

　もちろん肯定的な解釈もあるよ。狼は夜目が利くから、その輝く目から連想して〝朝日〟の象徴だと欧おう州しゆうの一部では考えられていた。またこれもギリシャの文化になるけど、狼そのものが〝死と再生〟を象徴していて、ゼウスの化身として崇あがめ、豊ほう穣じようを願って生いけ贄にえを捧ささげたりしていたらしい。あと狼おおかみに育てられた人間の逸いつ話わなどもあって、〝庇ひ護ご〟の属性を持つとする場合もあるね。とはいえやはり狼は主に恐怖の対象として見ることが一般的だったようで、童話なんかの物語に出てくる時は大抵悪役だ」

　そこで一拍置くと、神か狩がり屋やはさらに言った。

「この手の話に関係がありそうな狼の逸いつ話わというと、北ほく欧おう神話における世界の終わり『ラグナレク』で主神オーディンを殺すフェンリル狼ろうなんかがあるかな。そしてフェンリルの子供たちはさっきの象徴解釈そのままに、太陽と星を吞のみ込んでしまう。

　それから『赤ずきん』の狼といえばあまり知られてない話を思い出したけど、アウクスブルグのジンペルトという聖人の話があった。この聖人は狼の口の中から子供を救い出して、親元に返すよう命じたという逸話があるそうだ。まるで『赤ずきん』の狩人かりうどだね。

　人じん狼ろうに関する伝承では、人狼は呪のろいによって生まれたもので、多くは自覚なく夜になると殺さつ戮りくを行うという。逆に力を求めて狼を憑ひよう依いさせ、人狼になるという伝承もある。この辺りはついさっき言った、狼を〝獰どう猛もうな無意識〟とする心理学の解釈なんかと考え合わせると面白いかもしれない。同じ心理学系のユングなんかは、夢に出てくる狼を〝父親〟の暗あん喩ゆと分析したらしいけど」

「………………」

　そこまで言ったところで神狩屋は、ようやく難しい表情をしている蒼あお衣いに気がついて、調子良く喋しやべっていた声のトーンを落ち着かせた。

「……ああ、ごめん。つい連想のままに喋ってしまったね」

「あ、いえ……」

「白しら野の君が憶おぼえられなかったら意味がないからね。どうだい？」

「何とか憶えられてると思いますけど……」

　苦笑いで応こたえた蒼衣。神狩屋は頷うなずく。

「そう。じゃあ、憶え切れなかったり、気になったところはあるかい？」

　今度は訊たずねる神狩屋。

　そう言われた蒼衣はしばし頭の中で考えを巡めぐらせて、やがて考えをまとめて、神狩屋を見て口を開いた。

「じゃあ、ですね…………〝赤ずきん〟が象徴するのは、太陽だけですか？」

「赤ずきん、かい？」

「はい。〈泡ほう禍か〉が今までみたいに『赤ずきん』をなぞるなら、また〝配役〟を当てはめることになると思うので」

　答える蒼衣。

「〝狼〟はいま一応聞いたので、あと登場人物は〝赤ずきん〟と〝おばあさん〟と〝狩人〟ですよね？　あ、〝おかあさん〟もかな？　とにかくそれぞれ考えておいた方がいいかな、と思って。まずは主人公からかな、と」

「なるほどね」

　神か狩がり屋やは頷うなずくと口元に手をやって、視線を落として思考に沈んだ。

「……うーん、とりあえず思いつくのは、ユングの解釈かな」

　そして神狩屋は、やがて口を開く。

「ユングは、頭ず巾きんを被かぶることを〝死〟や〝消失〟の象徴とみなしたようだ」

「これも死ですか……」

「あと被った人間を大きく見せる被り物は、古来から〝身分〟の象徴とされていたね。昔の身分の高い人は大きな帽ぼう子しを被ってたろ？　烏え帽ぼ子しとか。聖職者とか。王おう冠かんとかさ。

　それで思い出したけど、童話『赤ずきん』の類話は、赤いずきんであったり帽子であったり一定しないんだ。でだ、今の日本でこそ〝頭巾〟と言われると素朴な印象を受けるかもしれないけど、どうもこれらの話が語られていた時代の欧おう州しゆうでは、元の原語と時代背景から類推するに〝赤ずきん〟はかなり華はなやかなお洒落しやれのイメージだったらしいね」

「へえ……？」

「後は……どうだろうね。〝おばあさん〟や〝狩人かりうど〟か……」

　神狩屋はそして、うーんと唸うなった。

「『赤ずきん』研究では〝狩人〟を〝父性〟の象徴と見たり色々だけど…………この辺りは狼おおかみ以上にどうとでも言える気がするなあ」

「普通におばあさんと、狩人のおじさんですしね」

「そうだね。老人は昔から〝知恵〟の象徴なことが多いけど、〈泡ほう禍か〉の解釈としてはどうだろう。状況が分かってみないと、どうとでも取れて、解釈しづらい配役だね」

「そうですね……」
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「……うーん」




　カフェオレの湯気が立つカップを手に眉まゆを寄せて目を細め、困ったように口を引き結んで蒼衣は唸うなった。

　困った。こうして考えると、やはり絶対的に〝配役〟が足りなかった。

　この〈泡禍〉の〝配役〟として確実と思われるのはたった一人、あの死体になってしまった行方ゆくえ不明の少女、新しん宮ぐう律りつ子こだけだ。

　被害者ということはこの律子が〝赤ずきん〟だろうか？　可能性は高い気がするが、まだ何とも言えなかった。

　他ほかには勇ゆう路じと、瑞みず姫き。

　瑞姫はバンダナが赤ずきんっぽいが、服装だけだ。

　あとは夢ゆ見み子この予言に引っかかった本人である、笑え美み。

　とはいえ〈グランギニョルの索さく引いんひき〉予言を受ける人間がこれから〈泡ほう禍か〉に巻き込まれる人間なのか、それとも目まの当たりにするだけでも引っかかるのかということが分かっていないため、他の人間よりは〝配役〟の可能性が高いものの百パーセント確実視することはできなかった。

　一応、蒼あお衣いと雪ゆき乃のも可能性はある。

　むしろ雪乃は望むところだろう。だがやはり何とも言えない。

　あの神社森を、赤ずきんのおばあさんの家がある森だと仮定するのは良いだろうか？

　必死で色々と考えるが、こう何も確実なものがないと話にならない。どうやら安心材料が皆無のまま神社森に向かうのは、このまま行けば避けられそうもなかった。

　……と、その時。




「あら」




　カウンター奥の棚たなに置いてあった電話機が、突如として鳴り出した。

　笑美は落ち着いた様子で電子音を立てる電話から子機を取り上げると、「もしもし」と受話器に話しかけ、そしてその名前を口にした。

「あら神か狩がり屋やさん」

「！」

　蒼衣は思わず、そちらを見る。

　笑美は雰ふん囲い気きのあるライトの光が照らすカウンターの奥でしばらく世間話のような調子で話をしていたが、やがて蒼衣の方にやって来ると、手にした子機を差し出して、蒼衣に向かって微笑ほほえんだ。

「神狩屋さんが、白しら野の君に替わって欲しいって」

「あ……はい」

　蒼衣は持っていたカフェオレのカップをカウンターに置いて、差し出された白い子機を受け取った。

　蒼衣の隣となりではココアをかき混ぜる手を止めた颯さつ姫きと、面倒臭くさそうながらも気にしているらしい雪乃の横目が、それぞれ蒼衣を見つめ、あるいは様子を窺うかがっている。

「……もしもし？」

　そんな中で、蒼衣は電話に出た。

　用件の予想はついていた。蒼衣たちが森の中で死体を見つけて色々と手配した時に、蒼衣たちの話から何か思うところがあったらしく、神か狩がり屋やは『少し情報収集してみる』と自ら申し出ていたのだ。

　おそらくは、その結果の報告。

　蒼あお衣いとしてもいま神狩屋と話せるのは有難い。蒼衣は電話の向こうへと、情報が少ないことへの焦あせりもあって、単刀直入に訊たずねて言った。

「お疲れ様です。何か分かりましたか？」

『……やあ、蒼衣君かい？』

　神狩屋の第一声。

『参まいったよ。本業の方でこれだけ忙しかったらいいんだけどね。そっちはどうだい？』

「さっぱりです。今にも雪ゆき乃のさんが無茶を始めそうで心配です」

「……殺すわよ」

　雪乃の機き嫌げんは少し損ねるだろうが、こうして絡からんでおけば、きっと意地になって無茶なことはしないだろう。

『はは……』

　そんな意図を含んだ蒼衣の言葉と雪乃とのやり取りに、神狩屋は小さく笑う。

『うーん、そうか。じゃあこっちの情報が役に立てばいいんだけど』

「何です？」

　即座に食いつく蒼衣。

　その反応に、神狩屋は電話の向こうで少し苦笑した気配をさせながら、それでもやや声を改めて、説明を始めた。

『ええとね……ちょっと君たちの話を聞いて気になったことがあって、現職警官の〈騎き士し〉に心当たりがあったから、少し調べてもらったんだ』

　まず神狩屋は、そう言った。

『それでね、白しら野の君。その町の様子を聞いた時も思ったんだけど、やっぱりその町で起こったっていう失しつ踪そう事件、経過がおかしいよ。事件そのものじゃなくて町の人間の反応がおかしいんだ』

「……町？」

　神狩屋が言ったのは考えてもみなかった単語で、蒼衣は驚きと不ふ審しんが半々ずつの微び妙みような声で訊きき返した。

『そう、町。その事件、ただの少女失踪事件にしては、町の住民の反応が少々過剰だと思わないかい？』

　蒼衣は首を傾かしげた。

「……そうですか？」

『過剰だよ。白野君、未成年者失踪の、大部分を占める原因を知ってるかい？』

「え？　いえ……」

『〝家出〟だ』

　神か狩がり屋やは言った。

『だからね、〝失しつ踪そう〟っていうのは例えそれが未成年でも、よほど特殊な状況じゃないと普通それほど大きな騒ぎにはならないんだよ。せいぜい最初に市役所から放送があって、警察に捜そう索さく願ねがいが出されて、ビラが貼はられて、見える限りの騒ぎは、それでおしまいだ。幼児や小学生だったらまた少し話題性が上がるけど、一通りの公開と呼びかけが終わったら、後は地味な捜そう査さになる』

「……はあ」

『ただしそれが〝拉ら致ち〟とか〝誘ゆう拐かい〟になると、話は全く別になる。車に連れ込まれるのが目撃されたとか、犯人から要求の電話がきたとか、事件が連続したとか、あるいは死体が見つかったとかね。

　つまり僕が何を言いたいのかというと…………その町の事件っていうのは、今のところはただの〝失踪〟であって、〝拉致〟でも〝誘拐〟でもないんだよ。知り合いに確認してもらったのはそこなんだ。調べてみたら案の定じよう警察の方には不ふ審しん人物の目撃情報とかはほとんど寄せられてなくて、にもかかわらず町の人間は何故なぜかいきなり子供の外出を控えているような戒かい厳げん状態になってるんだ。おかしいと思わないかい？』

「………………!?」

　ここまで説明されて、ようやく蒼あお衣いはこの町の何が異常なのかの、一いつ端たんを理解した。

『未成年者の失踪は年に数千件の単位で起こっていて、毎日のようにどこかの町の交番や掲示板には新しい捜索願のビラが貼られてる。でも白しら野の君は自分の町で、表通りから子供の姿が減るほどの警戒状態になったことがあるかい？　あるいは数百数千にも及ぶ町が、その町と同じ状況になっている？』

「……いえ」

　蒼衣は思わず声のトーンを落として、答える。

　つまりこの町の異常はそこだった。この町の住人は中学生の少女一人が数日家に帰らなかったという事実に対して、即座に全体が、〝少女を誘拐する何者か〟の存在への警戒を露あらわにしたのだ。

　まるでこの町に、〝それ〟が存在しているのだと知っているかのように。

　思い出してみれば森にあった『行方ゆくえ不明』の立たて看かん板ばんは警察ではなく手作りされたもので、しかしそれはあたかもこの近辺で誘拐されたとでも言いたげな、明らかに誘拐を想定した不安を煽あおる文もん言ごんで書かれていた。

　それらを見て、かつ街の雰ふん囲い気きを肌はだで感じた蒼衣たちだからこそ、もしかするとかえって気づかなかったのかもしれない。

　町の中にいると当たり前のように感じるせいだろうか。街全体を覆おおう〝誘ゆう拐かい者しや〟を警戒する空気に、蒼あお衣いは疑問も感じなかったのだ。

　あるいは〈泡ほう禍か〉という加害者の存在を前提としている、蒼衣たちだからかもしれない。

　しかし、そのように〈泡禍〉を前提としている蒼衣たちが疑問に思わないということは、その事実こそが、普通に考えれば異常に他ほかならないのだ。




「……この町は、〝何か〟を恐れている……？」




　蒼衣は、呟つぶやくように言った。

　気がつけば脇わきで漏もれ聞こえる会話を聞いていた雪ゆき乃のの表情も、冷静で真剣なものになって、蒼衣の持つ電話の子機に耳を寄せていた。

『そういうことになるね』

　神か狩がり屋やは言う。

『で、もう少し探さぐりを入れてみたら、妙みような話があった。 その町には行方ゆくえ不明事件後に、妙みような噂うわさが子供の間に広まったみたいなんだ』

「噂？」

『警察も把は握あくはしているけど、真剣に取り扱うわけにいかない話、ということになるかな。むしろ理性的な人間や組織ほど、無視するかもしれない。ただ小学校のＰＴＡが、何日か前に緊急で〝それ〟に関するプリントを配布したらしい。小学生の間に爆発的に広がった噂話で、中学生以上は知らないか気にしてなくて、小学生の子供を持つ保護者は何となく不安に思ってたり迷めい惑わくに感じてたりする……と、そんな感じじゃないかな』

「どういうことです？」

　勢い込んで訊たずねる蒼衣。

『えーとね』

　だが神狩屋は、どこから話せばいいかと迷う風ふ情ぜいで、言葉を濁にごした。

　気が急せく蒼衣。しかしそんな蒼衣を置いたまま神狩屋はしばし考えて、言葉を選び、それから口を開いた。




『白しら野の君──────〝赤マント〟っていう怪談は、知ってる？』




　そしてそんな、神狩屋の言葉。

「は？」

『赤マント。都市伝説とか怪談の一種だけど……聞いたことないかな？』

　思わず間抜けな声で聞き返してしまった蒼衣に、神狩屋はちょっと申し訳なさそうな調子になって、しかしそのまま先を続けた。

『赤マントというのは主に学校怪談の一種でね。〝赤い紙〟とか〝赤い半はん纏てん〟とか、内容はほとんど同じよく似た類話がたくさんある、問答型の怪談なんだ。これがどういうものかというと…………学校のトイレに入ると「赤いマントはいらないか」とどこからともなく問いかけられる。それに適切な答えを返せないと、まるで赤いマントを着ているように血まみれの姿で殺されてしまうという話なんだけど……』

「ああ、ありましたね、そんなの」

『そうか、知ってたようで良かったよ』

　何故なぜかほっとしたような息をつく、神か狩がり屋や。

『でもこういうのは、いまどきは流行はやらない話だったりするのかな？　で……とにかく今現在その地区の小学校では、いまさらその〝赤マント〟の噂うわさが急に流行したらしい。一部の児童が本気で怯おびえたりして登下校なんかに支し障しようが出るパニックが起きたから、ＰＴＡと通じてプリント配布という事態になったようだね。幸いネットに自治体ＰＴＡのサイトがあって、そこにお知らせが書かれていたからこれは間違いない』

「それが、町の警戒の原因ってことですか？」

　蒼あお衣いは訊たずねた。

『結論は、そうなるね』

　肯定する神狩屋。

「でも、学校のトイレの話ですよ？」

『そこが問題なんだよ。これは僕としては興味深いところなんだけど、その町の子供たちに広がっている〝赤マント〟の噂は、学校怪談として知られているものとは少し違っていて舞台が町になっているんだ。実は昭和初期に、東京に〝赤マントの怪人〟が子供を誘ゆう拐かいして殺すという噂が広まって、パニックになった事件なんかもあってね。話の傾向としては、それに近いかもしれない。

　いいかい、その町の子供に広まった〝赤マント〟の噂の内容はね────




　夕方赤いアクセサリーを頭につけて外を歩いたら、赤マントに声をかけられる。

　そしてそれに返事をしたら、さらわれて殺されてしまう。




　おそらくこの噂を信じている小学生にとっては、あの女子中学生失しつ踪そう事件の原因は明白なはずだよ。そして信じていない親たちにしてみても、いくら頭では無関係だと考えたところで、無意識に不安が広がるのは、どうしようもないはずだ』




　………………………………………………
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　　　　１




　岡おか知ち沙さ都との髪かみに揺れる、ほおずきのような、赤い髪留めの飾り。




「………………」




　俯うつむき加減の無言の歩み。そのとき知沙都はすっかり夕刻の色に変わってしまった空の下で、広大な住宅地の中を、たった一人、とぼとぼと歩いていた。

　マナの家から出て皆と別れた後、もうかなりの時間が経たった頃だった。

　もう全員が家に帰り着いているだろう時間。そんな時間に知沙都はまだ外にいて、しかも自分の家ではなく、マナの家に向かう方向へ、一人道を歩いていた。

　忘れ物に、気づいたのだ。

　知沙都はトートバッグを持ってマナの家に行き、部屋の隅すみに座って、そしてバッグを部屋の隅に置いて、そのまま忘れて帰ってしまったのだ。

　来る時には持っていたはずのバッグを持っていないことに、自分の家が見えるくらい帰るまで、全く気づかなかった。「あっ」と気づいて呟つぶやいた時にはもう遅い。知沙都は自分の家を目の前にしながらもマナの家に忘れたバッグを回収するために、色が変わりつつある空の下を、再びもと来た道へと引き返す羽は目めになっていた。

「………………」

　その歩みは寂しげで、重い。

　全然嬉うれしくない事実だが、あの友達グループの中で、マナの家から一番遠いところに住んでいるのが、当の知沙都だった。

　この町の子供はみんな同じ小学校に通っているが、それでも知沙都とマナが中学生になってから出会ったように、二人の交友は全く重なっていなかった。マナは駅に比較的近い場所に住んでいて、逆に知沙都は外周部。そしてこの町は最初まとめて開発されて造られた経けい緯いがあるので、駅近くに行くほど住民が古く、外に行くに従って家と住民が新しくなってゆく傾向があるのが、マナと知沙都の交友関係が重ならなかった最も大きな原因だった。

　この方面に帰るのは、あのグループの中では知沙都と律りつ子こだけ。

　その律りつ子こが行方ゆくえ不明になってしまった今、知ち沙さ都とはマナの家からたった一人で、片道十五分ほどの道をずっと歩いて帰っていた。

　それだけ歩いているのだから途と中ちゆうで忘れ物に気づきそうなものだが、ぼんやり者の知沙都はほとんど最後まで気がつかなかった。知沙都は一人で歩いていると、周りが全く見えなくなって、帰りの道中の記き憶おくがほとんどなくなるほど、ぼんやりと深く考え事にふけりながら歩く癖くせがあったのだ。

　やはり同じく癖で、自分の髪かみの毛先をいじりながら。

「………………」

　こうして自分のぼんやり加減に落ち込みながらも、知沙都はその落ち込みについて、やはりぼんやりと考え込みながら、道を歩いていた。

　知沙都はぼんやり者で、本が好きで、人見知りの癖くせを赤ん坊の頃から引きずり続けている引っ込み思案な女の子だ。

　概おおむね周りからは臆おく病びような子だと思われているが、実は極端に苦手なのは人だけで、しかしこの世の中では何かをしようとすると人が関わらないものが少なすぎるので、大抵のことに臆病になってしまうという、そんな女の子だった。

　よく知らない人間が苦手で、人の目が苦手で、人に話しかけるのが苦手で、人の輪の中に入るのが苦手。

　ずっと一人で本を読んだり、考え事をしているのが好き。

　だがもちろん、それだけではいられない。だからというわけではないが知沙都は幼い頃にこの町に引っ越して来た時、何の屈くつ託たくもなく話しかけてきてくれた近所の子、律子にくっついて歩いてきた。

　人ひと馴なれしていないので、向こうから仲良くしてくれる人間には無条件に弱いのだ。

　それ以来、知沙都は律子にべったりだった。

　このバッグの忘れ物も、律子と一緒なら、もっと早く気づいてくれていただろう。

　律子は屈託がない代わりに細やかな配はい慮りよに欠けていたが、落ち着きがないぶん次々に視線や関心が移るので意外とそういうことには気がつく人間だった。

　律子が何を思い何を見て何に気づくか、知沙都は誰よりも知っている。

　律子の後ろに隠かくれずに生活するのは、知沙都にとっては不安以外の何物でもない。

　今は律子とクラスが分かれ、どうしようかと思っていたところを凜りんに拾われたが、やはり律子の方が……という思いが、確実に知沙都の中にはあった。

　だが仕方のないことだ。クラスが違ってしまったのだから、こればかりは子供にとっては運命のようなもので、どうしようもないのだった。

　凜のグループに入れてもらえ、イジメに遭あうことがないだけでも幸運だった。

　いつまでも律子の背中にくっついているだけではいられないのだから、これを新しい生活として、受け入れなければならない。

　そもそも真っ先に知ち沙さ都とに話しかけてきてくれた、凜りんのことも嫌きらいではないのだ。

　しかし凜がしきりに知沙都のことを可哀かわい想そうな子として扱おうとするのが、知沙都としては、最近とみに感じる戸と惑まどいだった。

　知沙都はぼんやり者で失敗も多いので、些さ細さいなことからも庇かばってくれるのは嬉うれしい。

　だが凜がそれをダシにして皆のリーダーシップを取っているのが、はっきりとした考えがあるわけではなかったが、変なお神輿みこしにでも乗せられているような感じがして、何だか居心地が悪かった。

　もちろん拒否する意思も、他ほかの選択肢しもありはしなかったが。

　きっとそのうち慣れる。それに凜はせっかく知沙都が何も言わなくても友達になってくれると言ってくれたのだから、知沙都の身になってみれば、どこにも拒む理由などなかった。

　凜はクラスで、唯一知沙都が頼れる大事な友達。

　しかしこんなことになってしまった今、知沙都を取り巻く状況は何かだんだんと異常な感じになってきていて、それに応じて凜に対しての違和感はだんだんと大きくなり、逆に律りつ子こへの想いはだんだんと募つのってゆくのだった。




　────リッちゃん、どうなっちゃったんだろう……




　とぼとぼと暗くなりつつある道を歩きながら、知沙都はそんな物思いに沈んだ。

　この状況はおかしい。律子がいなくなったことももちろんそうだが、マナが証言したその時の状況も、マナを守るためというあの集会もだ。

　しかし凜の知沙都に対する扱いのように、何がおかしいのか、はっきりとした形の考えにはなってはいなかった。ただ漠まん然ぜんとした居心地の悪さとして感じるのが、ぼんやり者の知沙都が認識できる、違和感の限度だった。

　それに、あの馳はせ尾お勇ゆう路じという少年も怖い。

　乱暴で不良っぽい。霊れい感かんの話は、みんなが言っているから疑っていないが。

　でも本当に、律子を見つけてくれるのだろうか？

　本当に、見つかるのだろうか？

　そして、知沙都は思う。

　そもそも律子は…………生きているのだろうか？




「………………」




　思わず嫌いやな考えになって、知沙都は心が沈んだ。

　それは禁断の疑問だった。心の底では何となく〝最悪〟を予感している、それがゆえの、決して考えてはいけない疑問だった。

　考えた瞬しゆん間かんに、心臓に錘おもりが下がったような感覚が胸の中を襲った。

　頭と心の中に黒い影が広がり、そして呼吸器に抵抗が加わったかのように、徐じよ々じよに息をするのが重く、深く、苦しくなっていった。

　日が落ちつつある翳かげった町の景色が、まるで心の中の景色のようだった。

　微かすかに吹く風はすでに夜気を含みつつあり、昼間に家を出た時のままの知沙都の服に、生ぬるく染み込んで、そして肌はだを撫なでた。

　事件のせいで人通りのない住宅街の道に、とぼとぼと響く、自分だけの足音。

　空からの光はすでに道路に影も作れないほど弱まっていて、アスファルトには街がい灯とうと玄げん関かん灯とうの明かりが、その前を通り過ぎるたびに形と角度を変えながら、知ち沙さ都との影を薄うすぼんやりと落としている。

「………………」

　自分の心象風景のような、寂しい光景。

　そんな光景の中を、俯うつむいて、歩く。




　とっ……とっ……とっ……




　と自分の靴くつが立てる足音が、ぼんやりとした明かりの中に続く道に、響いていた。

　延々とだれの姿も見えない、廃はい墟きよじみた雰囲気のある、がらんとした道に、たった一人自分だけの足音が、淡々と響いていた。

　道の両側を埋うめ尽くすのは、建たて売うり住宅の同じような壁と、同じような玄関のドア。

　そして同じような玄関灯。そこにあるのは壁と光が延々と同じ顔をして、延々と並んでいる、虚うつろな無限回かい廊ろう。




　とっ……とっ……とっ……




　どこまで行っても同じに見える、樹じゆ海かいのような広大な住宅街。

　立ち並ぶ同じ顔をした家々はあまりにも無機質で、まるで仮面のように人の生活が感じられず、まるで死んだ珊さん瑚ごの森のような広大な人工の樹海の中にたった一人取り残されて、世界の中で生きている人間が自分だけしかいないかのような、深い静寂と孤独感が世界を虚うつろに満たしていた。




　とっ……とっ……




　俯うつむけた視界に入るのは、歩を進める自分の靴くつの先。

　そして足元に広がるのは、白いぼんやりとした光に照らされて、色のないぼやけた万まん華げ鏡きようのようにくるくると移ろうぼやけた影。

　それらを見つめ、何か空気に違和感を感じながら、淡々と歩いた。

　同じような建たて売うり住宅が続く道を、淡々と、淡々と歩いて、そしてやがて足は街がい灯とうに照らされた、小さな十字路へと差し掛かった。

　と────




　とっ……




　その時、進んでいた足が、そこで、止まった。

　不意に奇き妙みようなものが、十字路を見る視界の中に入ったのだ。

　ずっと俯いていた視野が十字路に差し掛かったその途と端たん、同時にそれも視界へと入った。住宅の敷地に歪ゆがめられたように奇妙な角度で交わったその十字路の角に、その〝何か〟は、唐とう突とつに存在していた。

　夕ゆう闇やみの、十字路に。

　十字路という名の、唐突に開いた空っぽの空間に。

　塀へいの角、路地の陰から、人の頭ほどの高さに浮かぶようにして。

　それは────




　腕だった。




　死人のように真っ白で、引き伸ばされたかのように細く長い人間の腕うでが、塀の陰から行く手を塞ふさぐように生はえて、そして手招きでもしているかのようにだらんと脱力した形で十字路へと向けて伸ばされていたのだった。




「…………………………!!」




　見えた瞬しゆん間かん、びくん、と心臓が跳はね上がり、背筋に悪お寒かんが這はい上がった。

　ぬーっ、と陰からさし出されたその〝腕〟を見るや否や、あの友達を連れ去った〝腕〟の話が記き憶おくに蘇よみがえって、あっという間に体内を恐怖が這はい回り、一いつ斉せいに鳥とり肌はだが立って産うぶ毛げの逆立つ感覚が肌という肌を覆おおい尽くした。

　女の死体の腕の関節を引き抜き、肉を皮を引き伸ばしたように伸びた、その異様な〝腕〟。

　〝それ〟が突き出た夕ゆう闇やみの十字路を前にして、目を見開き、硬直し、悲鳴を上げることさえできずに、その場に凍こおったように立ち尽くした。

　おぞましくも、異様な光景。

　ここにいてはいけないことは本能が感じた。しかし恐怖で足が萎なえ、腑ふ抜ぬけたように足に力が入らず、背を向けて逃げ出すことはおろか、後ずさることさえままならなかった。

　膝ひざの力が抜け、そこに座り込んでしまわないよう必死で意思を保つのが精一杯だった。鳥とり肌はだが立って震える足を必死で支え、かちかちと音を立て始めた自分の歯の音を聞きながら、ただ目の前にある異様な物体を見つめたまま、そこに震える棒ぼうのように立ち尽くした。




「…………………………!!」




　声も出ない。息もできない。

　息をする音が〝あれ〟に聞かれそうで、その瞬しゆん間かんに取り返しのつかないことになりそうで、思わず最初に息を吞のんだまま、ひとつの呼吸もできなかった。

　息を詰めて、その異常な〝モノ〟と対たい峙じする時間。

　その時間の経過さえもが怖い。その〝腕うで〟は十字路に突き出たまま、だらりと手首を下げて、ぴくりとも動かなかった。死んだモノのようだった。

　否────




　ずるっ、




　とその瞬間、〝腕〟が路地の向こうに手た繰ぐり寄せられるようにしてその長さを減らした。

「!!」

　ぎょっとした。思わず足が動き、一歩下がった。

　しかし〝腕〟はそのまま、その動きを止めなかった。

　白い〝腕は〟そのまま手繰られるような重い動きで徐じよ々じよに塀へいの陰へと吸い込まれ、まるで悪夢のように、十字路の見えない向こうへとゆっくりと引っ込んで行った。




　ずるっ、ずるっ……




　音でも聞こえそうなほどの、重い動作。

　それでも〝腕〟は確実にその長さを減らして、やがて手首から先を覗のぞかせるだけになり、それもすぐに見えなくなって、やがて夕ゆう闇やみの十字路には元のような虚うつろな空間だけがぽっかりと残るだけになった。




　しん、




　と虚うつろを、静寂が満たした。

　一いつ瞬しゆんの空白。思考が止まって、時間が止まった。

　次の瞬しゆん間かん────




「──────────────────っ!!」




　わっ、と声にならない、悲鳴とも息ともつかないくぐもった音が喉のどから溢あふれ出し、圧縮されていた恐怖と狂乱が頭の中で爆発した。顔が引き攣つり、肺と心臓がひっくり返って、動くようになった身体からだの全すべてが、まるで留め金の外れたバネのように弾はじかれてその場所から背を向けて全速力で逃げ出した。

　頭の中は狂乱で真っ白に塗り潰つぶされ、何もかもが頭の中から吹き飛んでいた。とにかくあの十字路から少しでも離れようと、身体の中の全てが、その正体も分からぬままに、本能の恐怖に追い立てられて逃げ出した。

　手足を滅茶苦茶に振り回すようにして走り、足をもつれさせるようにして、もと来た道を走って逃げた。

　大きく見開いた目。

　延々と続く道と、がくがくと揺れる視界。

　通り過ぎるいくつもの玄げん関かんの前と、薄うす明あかりと薄うす闇やみ。

　そして横道や十字路を、一つ、二つ、三つ、四つと通り過ぎて────







「ねえ」







　その瞬間、突とつ如じよ横合いから女の子の声で呼びかけられて、反射的に目を向けた途と端たん、その細く暗い路地にいた目と口の部分にぽっかりと黒い穴が開いた真っ白な顔のようなモノと目が合って──────




「…………………………!!」




　見た途端総そう毛けだった。そしてその瞬間、暗がりから触しよく腕わんのように伸ばされた手に右腕を摑つかまれて、がくん、と走っていた身体からだがそれに引き止められて、息が止まるような衝しよう撃げきと共に、上半身が引きずり倒された。

「!!」

　もんどりうって道路に転び、息が止まった。

　脚を、肘ひじを擦こすったが、しかしそんなものは腕うでを摑つかんだ〝それ〟の存在に比べれば、全く問題ではあり得なかった。

　曲がり角の陰に潜ひそむようにして立っていた〝それ〟は、例えるなら死んだ人間から髪かみも鼻も耳も削そぎ落として全身を捏こね、元に戻すことを投げ出したような、異様でつたない造ぞう作さくをした〝ニンゲン〟だった。そのおぞましい造形物は粘ねん土どを練っただけのような白い胴体に、ぽっかりと三つの黒い空洞だけが開いた頭部を載のせて、異様にほっそりとした長い手足を伸ばして、暗がりの路地に立ち、腕を摑んでいた。

「あ……あ……あ……!!」

　悲鳴にならない喘あえぐような悲鳴を上げて、必死で逃げようと足あ搔がいた。

　抜けて立たない腰こしを引きずり、手と足でアスファルトを引っ搔かいて、そこから何とか逃れようと、腕を摑まれたままで必死でもがいた。

　しかし腕を摑む〝手〟はますます力を増して、獲物の身体をずるずると引きずった。奇き妙みように湿った冷たい手に腕を摑まれたまま、逃げようとする抵抗を完全に無視されて、がりがりと音を立てて、身体が暗い路地へと引きずり込まれていった。

　四つんばいで逃げようとしたところに髪を摑まれ、ひっくり返された。

　天地が回った。引っ張られた髪が痛んだ。

　摑まれた腕の肉が引き攣つれ、肩かたが外れそうに痛んだ。

　そして服の背中が摩すり下ろされるような感覚と共に、背中から道路を引きずられ、熱とも痛みともつかない強い摩ま擦さつの感かん触しよくが、背中一面を激しく削けずった。

　全身が引きずられた。靴くつの裏がアスファルトを擦る音も虚むなしく、身体は完全に暗い路地の中へ引き込まれた。

　そして、暗く狭い路地と空とを見上げる視界に、〝それ〟がぬうっと顔を出した。

　生白い屍し肉にくを団だん子ごにしたような造作の頭部に開いた、ぽっかりと黒い空洞のような眼がん窩か。それに見下ろされて、思わず「ひっ」と肺が息を吞のみ、そして次の瞬しゆん間かん喉のどの奥から、凄すさまじい絶叫として吐はき出され……




「…………げっ！」




　喉を摑まれた。

　悲鳴は形になる前に潰つぶされて途と切ぎれ、息ができなくなり、目を見開いて涙なみだを流しながら、アスファルトを引っ搔かいてもがいた。

　無表情な〝それ〟は気管を潰つぶすように喉のどを摑つかんだまま、そのままもう片方の手に、どこから取り出したのか鈍にぶく輝く大振りの鋏はさみを取り出した。喉を押さえられて悲鳴も上げられず、ただ頭の中だけで絶叫したが、〝それ〟は一切の情動も感じられない動作で、閉じられていた鋏の刃やいばをゆっくりと開いただけだった。




　しきっ、




　と鉄の刃が擦こすれ合う微かすかな音が、間近で聞こえた。

「………………………………………………っ!!」

　心の中で叫んだ。悲鳴を上げた。

　しかし〝それ〟は首を恐ろしい力で押さえつけたまま、粘ねん土ど細ざい工くが人間の真似まねをして鋏の扱いを覚えたような動きで鋏を限界まで開ききった。そして開いたままの刃をゆっくりと下ろして、押さえつけた首へと強く押し付けてきた。

「!!」

　冷たい感かん触しよくが首に触ふれた。そして首を挟はさんだ。

　泣きながら目を見開いた。しかし滲にじんだ視界の中でそれを見下ろすのは、おぞましい真ん丸な、三つの空くう洞どうだけだった。

「…………………………!!」

　泣いて、もがいて、首を振って暴れた。

　しかし首を押さえつける手は微び動どうだにせず、窒ちつ息そくで耳鳴りがし始め、徐じよ々じよに遠くなって白はく濁だくしてゆく意識の中に、無為にアスファルトを擦こする音が響き続けただけだった。




　ぎりっ、




　と首を挟んだ二枚の刃に、力が込もった。

「…………………………!!」

　圧迫と痛み。鋭いとは言いがたい冷たい刃が細い首を圧迫し、気管を押し潰つぶして、そして押し込まれるようにして切っ先が肉に食い込んだ。




　────嫌いや！　噓！　噓！




　明確な死への恐怖が、その瞬しゆん間かん、頭の中を爆発的に塗り潰つぶした。

　殺される！　本当に殺される！　しかし死に物狂いで引っ搔かき、抵抗しても、首を押さえつけた冷たい両りよう腕うでは、それこそ全く緩ゆるむ様子はなかった。

　そして首を挟はさむ鋏はさみにかかる力は、無慈悲にますます強くなっていった。

　ぎりぎりと首の形が変わるほど刃やいばが肉に食い込み、さらに中身の硬い組織を圧迫して、首の中でめりめりと音がして、筋肉を、筋を、気管を、押し潰つぶした。

　気管に鉄の刃がめり込んで、息が止まり、喉のどの奥が裏返った。

　げぼっ！

　と喉の奥が音を立て、嘔おう吐と感かんで喉の中身が逆流したが、しかし塞ふさがった喉からは泡あわ混まじりの空気が漏もれたのみで、苦痛と涙なみだばかりが滅茶苦茶に溢あふれ出した。

　鋏の切っ先はますます食い込み、首はゴムのように挟まれて、潰れて変形していた。

　冷たい刃はすでに熱い一本の苦痛と化し、先せん端たんは皮ひ膚ふを食い破って、鋏の合わせ目が首の肉を嚙かんで、みちみちと引き千切るように切り裂さいて血が流れ始めた。




　────嫌いや！　嫌！




　目の前と意識が、白く遠のいてゆく。

　ぎりぎりぎり……




　────嫌あ────!!







　ばちん!!







　…………………………!!

　…………………………!!

　………………………………………………




　　　　†




　ぴくっ、とその時、風かぜ乃のが何かの気配を感じ取った猫ねこのように、突然顔を上げた。




『────浮かんだ』




　夕暮れの森の中、朽くちかかった神社の正面を飾る勾こう配ばいの強い屋根の上に座った風乃は、その声を聞いて見上げた蒼あお衣いたちの視線の中で、世にも楽しそうに、嫣えん然ぜんと微笑ほほえんだ。







　　　　２




　この町の開発が始まる以前からこの土地の住民だった祖そ母ぼが、用地買収で駅付近のささやかな土地と引き換えにあてがわれたという家。

　駅近くの家であると何とか呼べなくもない微び妙みような位置にあるその建たて売うり住宅が、勇ゆう路じと祖母、二人暮しの家だった。

　そして今……




「おい、急げ！」




　勇路はそんな自宅のドアを開け、木の玉を繫つないだ暖の簾れんなどの年寄りくさい家具が中に垣かい間ま見える玄げん関かんで、靴くつを履はくのにもたついている瑞みず姫きを怒鳴りつけていた。

　手には帆はん布ぷ製せいの大きなザック。あれから勇路は急いで家に戻り、家の中を引っ搔かき回し、昔はキャンプの趣味があったという父親の持ち物だった大きなザックを持ち出して、その中に最悪野宿になっても耐えられるようにと丸めた毛布やチョコレートなどを詰め込んで、慌あわただしく出かけようとしていた。

　紐ひもで絞しぼるタイプのザックの口は、筒つつのように丸められた毛布がはみ出ていた。

　そんな重そうな荷物をぶら下げて玄関で瑞姫を待ちながら、勇路の目はせわしなく、表を走る道路とその周辺に向けられていた。

　勇路はこれ以上情報を漏もらさないために、マナや他ほかの皆の存在を隠かくす必要があった。

　そのため笑え美みたちに捕つかまらないよう、勇路は瑞姫を連れて、しばらく家以外のどこかで、隠れて行動することに決めたのだった。

　笑美の所に顔を出せば、笑美と雪ゆき乃のに何をされるか分かったものではなかった。

　現に家に帰ってみると案の定すでに笑美の手が回っていて、勇路が帰ってきたら連絡するようにと、祖母が電話で言い含められていた。

　しかし〈泡ほう禍か〉のことも〈騎士団オーダー〉のことも知らない祖母は、その笑美からの用件がどういう種類のものか知らない。

　勇路は思う。詰めが甘あまい。

　それを予想して先手を打って祖母に訊たずね、笑美からの根回しを聞いた勇路は、祖母に「笑美には自分から連絡するから」と告げて密告を封じると、当然そのまま笑美には何も言わずに、すぐさま家を出て身を隠すための準備を始めたのだった。

　とはいえ、いつ誰かが直接ここにやって来るかはわかったものではない。

　勇ゆう路じはとにかく必要なものを持ち出してここを離れることを優先し、今後どこでどうやって夜を過ごすかなどは、後で考えることにした。

　最短で明日あしたの日曜日まで。最長はいつまでになるか分からない逃亡生活。

　幸い今は土日で好条件なので、まずは何も説明せずに家を出て、後で「友達の家で急に泊まることになった」とでも祖母に電話しておけばいいだろう。

　その後のことはこれから考える。今は余よ裕ゆうがない。

「…………」

　そんなことを思いながら警戒と苛いら立だちも露あらわに勇路が玄げん関かん先に立っていると、家の中から割かつ烹ぽう着ぎを着た祖母が、のこのこと顔を出した。

「ゆーちゃん、またおでかけかい？」

「ああ」

　祖母の言葉に、勇路は素そっ気けなく答えた。

　優しいというよりも甘あまい祖母。保護者として必要で、世話も一手にしてくれるありがたい存在だが、勇路はこの祖母に感謝し、懐なつく気は全く、完かん璧ぺきになかった。

　祖母だけではない。勇路は肉親の全すべてを憎んでいた。

　なぜなら、たとえ母親に浮かび上がった〈泡ほう禍か〉がその直接の原因だったのだとしても、勇路は自分が〈断だん章しよう〉を持つに至った母親の虐ぎやく待たいを生み出す背景を作り、そして気づくことさえなかった肉親たちを許すつもりは全くなかったのだ。

　祖母がどれだけ勇路の世話をしようが、それは贖しよく罪ざいの機会に過ぎなかった。

　勇路は、祖母があの事件を引け目に思っているのを知っている。そしてその引け目さえ感じていない父親に至っては、もはや何らの慈悲をかけるのにも値しない生き物だと、そう勇路は認識していた。

　祖母にそっけなくはしても反抗はしないのは、益がないというだけのことだ。

　勇路は開けたドアを押さえたまま、ようやく靴くつを履はき終えた瑞みず姫きを外に送り出しながら、祖母に向かって最低限の外出の説明をした。

「友達ん家ちいってくる」

「こんな遅くにかい？」

　勇路の説明に、祖母は驚いたように言った。

「まだ夕方だろ」

「そう？　そうかもしれないけどねえ……」

　有無を言わさない勇路に祖母は困こん惑わくした様子だったが、それ以上引き止めるようなこともなかった。

「……じゃ、行ってくる」

　勇ゆう路じはそう言って、手にぶら下げていたザックを肩かたに引っ掛けた。

「あ、ああ……はいはい。気をつけてね。瑞みず姫きちゃんもね」

「……」

　祖母は心配そうに言う。瑞姫はドアの外に立って、祖母の視線を向けられても無表情に、ただ勇路と祖母のやり取りを見ているだけだった。

　瑞姫は祖母に対しては、笑え美みの姪めいということになっている。

　勇路は面倒臭くさそうな表情をして祖母から目を外し、話を切り上げた。

「わかってる。じゃ」

　勇路は外に出て、ばたん、とドアを閉じた。

　これ以上話しても無む駄だに長くなるだけだ。鬱うつ陶とうしく思うと同時に、いつも通りの世話を焼いてくる祖母に、怒り混じりの疑問が頭に浮かんだ。

　これだけぞんざいに扱われて、祖母は気づかないのか？

　何とも思っていないのか？　仮にもし勇路の扱いに何か不満や悲しみを感じているなら、どうして勇路に何も言わないのか？

　年を取りすぎると、そういう情動が摩ま滅めつでもするのかもしれない。

　まあいい。どうでもいい。そんなものを考えている場合ではない。勇路は玄関の前で待っていた瑞姫に目で合図をして、周囲にそのまま視線を走らせ、とにかくこの付近から離れるために夕ゆう闇やみの下もとを早足で歩き出した。

「………………」

　何も言わずについて来る、瑞姫。

　勇路は歩きながら、頭を巡めぐらせる。

　どこに身を隠かくすべきだろうか？　とりあえず準備はしたが、野宿は避けたい。

　誰か泊めてくれる友達はいないだろうか？　何とかなりそうな友人が数人浮かんだが、瑞姫の存在がその場合、少しばかり枷かせだった。

　選択肢しは、そう多くない。

　それに各々の都合もある。勇路は胸ポケットにねじ込んだ薄うすっぺらいアドレス帳を歩きながら触さわって、存在を確かめる。

　心当たりに片っ端ぱしから電話して、当たってみる必要があるだろう。

　まずは公衆電話を探さなければ。瑞姫の携帯を使えばそんな手間も金もかからないが、瑞姫はすぐ充電を忘れるので、いつ充電したかも分からず、充電できるかも分からない携帯など、怖くて無む闇やみに使うことはできなかった。

「…………」

　とりあえず、公衆電話。

　勇路はそう決めると足は止めずに記き憶おくを掘り返し、どこに電話があったか、考えた。

　駅近くなら確実だが、笑え美みたちに見つかりやすいだろうか？

　他ほかにはどこか、あっただろうか？

　例えば……

　とそこまで勇ゆう路じが考えた、その時だった。




「!?」




　勇路はぎょっとして思考を中断し、足を止めた。

　突然向かっている先の路地から、勇路が歩いている通りへと、少女が飛び出して来たのが見えたのだ。突然の人影に身構える勇路。しかし現れた少女は何かから逃げているような、ただならぬ様子をしていた。

　そして何者か、すぐに分かった。

　少女は勇路が警戒していた笑美や雪ゆき乃のではなかったが、それでも見知った相手だった。

「…………岡おか？」

　マナの友達グループの、岡知ち沙さ都と。

　知沙都は、今まで見てきた大人おとなしい様子からは想像もしなかった必死の形ぎよう相そうで路地から飛び出して来ると、そこに勇路の姿を見つけて、まさに転がらんばかりになりながら勇路の許へと助けを求めて駆かけ寄って来た。

「……た……助け……!!」

「うわっ！」

　走って来た知沙都は絶え絶えに言いながら、体当たりするように勇路の上着を摑つかみ、半ば転びながら勇路の後ろに隠かくれた。

　足が限界なのか、それとも腰こしが抜けたのか、知沙都は勇路の上着を摑んだまま背後に座り込んで、追いついたばかりの瑞みず姫きにぶつかりかけ、慌あわてて瑞姫が身をかわしていた。

　バランスを崩くずしながらも勇路は踏みとどまったが、何が何だか分からなかった。

　上着にかかる知沙都の体重。怯おびえに塗り潰つぶされた、ただならぬ雰ふん囲い気き。

　そして────




　こつっ、




　と足音が、聞こえた。

　異様な静寂に包まれた住宅街の通り。その夕ゆう闇やみに包まれつつある無機質な道に、そのアスファルトを踏む硬い足音は、ひどくはっきりと耳に響いた。

「…………………………！」

　その音を境に、この通りに満ちる空気が一変した。

　勇ゆう路じも、知ち沙さ都とも、瑞みず姫きも、息を吞のんで動きを止め────そして知沙都の後を追うように路地から姿を現した、足音の主の姿を凍こおりついたように見つめた。




　こつっ、




「………………」

　硬いブーツの足音と共に現れた、黒い影。

　その影は余よ裕ゆうのためか、それとも警戒心によるものか、ゆっくりとした足取りで路地から姿を現すと、氷のように冷たい敵意に彩られた双そう眸ぼうを鋭く細めて勇路たちに向けた。

「〈雪の女王〉……!!」

「……オマケが網あみにかかったみたいね」

　光を食い尽くしたかのような漆しつ黒こくの衣装を纏まとった雪ゆき乃のは、勇路と瑞姫を見ると、嵐の前の空気のように静かな声で言った。

　鋭利な美び貌ぼうと、忌いまわしい印象のゴシックロリータの服。その装いを、そして右手に握られたカッターナイフを見た瞬しゆん間かんに、勇路はそれが意味することに即座に思い至って、さっ、と緊張に顔を強こわ張ばらせた。

　すなわち────最も効率良く〈断だん章しよう〉を振るうための準備。

　今、雪乃は完全に、〈騎き士し〉として敵を殺すための準備を完了しているのだ。

　最初に『アプルトン』で見た時もきつい印象だったが、こうして〈騎士〉としての雪乃と対たい峙じすると、その時とは比ではないほどの凄すさまじい殺意に怖おぞ気けが走った。そしてそんな存在との思いもよらなかった形での遭そう遇ぐうに、一いつ瞬しゆん頭の中が、パニックになった。

「………………！」

「あなたには、後でゆっくりと話を聞かせてもらうわ」

　一いつ瞬しゆん気け圧おされて硬直した勇路に、雪乃は低く、そう言った。

　そしてその言葉とほぼ同時に、雪乃の付き人と認識している蒼あお衣いという少年と、女の子が、路地から駆かけ出して来て勇路たちを見て驚いた表情をした。

「……っ！」

　まずい。

　逃げなければ、まずい。

　ここで捕つかまるわけにはいかない。しかし何が起こっているのか状況が把は握あくできていないために、思考が上手うまく働かなかった。

　一体、いま何が起こっているんだ？

　その路地から逃げてきて服を摑つかんでいる、この知沙都はどういうことだ？

　勇ゆう路じは自分の背中で怯おびえきっている知ち沙さ都とを、一度振り返った。とにかく放っておくわけにはいかない。この娘むすめは勇路にとってそれほど重要な存在ではなかったが、秘密の保持のためには、間違ってもここに置いていくわけにはいかない存在だった。

　勇路は思う。ひょっとして、あの集まりがバレたのか？

　疑惑。

　そして混乱。

　しかし、そうやって勇路が判断をつけかねた数すう瞬しゆんに、雪ゆき乃のは────




　ぢぎぢぎぢぎぢぎっ！




　という不吉極まる音と共にカッターナイフの刃やいばを目一杯に押し出し、左手首に巻かれた包ほう帯たいを引きむしるようにほどき去り、それを風の中に投げ捨てて、そして剝むき出しになったリストカット痕あとだらけの左ひだり腕うでに鈍く輝くカッターの刃を触ふれさせた。

「!!」

　そして。




「────〈私の痛みよ……〉」




「………………!!」

　その雪乃の口から紡つむぎ出された言葉を、勇路は〈断だん章しよう詩し〉だと瞬しゆん時じに理解した。

　驚きよう愕がくした。本当に関係者を見み境さかいなく殺す気か!?　と、恐れと絶望が頭の中を塗り潰つぶし、戦せん慄りつが背筋を這はい上がった。

　が、




「〈……世界を焼け〉っ!!」




　雪乃は止まらなかった。殺意を圧縮したように低く抑おさえた叫びと同時に、カッターの刃を、腕の皮ひ膚ふをスライスするように滑すべらせた。薄うすい鉄の刃が白い皮を切り割って肉に滑すべり込み、神経と筋肉と筋すじとをなぞって、瞬間、「……んっ!!」という押し殺した呻うめきと共に、雪乃の身体からだがびくんと電気が走ったように大きく痙けい攣れんした。

　そして────







「きゃあああああああああああああああああああああああああああああああっ────!!」







〈悪夢〉が、噴ふき出した。

　瞬しゆん間かん、恐ろしい絶叫と同時に世界が真まっ赤かな光に染まり、強烈な熱が顔と肌はだを炙あぶって、熱風が服と髪かみを嬲なぶるほどに噴き上がった。

「!!」

　知沙都だった。知ち沙さ都との小さな身体からだが、その瞬間松明たいまつのように炎えん上じようしたのだ。

　炎ほのおに包まれ、顔を覆おおって絶叫する知沙都の恐ろしい声が耳をつんざいて、身が竦すくむような痛々しい恐怖が、聴覚と心を突き刺し、そして、一色に塗り潰つぶした。

「きゃあああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

「うわああああああああああーっ!!」

　悲鳴。

　火か炎えん。

　熱。

　髪の毛が焼ける猛もう烈れつな匂におい。

　真っ赤な舌したのように噴き上がった炎に手と顔を炙られて、勇ゆう路じは後ずさった。

　しかし知沙都の燃え上がる腕うでに上着を摑つかまれてそれ以上は動けず、甲かん高だかい悲鳴を上げる知沙都と向き合ったまま、勇路はやはり悲鳴を上げた。炎の中の知沙都と目が合ったまま、その眼球が炎に炙られて白はく濁だくし溶とけてゆくのと目を合わせたまま、そして見知った少女の顔の皮ひ膚ふがめくれ上がってぶつぶつと泡あわ立だち炭化してゆくのを見つめまま、勇路は喉のどの奥から恐怖の悲鳴を上げ続けた。それだけしかできなかった。

「ギャああアアアアアアあああああああああああああああああああああああっ!!」

　数秒のうちに炎は渦うず巻まく柱のように火勢を上げて、知沙都の姿はその中で、影のようにしか見えなくなってしまった。

　炎の匂においと、アスファルトが焦こげる臭におい。そして勇路が知っているいかなるものを燃やした臭いとも違う、理性と本能と常識の一切が分析を拒否するおぞましい臭いが、瞬またたく間に周囲の空気に広がった。

　そうするうちにも知沙都は縮むようにしてゆっくりと崩くずれ落ち、悲鳴もゆっくりと細く小さくなっていった。

「ア嗚呼ああアアアアアアあああああああああああああああああああああああ────」

　唇くちびるも何もかもが燃え落ち、もはや真っ黒な空くう洞どうと化した口から吐はき出される悲鳴は、やがて泡を噴くような音に変わっていき、徐じよ々じよに途と切ぎれ、やがて完全に止まっていった。

　上着を摑んでいた手が離れて落ち、そしてそれと前後して、火勢が弱まり始めた。

　少女の身体を覆おおい隠かくしていた炎の嵩かさは劇的に減り、勇路の目の前で人間から物体と化した知沙都は、炭化した皮ひ膚ふを剝むき出しにしながら、それでもぶずぶずと生々しい音を立てながら執しつ拗ように燃え続けた。

　そして知ち沙さ都とが完全に動かなくなった頃、まとわりつくようにして執拗に燃え続けていた炎ほのおが、ふっ、と空中に吸い込まれるようにして消えた。

「あ…………」

　勇ゆう路じは自分のシャツに残った焦こげ痕あとを見た。

　知沙都が助けを求めて摑つかんでいた、手の触ふれていた痕あと。

　そして、振り返る。そこにはだらりと下げた左手に血を伝わせ、指先からぽたぽたと血の玉を雨のように落とす雪ゆき乃のが、冷れい徹てつな敵意を形にしたかのような表情をしたまま、勇路を見み据すえて立っていた。

　夕ゆう闇やみの中に、闇のように。

　浮かび上がる白い貌かお。流れ落ちる血とカッターナイフの柄つかだけが、その中で異様なほどに、おぞましいまでに鮮あざやかな色彩として映えている。

「………………！」

「さあ」

　雪乃は、低く静かに言った。

「次は、あなたの番ね」

「う…………あ……」

　まだあの恐るべき炎の熱がありありと空気に残る中で、氷のような冷たい目で睨にらまれて、勇路は呻うめいて後ずさった。全身から汗あせが噴ふき出して、炙あぶられた腕うでや顔がひりひりと痛みを発し始めた。




　────殺した！




　勇路は絶望的に思う。




　────本当に殺しやがった！




　人を一人殺しておいて平然と死神のように立つ雪乃に、いま勇路は、体の芯しんに差し込まれるような恐怖を感じていた。

　逃げなければ、殺される。

　勇路は後ろを見る。勇路の背後では、瑞みず姫きがさすがに真まっ青さおな顔をして、この惨さん状じようを、呆ぼう然ぜんと見ていた。

「……！」

　その瑞みず姫きが、ふと視線に気づいたのか、縋すがるような目で勇ゆう路じを見た。

　そして、




　こつっ、




　音を立てて視界の端はしで、雪ゆき乃のが一歩、勇路たちへと足を進める。

「う…………」

　勇路はそれを見た瞬しゆん間かん、恐怖に引き攣つった表情のまま大きく目を見開いた。そして────雪乃へと勢い良く振り返り、自分の襟えり元もとにぶら下がった安全ピンを一本引きちぎって、その針を、自分の手のひらに思い切り突き刺した。




「…………あああああああああ!!　〈自由を奪うモノは檻おりに〉!!」




　ぶつっ、と針が皮ひ膚ふを突き破り、それをさらに肉の中に押し込んだ。

　熱に似た点の痛みが肉を擦こすりながら手のひらの中に押し込まれた瞬間、その小さな痛みと、そして自分のトラウマを呼び起こす〈断だん章しよう詩し〉が、心の底に沈んでいた〝何かどす黒いモノ〟の蓋ふたをこじ開けた。

　それまで心の中に満ちていたのは、雪乃に対する、あるいは死に対する純粋な恐怖だった。

　しかしこれを境に、蓋が外れてぽつんと開いたその心の奥底の穴から、瞬またたく間に水に墨ぼく汁じゆうを垂らしたように、恐怖と憎悪とが入り混じった、恐ろしく澱よどんで粘ねん性せいを持った感情が、元あった純粋な恐怖を呼び水にして心の中を塗り潰つぶした。

　毒のように胸の中を焼く、呼ぶ名前さえない存在しない勇路にとっての無む二にの感情。

　勇路にとっての、〈断章〉そのもの。

　目を見開いた。

　フラッシュバックする。

　それは勇路にとっての、あまりにも忌いまわしい原風景である──────母親が幼児期の勇路を閉じ込めていた、たった一畳じようのスペースを残してびっしりと畳に針を植えた子供部屋の光景だった。




　べりっ、




　と生なま肉にくを引き千切るような湿しめった音が響いた。

　同時に地面を踏んだ雪乃の右足の輪りん郭かくが、ふくらはぎの辺りまで、倍以上の太さに歪いびつに膨ふくれ上がった。

「……うぐ!!」

　雪ゆき乃のの押し殺した悲鳴。身を折り、足が止まった。

　激しく身を折った反動で大きく髪かみが乱れる。しかし雪乃はうずくまりもせずに自分の体を抱だきしめると、苦痛に歯を食いしばりながら、乱れた髪の間から殺意に満ちた目で勇ゆう路じを見上げるように睨にらみ付けてきた。

「………………!!」

　それを見て、ぞっ、と勇路の背筋に冷たいものが走った。

　勇路の〈断だん章しよう〉の苦痛は極めて激しい。勇路の〈断章〉である〈刀とう山ざん劍けん樹じゆ〉は、地面に触ふれている人間の体に無数の鉄の針が突き刺さって縫ぬい止め、そしてその部位から大量の針が体内から湧わき出して、人体をずたずたに破壊する。

　いま雪乃の右足の中には恐ろしい数の鉄の針が詰め込まれている状態で、挽ひき肉にくのように筋肉が破壊され、膨ふくれ上がり、皮ひ膚ふを破っているはずだ。ブーツさえもが内側から引き裂さかれるほど。しかし雪乃は泣きも叫びもしないどころか、意識も戦意も失っていなかった。

　無数の針が筋肉を刺し通し、テントのように皮ひ膚ふを持ち上げ、あるいは破って突き出している、異様な形状に膨れ上がった足。

「……雪乃さん!!」

　後ろの蒼あお衣いが動揺して叫ぶ。しかし雪乃自身は、一片の動揺も見せてはいなかった。

　雪乃の足の色は凄すさまじい内出血でみるみるどす黒い色に変わり、身じろぎするだけで血が噴ふき出す。にもかかわらず雪乃はそれを庇かばうどころか、アスファルトの凹おう凸とつの隙すき間まから生はえる無数の針に繫つなぎとめられた足を、引き千切れても構わないかのように動かそうとしていた。

「ぐっ……！」

　眉まゆを寄せ歯を食いしばり、呻うめく雪乃。

　だが、動くわけがない。無数の金属が足の中に根を張ったようなものなのだ。こうなったら勇路が〈断章〉を収めるまでは人間の力では動かせない。

　人に使ったのは初めてだ。無残なその〈効果〉と、結果に手が震えた。

　耐性を持っている〈保持者〉でこの有様だ。しかしそれ以上に恐ろしいのは、それでもなお気き丈じように振る舞う〈雪の女王〉という人間の狂気だった。

「………………おい、瑞みず姫き……」

　勇路は低い声で傍かたわらの瑞姫にそう呼びかけ、同時に雪乃たちから目を離さないようにしながら、じりじりと後ずさった。

　これで雪乃の動きを封じている間に、ここから逃げるのだ。

「……」

　それに頷うなずいた瑞姫が、脇わき道みちの路地に、そっと入った。

　緊張で張り詰める睨にらみ合いの中、勇路はそれを横目に確認する。後で褒ほめてやってもいい判断だ。後は勇ゆう路じがこの通りから離脱し、全力で逃げるだけ。

「……よし」

　そう思った時、右足を動かそうと試みていた雪ゆき乃のが、顔を上げた。

　鋭い、苛か烈れつな意志を感じさせる目。その目にたがわず、足を地面から引き剝はがすのを断念したらしい雪乃は、勇路を睨にらみつけ、そしてカッターナイフを握り直して口を開き、息を吸い込んだ。

　反射的に叫んだ。

「〈檻おりに〉！」

「うくっ!!」

　ぶちぶちぶち、と雪乃の右足でさらに肉が引き千切られる音が響く。

　よろめく雪乃。同時に勇路の心の中にも、凄すさまじい勢いで過去の恐怖の感情が湧わき上がり、胸の中を汚染してゆく。

「雪……！」

「動くな!!」

　雪乃へと駆かけ寄ろうとした蒼あお衣いに、勇路は吐はきそうになりながらも叫び、安全ピンの先を向けた。

「！」

　蒼衣が戸と惑まどいの表情で足を止める。しかしそれと同時に勇路はそこから身を翻ひるがえして、脇わき道みちへと飛び込んで、そして路地の向こうでこちらを見ていた瑞みず姫きに追いついてその手を摑つかみ、そのまま手を引いて走り出した。

　逃げる。とにかく逃げなければならない。

　そして逃がさなければならない。勇路たちのことはどこまでバレている？

　勇路は肩かたに背負った荷物と、手を引いている瑞姫の重さを感じながら、必死で走り、そして頭を巡めぐらせた。

　最優先で逃がすべきは誰だ？

　そう、まずは────
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　　　間章　　赤ずきんは家のそと







　すっかり夕ゆう闇やみの落ちた住宅街の、『斎さい藤とう』と表札の掲げられた家。

　その家の前に夕闇の中、突如霊れい柩きゆう車しやじみた威い容ようの大型黒塗りバンが、横付けされて乗り付けられた。

　家の表札には、夫婦の名前の下に愛まなの名前。

　そして車は、〈葬そう儀ぎ屋や〉の車。

　バンが玄げん関かんを塞ふさぐように停まると、運転席と助手席、そして後部座席のドアが開き、中から三人の男女が姿を現して、家の前にそれぞれ立った。

「………………」

　喪も服ふくを着てバケツと鉈なたを提さげた、〈葬儀屋〉と可か南な子こ。

　そして後部座席から出て来たのは、バーテンダーの服装をした、気弱そうな表情の瘦やせた青年だった。

　三人は夕闇の中で、斎藤家の白い外観をした建たて売うり住宅を見上げて、立った。家は三人の視線が見上げる中で、雲の色形が何とか判別できる暗い空を背景にして、窓に全く明かりが点ついていない、無人の佇たたずまいをして夕闇の中に沈んでいた。




「……織おり作さくさん、やっぱりあなたにお願いして正解でした」




　可南子が斎藤家の家と、そして周囲に立ち並ぶ明かりの点いた家々を見回して、バーテンダー風の青年に言った。彼は織作健けん太た郎ろうという名の、笑え美みの〈ロッジ〉に身を寄せる、〈保持者〉の一人だった。

　健太郎は可南子がかけた言葉に、溜ため息いき混じりに応じる。

「そうみたいですね」

　素そっ気けないというよりも、嫌いやそうというのに近い。健太郎の顔色は悪かった。彼はいま彼が内に抱かかえている〈断だん章しよう〉を顕けん現げんさせて、この車の周囲を、誰にも見られないように隔かく離りしている最中だった。

「〈騎き士し〉を引退したあなたにお願いするのは、心苦しかったんですけど」

「まったくですよ」

　健太郎は気弱そうな造ぞう作さくの割に、遠えん慮りよなしに言う。

「僕はこういうのは向いてなかったんです。でも笑美さんの頼みですから断れませんしね」

　大いに溜ため息いきをつく、健けん太た郎ろう。

「それに悪いのは、瑞みず姫きちゃんを勝手に連れてった勇ゆう路じ君です。瑞姫ちゃんが来て、僕が人払い役をやらなくて済みそうだと分かった時、僕がどれだけ嬉うれしかったことか……」

　健太郎は数年前まで、笑え美みのパートナーとして人払い役専門の〈騎き士し〉だった。そして今はその役を引退したが、夜はバーとしても営業する『アプルトン』のバーテンダーとして、店を手伝っていた。

「店もありますから、用事は早目に済ませてもらえると助かります」

「ええ、分かってるわ。ありがとう」

　健太郎の言葉に可か南な子こはそう言うと、傍かたわらに立っていた〈葬そう儀ぎ屋や〉を見上げて、頷うなずいた。

「行きましょう」

「…………」

　そして無言の〈葬儀屋〉と可南子は、「僕は入りませんからね」という健太郎の声を背中に聞きながら、斉さい藤とう家け宅の鉄てつ格ごう子し状の門を勝手に開け、敷地の中に入った。

　二人は仕事を完了させるために、ここに来ていた。

　あの神社森で少女のバラバラ死体を回収した後に一いつ旦たんは引き上げかけた二人は、途と中ちゆうでまだ死体が残っていることに気がついて、急きゆう遽きよこうして戻って来たのだった。

　この〈葬儀屋〉の〈断だん章しよう〉は、『彼がその手で解体した生物は、生体死体に関わらず心臓のある場所に血の一滴まで集まって蘇そ生せいする』というものだ。

　そして神社森の死体には胴体がなかった。寄る辺べとなる心臓の失われた死体はこの〈断章〉では生き返らないのだが、にもかかわらずあのバラバラ死体は積み込んだ車内で蘇生を始め、二人はまだ胴体がどこかに存在しているということに気がついたのだった。

　そうして、〈葬儀屋〉と可南子はここに辿たどり着いた。

　二人はそれぞれバケツを片方の手に提さげていたが、何重にも重ねたバケツに何本もの刃物を突っ込んで提げている〈葬儀屋〉に対し、可南子の持っているバケツは一つだけで、さらにフタが閉じられて、念入りにビニールテープが巻かれていた。

　と、そのバケツが、突如として暴れるようにゴトゴトッと音を立てる。

　内容物が詰まった音。そしてそれが、ちょうど動物を閉じ込めたバケツのように暴れ、音を立てたのだが、このバケツは神社森にあった少女の死体を回収する時に使ったもので、あれから用途は変更されていなかった。

　つまり────




　この中には、蘇生しつつある少女の死体の一部が内容はいっているのだ。




　バケツの中に詰め込まれた少女の一部は、解体されたままの状態で生命を取り戻し、自らの盟めい主しゆである心臓のある場所へ戻ろうと暴れているのだ。

「……瀧たき。やっぱりここのようね」

　可か南な子こは自分の提さげたバケツの様子を平然とした表情で見下ろして、言った。

　その言葉に頷うなずいた〈葬そう儀ぎ屋や〉は玄げん関かんのドアに近づくと、その大きな手でドアの取っ手を摑つかんで、そっと引き開けた。

「……」

　ドアは何の抵抗もなく、普通に開いた。

「鍵がかかってない……？」

　可南子は呟つぶやく。見るからに留る守す宅であるにもかかわらず、玄関の鍵がかけられておらず、開けっ放し。

　不審と警戒と、覚かく悟ごが可南子の中で固まった。

　そのドアを〈葬儀屋〉が最後まで開け放って固定すると、二人はしばし真っ暗くら闇やみの家の中を覗のぞき込み、やがて門の外から健けん太た郎ろうが見守る中、家の中へと入っていった。

　革かわ靴ぐつを脱いで、家の中に。

　みし、と音を立ててフローリングの上がり口に踏み込んで、そして〈葬儀屋〉が壁のスイッチを押して、玄関の明かりを点つけた。

　影になって見えていた家の中に、色がつく。玄関から見えるのは正面にある二階へ続く階段と、リビングか何かの生活スペースに続くらしいドアと、キッチンがあると思われる、奥へ続いている廊ろう下か。




　ゴト……ゴトゴトゴトッ……




　可南子の下げたバケツが、鳴った。

「……二階かしら」

「…………」

　二人はそう判断する。そして階段の電でん灯とうを点けて、見上げた。

　階段の下からは、二階の様子は見えない。すぐに突き当たり、廊下が曲がっている。

　可南子がまず、バケツを先導させるように前へとかざし、そしてもう片方の手に大振りの鉈なたを握り締めて、先に階段へ靴くつ下したを穿はいた足を乗せた。




　ぎし、




　と階段が、音を立てた。

　そして、手にしたバケツがゴトゴトと音を立て、小刻みに震えた。

　やはり二階だろう、と可か南な子こは思う。この何の変へん哲てつもない建たて売うり住宅の階段の上、二階のどこかに、バラバラ死体の一部はあるのだ。




　ぎっ……ぎっ……




　と可南子は足を進め、階段を上がっていった。

　住宅特有の急角度の階段。階段はすぐに尽き、二階に着いた。

　二階にはすぐに曲がって、廊ろう下か。電でん灯とうのスイッチを鉈なたの先で押す。パチンという音と共に劣れつ化か気味の蛍光灯の明かりが点つき、暗い廊下が照らされて、三つ並んだドアが見えた。

　一番手前にあるドアには、『まなの部屋』と書かれた、可愛かわいらしいデザインのプレート。

　可南子はそのドアの前を通り過ぎる。そして何のプレートも下がっていない、二番目のドアの前に立った。




　ゴトゴトゴトゴトゴト……




　ドアの前に立つと、これまで以上にバケツの中身が暴れ、バケツが振動する感かん触しよくが手のひらに伝わってきた。〈葬そう儀ぎ屋や〉が横に立つ。可南子は〈葬儀屋〉に頷うなずいて見せると、ドアにそっと顔を近づけ、耳を澄ませた。

「………………」




　ずず……ずっ……




　部屋の中から微かすかに、断続的に引きずるような重い物音が聞こえた。

　何かがいる。顔を見合わせ、もう一度頷いた。

　そしてドアから顔を離し、鉈の柄えを握り直した。

　その脇わきから〈葬儀屋〉が手を伸ばし、ドアノブを摑つかむ。

「………………」

　そして無言の、一いつ瞬しゆんの間。

　その一瞬の間の後、かちゃり、と微かすかな音を立てて、〈葬儀屋〉の手によって、ドアノブが回された。




　ぎ、




　とドアが、部屋へ向けて押し込まれ、開いた。

　廊ろう下かを照らす明かりがドアの隙すき間まから、真っ暗な部屋の中に鈍く細く射し込んで────




「………………………………………………!!」




　おぞましい光景が中に広がっていた。

　廊下の明かりに薄うす暗くらがりとして照らし出されたのは、ベッドが並んだ夫婦の寝室と思われる埃ほこりっぽい部屋にゴミ袋のように転がされている三体の死体────それもどれもこれもが原形が分からないほどに変形し膨れ上がった、異様な状態の死体だった。

　ほとんど色も判別できないほどの、薄暗い部屋。そんな部屋に転がっているそれらの死体はほとんどの部分がモノクロの影のように見えたが、それでもなおそれらの全すべてが、シルエットですら分かるほど異様な形に膨ぼう張ちようしていた。

　ベッドの上で手足を奇怪な方向に投げ出した夫婦と思われる男女の死体は、腹が、胸が、喉のどが、まるで胴体に大量の石を詰め込まれたかのように数倍に膨ふくれ上がっていた。

　いや、それはそのものだった。男の死体は腹が、女の死体は喉がぱっくりと抉えぐられたように割られていて、固まった血がこびりついたその傷口は膨れ上がった内側から押し上げられて、口を開けたそこからは大量の石ころが顔を覗のぞかせていた。

　どちらも口は大きく開けられ、そこにも頰ほおが破れんばかりに石が詰め込まれていた。

　石は執しつ拗ようなまでに、唇くちびると歯は茎ぐきの隙間にまで偏へん執しつ的てきに詰め込まれ、鼻び腔こうも石で塞ふさがれて、それどころか眼がん窩かにまで押し込まれたらしく、瞼まぶたが奇怪な形に盛り上がっていた。

　そして極めつけは、その部屋で音を立てる、唯一の存在。

　それは──────




　中学校の制服を着た手も足も首もない少女の胴体が、その切断面全すべてから無数の石を押し込まれて風船のように膨れ上がり、しかしそんな状態で〈葬そう儀ぎ屋や〉の〈断だん章しよう〉によって蘇そ生せいを始めて──────体内に詰め込まれた石がごりごりと擦こすれる音を立てながら、瀕ひん死しの芋いも虫むしのようにもぞもぞと蠢いている姿だった。




「………………………………………………」

　言葉もなく、〈葬儀屋〉も可か南な子こも、薄うす闇やみの広がる部屋の前に立っていた。

　どちらも険けわしく眉まゆを寄せ、口を引き結んでいた。

　やがてどちらからともなく、目め配くばせをする。

　そしてその後、〈葬儀屋〉が自分の提さげていたバケツから大振りの鉈なたを引き出す、くぐもった金属の擦れ合う音が、二階の廊下に響いた。




　　　　†




　夕ゆう闇やみの落ちた空の下、街の外れに、息を切らせて走る三人の少年少女がいた。

　一人の少年と、二人の少女。少年は荷物の詰まった大きなザックを肩かたにかけ、眼鏡めがねをかけたたどたどしい足取りをした少女の手を引いていた。

　その後ろを、赤いチェックのバンダナを三さん角かく巾きんのように巻いた、もう一人の女の子が追いかけてゆく。

　馳はせ尾お勇ゆう路じと斎さい藤とう愛まな。

　そして田たの上うえ瑞みず姫きの、三人の少年少女。

「……ね、ねえ……ゆーくん、い、痛いよ……」

　マナは前を走る勇路に、か細い声で途と切ぎれ途切れに言っていた。

　引っ張られる腕うでが痛かった。振り回されるように走って息が切れ、足は今にももつれて転びそうだった。

「……やばいんだ！　もう少し我が慢まんしてくれ」

　勇路も息を切らせて、そう声を潜ひそめながら、しかし強い調子で言う。




「逃げないと…………殺される」




　そして呟つぶやく。

　その呟きは、夕闇の中に消えた。




　…………………………

　…………………………
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　なかがき




　クリック？

　クラック！




　まずはいつものように、この本を手に取った貴方あなたに御おん礼れい申し上げます。

　しばらくです、甲こう田だ学がく人とです。あるいは、初めまして。

　ぼちぼちとお手紙なども頂いています。個々にお返事などはできませんが、きちんと読んでいます。ありがとうございます。




　さて、そんなわけで『断章のグリム』五巻め、『赤ずきん』をお送りします。

　またも上下巻となります。分冊形式がお好みでない方、申し訳ない。

　実のところこのシリーズ企画当初は、できるだけ一話一冊にしていきたいなあ、と考えていました。

　始めました。

　挫くじけました。

　諦あきらめました。

　忘れてください。




　……。




　では、この本の製作に関わった全すべての方々、特に直接お世話になった編集の和わ田ださん、イラストの三み日か月づきさんに、心からの感謝を贈ります。

　今回もまたお話は続くので、はつかねずみはお預けです。

　それから今回は、二月に『世界の中心、針山さん②』が出版になりました成なり田た良りよう悟ごさんにスペシャルサンクスを。

　また一つ、ジョン・デルタの世界が広がっています。





二〇〇七年五月　甲田学人









甲こう田だ学がく人と

１９７７年、岡山生まれ。津山三十人殺しの舞台となった津山市出身。二松学舎大卒。ついに著者近影のイラストまで最近お気に入りのハンティング帽仕様に──!?　実はもう飽きが来てるのに、前回の紹介文がプレッシャーで仕方なく……ということはなくまだ大好きです。
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三日月みかづきかける

東京都出身、夏生まれのＯ型。『断章のグリム』シリーズで本格的に絵師デビュー。煮詰まった時は本屋とかに散歩するのですが、今回は無意識にも近所の神社に行ったようで……。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「甲田学人先生」係

「三日月かける先生」係










断だん章しょうのグリムⅤ




赤あかずきん・上








甲こう田だ学がく人と





電撃文庫





2013年5月30日　発行





©2007 GAKUTO CODA/ASCII MEDIA WORKS





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『断章のグリムⅤ　赤ずきん・上』

2007年7月4日　初版発行





発行者　郡司 聡

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





カスタマーサポート（アスキー・メディアワークス ブランド）

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）










本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。









[image: ]




cover.jpeg





nav.xhtml

    
  
    		CONTENTS


    		序章 赤ずきんは森のなか


    		一章 この道は赤ずきんの村に


    		二章 この森はお婆さんの家に


    		三章 この屍はとむらいの棺に


    		四章 この獣はさまよいの道に


    		五章 この娘はオオカミの森に


    		間章 赤ずきんは家のそと


    		なかがき


    		奥付


  





images/00011.jpeg





images/00010.jpeg





images/00013.jpeg





images/00012.jpeg





images/00015.jpeg
AT

BOOKY~WALKER





images/00014.jpeg





images/00002.jpeg
Yukino Tokitsuki -

Aoi Shirano

FEED N A —- QI EYEQ 0L’ -
W ER L 8 VB 13 2 10800 Q BT < [T L 80" i\ \
LS RV OV S ECEREROELE RN OV
R RENU R QL0 KA <0 5 HTER 1 i D)






images/00001.jpeg
B-HEH<

CNAXK~@N MR

\\@ ,
iRy

§ S o~2- 13





images/00004.jpeg
//
=

Mana Saitou

EoVEDEQRETHISIN
S8 QRLINTRIE R K< 420
WO S RIRKS






images/00003.jpeg
SN
SIS IR TN (e 6 (0 3420






images/00006.jpeg
~ =
£

Hion-2-H3

=“HHA»TF%

452 +O:

HHSA





images/00005.jpeg
FFE A LSO

A
=

i
m

7Y 4~ O





images/00008.jpeg





images/00007.jpeg





images/00009.jpeg





